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きみを手繰る




「本当の俺はこうだよ。ずっと抑えてただけ」

「え……？」

　思考が止まる。目の前の彼が知らない男の人に見える。

　高い鼻び梁りょうに凛り々りしい眉。ガラス玉のような瞳が蠱こ惑わく的てきな色に変わる。

　全神経を彼に奪われる。

「あまり目を合わせたら、触れたくなる。触れたら、抱きしめたくなる。今日までそれを我慢してた。振り向いてもらえる自信をつけるまで」

「なに、言って……」

　彼は破顔し、私の顎あごに手を添えた。クイッと顔を上向きにしたあと、おもむろに鼻先を近づける。私がどぎまぎしていたら、色香のある微笑ほほえみでささやかれた。

「やっと……心置きなく口説ける」

　胸の中で突然激しい嵐が吹き荒れる。

　甘くときめくような、経験したことのない嵐が――。




＊　＊　＊




　カラフルなトップス、ふわりと揺れるワンピース。ラインが綺き麗れいなパンツに、防寒性だけでなく、デザインや軽量にこだわったアウター。素材も多岐にわたり、綿、麻、羊毛、絹。まだまだたくさんある。

　組み合わせは無限大。世界はいろいろな服であふれている。

　私は毎日服に囲まれて幸せだ。

　――が、幸せ……とは思っていても、現実は厳しいもの。

　私、瀬せ越ごし麻ま結ゆはアパレル会社『ＳＰＩＮスピン』に勤務している。短大生のときにスピンのレディースブランドである『womanウーマン crushクラッシュ』で店舗スタッフのアルバイトをしていて、短大卒業後、そのままスピンに就職した。入社三年目にはウーマンクラッシュの店長を任され、そこからさらに三年経たった今はスーパーバイザーに昇格した。

　スーパーバイザーとは、ひとりで複数店舗を担当し、本部との間に立って売上向上を目指すリーダー的なポジション。やりがいはあるけれど責任も重いし、大変だ。

　地下二階から十階まであるビルの、四階から七階までがスピンのオフィス。私はウーマンクラッシュの部署がある四階を目指す。

　ロビーを抜けたところで扉が開いているエレベーターが視界に入り、慌てて駆け寄った。けれど、ギリギリで逃してしまった私は、深く息を吐いてつぶやく。

「あー、もう。朝からついてない」

「なに暗い顔してんの」

　背中越しに聞こえた声にはっとして、振り返る。身長百五十五センチの私は、さらに視線を上げた。

「おはよう、瀬越」

　私を見てくすくすと笑っているのは、一歳年上の井い野の裕ゆう司じさん。きりっとした顔立ちで、はつらつとした笑顔が印象的な先輩だ。

　私が店長として働いていた際、彼もまた同じエリアのウーマンクラッシュの店長だった。度々ある店長会でたまたま席が隣になる機会が多くて、それからはこうして顔を合わせたらよく話す。

「おはようございます。実は今、せっかく走ってきたのにエレベーターに乗り遅れちゃって」

「あー、急いだぶんだけ損した気分になるよな」

　井野さんは、すっとエレベーターのボタンを押し、続けて言う。

「最近調子はどう？」

「はあ。人事異動って酷なときありますよね……」

　私がため息交じりに愚痴を零こぼすと、井野さんは苦笑した。

「まーた揉めてんの？」

　約三か月前に、売上低迷への対策で私の担当店舗も店長の人事異動があった。以降、私は店舗内の人間関係に頭を抱えている。その店舗にはこれまでとは百八十度タイプの違う店長が就任したため、スタッフから『店長と折り合いが悪い』としょっちゅう訴えられるのだ。

「人には合う合わないがあるのはわかるから……でも業績についても考えなきゃならないですし」

　確かに前の店長とスタッフは和気あいあいとして、雰囲気はとてもよかった。反面、競争心がなくて売上が落ちていったのも事実。だから、数字管理に定評がある今の店長が赴任してきたんだけど……。新しい店長は職場での馴なれ合いを許さないから、スタッフとの関係がギスギスしているというわけだ。

「お前が悪く思う必要ないだろ。結局、人を動かすのは上が決めることだし」

　井野さんにポンと肩を叩たたかれ、気持ちを切り替える。

「確かにどうしようもないんですが……井野さんのところに私の担当店舗にいたホープを持っていかれたのもあって、厳しいんですよ」

「あっ……そうだったか。悪い」

　ばつが悪そうに首を竦すくめる井野さんに、私は慌てて笑顔を向ける。

「いえ。それだって井野さんのせいじゃないですし。本当は井野さんが担当している新店舗、私が担当したかったっていうのが本音ではありますけど、井野さんなら今回の『Mエム-crushクラッシュ』の企画、絶対成功させてくれますよね！」

「おう。なんせ、あの有名な『Sakuraサクラ』監修の商品が並ぶ予定だ。失敗なんかありえない」

　サクラとは――フランスで人気を博すアパレルブランド。

　私は数年前、インターネットでサクラを見つけたときに衝撃を受けた。

　繊細なデザインと、ひとりひとりに寄り添うパターン。〝すべてフルオーダーメイド〟が特徴のサクラの服は特別感が漂う。

　我が社スピンは、この度そんな憧れのブランドと一緒に仕事ができるようになった。

　私と同じスーパーバイザーだった井野さんは、サクラの商品を扱う新店舗出店を担う開発部に抜ばっ擢てきされた。

「私、誰よりも楽しみにしてますから！」

「そうだよなあ。元は瀬越の企画だもんな。よく行動に移したなって感心するよ。普通なら企画を思いついても世界的に有名なブランド相手だし『絶対相手になんかされない』って、実行しないだろ」

　ひと目惚れしたサクラについて調べに調べ、一層心を奪われていった。

　理想主義な私は、サクラにどうにかうちに服を作ってもらえないか、とひたすら考えた。フルオーダーメイドにこだわっているのなら、せめて監修だけ……とダメ元で企画書を送ったら、あっさりＯＫをもらって驚いたのが事の顛てん末まつだ。異例な話で信じられないが、今回のサクラとの仕事はそんな私の行動から始まったのだ。

　しかし、大喜びしたのも束の間。私はスーパーバイザーになって日も浅く、現在抱えている仕事の成績も芳かんばしくない。そのうえ先方からは、メンズのみとの条件で承諾をもらったため、結局レディースブランド担当の私は蚊か帳やの外。

　それでも、願っていた企画がもうすぐ現実になるのだ。わがまま言っちゃいけない。

「後悔するくらいなら当たって砕けても実行する、っていうのが私の持論です。まあ、砕けてばっかりですけど」

　小さい頃から、私はそういったタイプだったと思う。

　叶わないかもしれなくても、やらないよりは行動に移したほうが絶対に可能性は上がる。それにかかる時間や労力は全然気にならない。『あのとき、ああすればよかった』って思う時間のほうがもったいないもの。

「私、デザイナーにはなれなくても、企画ならいけるかもって思ったときから、できる努力は惜しまないって決めてるんです」

　今回できないことも、いつか叶うかもしれない。もしも叶わなくても、また別の道を探せばいい。だって、私はそうやってここまで来たんだ。

　井野さんは優しい顔つきで私を見て、「そっか」とつぶやいた。直後、なにか閃ひらめいたように口を開く。

「あ、そうだ。今日時間見つけて新店舗見に来たら？　まだ見てないだろ。モチベーション上がって疲れも吹っ飛ぶんじゃない？　俺、夕方六時くらいから館やかたが閉まる時間までいる予定だからさ」

『館』とは百貨店やファッションビルの呼称。ちなみにエムクラッシュ新店舗は、日に本ほん橋ばしの百貨店五階に出店予定だ。東とう京きょう駅にある本社から近いし、仕事後でも間に合いそう。

「いいんですか？　そうと決まれば今日一日、俄が然ぜんやる気出てきました」

　私がガッツポーズをして言うと、井野さんは笑った。

「はは。本当、単純なやつだな」

　そうして私たちは、ようやくやってきたエレベーターに乗り込んだ。




　私にとって、この仕事は天職だ。好きな仕事は楽しくて仕方がない。

　きっかけは四歳のとき。幼稚園の学芸会で着たお姫様の衣装に感動して、洋服に興味を持った。私はいろいろとデザインを考えてはお絵かき帳に描いて、いつか本当に洋服を作りたいと思うようになっていた。

　ところが、小学校高学年になって家庭科の授業で裁縫をしたときに愕がく然ぜんとした。あまりにも不器用すぎて、四角い布を縫い合わせるだけのコースターですらうまく手縫いができなかったのだ。ミシンも何度挑戦しても、うまく使いこなせなかった。

　それでも初めはあきらめず、裁縫が得意な近所の人に習ってみたものの成果は出ず。自分は洋服作りには向いていないとわかり、服を作る人になる道は完全に閉ざされた、としばらく落ち込んだ。しかし、年齢を重ねるにつれ気持ちは整理され、縁があって今はスピンで働いている。




　一日の仕事をどうにか終え、閉館時間の十五分前にエムクラッシュの新店舗が入る『東しの雲のめ百貨店』に滑り込んだ。五階のメンズフロアに到着し、ちょうど井野さんの姿が見えた。

「井野さん、お疲れ様です」

「あ、やっと来た。今か今かと待ってたんだ」

　新店舗は上りエスカレーターを降りてすぐの好立地。多くの人の目に留まる場所だった。

「メンズフロアって、意識しないとあまり来ないので新鮮ですね。リサーチで見て回るのもやっぱりレディースばっかりになっちゃって」

　私はきょろきょろしながら、スタッフ用の入り口へと足を向ける井野さんについていく。

「瀬越は彼氏にプレゼントとか買いに来ないの？」

「ああ。残念ながらそういう縁はまったくなくて」

「そうなんだ」

　彼氏の話題に敏感になって落ち込む時期も、とっくに過ぎた。ずっと仕事ひと筋で来たし、仕事が恋人って開き直っている。

　ドアから準備中の売り場を覗のぞき、一歩入った位置で遠慮して立ち止まった。

「やっぱりゼロから店を作る過程ってドキドキしますね。ここからさらにどんなお店になっていくんだろう」

　未完成の店内を眺めると胸が躍る。

「百貨店は客層が広いし、シンプルかつ清潔なイメージで進めてもらってる。もちろん、高級感も出すように」

「はい。サクラもハイブランドで、シックで大人な印象だし、いいと思います！」

　私は再びフロアに戻り、改めてパーテーションで仕切られた新店舗を見つめた。

　ここにたくさんのお客様が足を運んでくれて、ショップがにぎわうイメージが頭の中にわいてくる。

「麻結！」

　そこでいきなり名前を呼ばれ、反射的に振り返る。三、四メートル先に見えるのは、八頭身はありそうなスタイルのいい男の人。

　駆け寄ってきた人の顔を見て、私は驚きょう倒とうする。

「しっ、織しき……!?」

　咄とっ嗟さに指をさしてしまった。失礼とかそういう常識も吹っ飛ぶほど驚いた。私より頭ひとつ分くらい背が高い彼を凝視する。織は私を見て、笑顔を弾はじけさせた。

「ああ。そうだよ」

「う、うそ……え？　本当に織なの……？」

　織――私と同い年の幼なじみ。五年前に留学したっきりで、顔を合わせるのはそれ以来だ。私は穴が開くほど織を見る。

　織はいつも俯うつむきがちな男の子だった。身体の線も細くて、ひょろひょろしていて……。しかし、目の前にいる彼は、私にがらりと変わった印象を与える。

　細身だが、ほどよく筋肉がついた男性の身体つき。昔は長めの前髪で目元を隠すようにしていたのに、今の織はまっすぐ私を見つめてくる。

　織って、こんなに凛々しい表情してた？　なんだか私の知らない大人の男の人だ。

「ひどいな。たった五年で俺の顔忘れたの？」

　……忘れてはいない。体格や髪型こそ変わっても、透き通るように綺麗な茶色の瞳はそのままだし、笑った顔も変わってない。

　いや。それにしたって、垢あか抜ぬけすぎている気もする。

「そ、そういうわけじゃ……」

　織は元々スタイルがよかったのに、机に向かって背を丸めている姿勢のイメージが強い。それが今、堂々と立ち、自信に満ちた瞳を私に向けている。

　柔らかそうな色素の薄い茶色の髪を大人っぽくセンター分けにしている織は、うれし気に目を細め、しっとりとした声で言う。

「俺はすぐに麻結だってわかったよ」

　織の変化と突然の再会に動揺していると、ふいに手を引っ張られた。そして、軽く身体に腕を回される。

「ただいま、麻結」

　――『待ってて』

　胸の奥にしまっていた織の声が聞こえてくる。

　私は後ろにいる井野さんの目を忘れ、仰ぎ見た先にある柔和な微笑みに釘くぎ付づけになっていた。




　織と並んで歩いていて気づいたのは、織を見上げる目線の高さが前と違うこと。猫背だった織の姿勢がよくなっただけで、こんなに違って感じるなんて。

　あのあと、ぽかんとしていた井野さんには織が私の幼なじみだと説明し、そそくさと百貨店を出てきてしまった。

　いまだに信じがたいけれど、本当に織が帰国してきたんだ。隣でニコニコして歩く織を見上げ、徐々に現実を受け入れる。

「何日か前に電話くれたときには、なにも言ってなかったのに」

　口をとがらせて言うと、織はクスリと笑う。

「麻結を驚かせようと思ったんだよ」

「ええっ」

　したり顔で返され、私は頬を膨らませた。

　本当にびっくりさせられた。内緒で帰国してきたのはもちろん、織の変貌ぶりに驚かされている。だって、五年前ならさわやかに『驚かせようと思って』とか言わないと思う。言動の端はし々ばしに余裕が滲にじみ出ているっていうか……。

「ん？　なに？」

　つい織を見つめていたと気づき、慌てて目を逸そらした。

「ううん。なんか、ね。電話はマメにくれてても、やっぱり実際会うと久々な感じするなあって」

　私はなんだか本音を言いづらくて、咄嗟にごまかす。

　私と織の家は隣同士で両親たちも仲が良く、生まれてからしょっちゅうそばにいた。幼稚園から小中高と、ずっと一緒だった。

　幼少期の織は私より身体が小さく気弱で、幼稚園でクラスの子が突っかかってきたときには私が織を守る役だった。小学校に上がってからも織は変わらず物静かな子で、人と群れない性格のまま。高校生になっても、素顔を見せていたのは私だけだった気さえする。

　私はそんな織を、手のかかる可愛かわいい弟のように思っていた。

「こう何年も顔を合わせてないと、なんだかちょっと照れくさいね」

「俺は平気。よく電話で声を聞いていたし、麻結は全然変わってないし」

「ちょっと。私だって社会人五年やって大人になったし」

　織と離れ離れになって五年。

　高校卒業後、私は短大へ。織は有名大学へ進学し、私たちは初めて別々の道に進んだ。織からフランス語や経営学を専攻すると聞いた際、そういう分野に興味があったのかと驚いた。さらにびっくりさせられたのは、そのあと。織は大学二年の秋に、パリの大学へ編入留学したのだ。

　ゆっくり話を聞く間もなく、織はただ『待ってて』と言い残してパリへ発たっていった。

　それ以降、パリから連絡が来る中で織の環境を知っていったわけだけど、どういう流れか向こうの大学に通いながら、プロのファッションデザイナーのもとで服飾の勉強もしていたみたい。大学を卒業したあとも、そのままフランスに住んで働いている。

　一緒にいた十数年間で一度も私服にこだわる様子なんか見られなかったのに、どういう心境の変化があったんだろう、と不思議に思った。が、フランスでなにか刺激を受けたのかなと解釈した。

　織は小さい頃から独創的で、手先の器用なタイプだった。実は私が小中学生のとき、裁縫を習っていたのは織のお母さん。つまり、織の才能は母親譲りなのだ。

　確か織の勤め先もアパレル系の会社って言っていた気がするけれど……はっきりと聞いたことがない。いつも織から連絡が来て、私の近況を一方的に質問攻めされたあと、時差もあるからってすぐ電話を切られる。

　織って肝心な部分はあまり話してくれないし、長年一緒にいてもわからない部分って結構あるんだよね。あの『待ってて』って意味もずっと聞きそびれているし……。まあ、深い意味はないんだろうな。

　ちらりと織を窺うかがう。すると織はぴたっと足を止め、手の甲でするっと私の頬を撫なでた。目じりを下げ、ニコリと唇に弧を描いてささやく。

「うん。綺麗になった」

　私は思いがけない織のセリフと表情に、頭が爆発しそうになる。思い切り後ずさって、大きな声で反論した。

「なっ……いや、違う！　それ、たぶんメイクの仕方だよ！　一応去年まで店長やってて、身だしなみには気を使っていたし！」

「なんで褒めたら否定するんだよ」

　織は軽く笑いつつ、呆あきれ声で言った。

　なんでって。そういう言葉で褒められ慣れていないからに決まってるじゃない。まして、言われた相手が織って。頭の中はパニックだし、心拍数も速いし、身体も熱い。

　どうにか気持ちを落ち着けたくて、私は話題を変える。

「そ、それより、すごい偶然だったね！　東雲百貨店で買い物してたの？」

「違うよ。仕事でちょっと立ち寄ってみただけ」

「仕事？」

　織が勤める会社は日本にも繋がりがあるのかな。それとも、まさかこっちの会社に再就職してたり？

　織を見上げれば、彼はこれまで見たことのないくらい優しい笑みを浮かべていた。

「そう。今日、麻結に会えると思わなかったから、うれしかった」

　恥ずかし気もなく『会えてうれしい』とか言うの……なんなの。やっぱり、海外で暮らしていたら表現の仕方とか変わるんだな。

　私は織の仕事についての質問をすっかり忘れ、しどろもどろになってつぶやく。

「なんか織じゃないみたい」

「どこが？」

「えっ……と、全部？　ほら、こんなふうにすらすら喋しゃべらなかったし」

　織って、もっと口数が少なくて表情もこんなに豊かじゃなかった。まるで別人みたいだから、私はこんなに緊張しているのかも。実はさっきから、あんまり織の目を見られていない。今も自分の足元に向かって話しかけてる。

　すると突然、同じ歩調で進んでいた織が視界から外れた。私は一歩遅れて足を止め、振り返る。

「それはきっと、ようやく麻結に会えて感情が昂たかぶってるから」

　切実な声色に惹ひかれるように顔を見た。織はとても真剣な面持ちで、不覚にもドキリとした。

「や、だからね？　そういうセリフを言うキャラじゃなかっ……」

　織がたじろぐ私の手をすっと取る。無意識に息を止めた一瞬の間、彼の瞳に釘付けになった。

「本当の俺はこうだよ。ずっと抑えてただけ」

「え……？」

　思考が止まる。目の前の彼が知らない男の人に見える。

　高い鼻梁に凛々しい眉。ガラス玉のような瞳が蠱惑的な色に変わる。

　全神経を彼に奪われる。

「あまり目を合わせたら、触れたくなる。触れたら、抱きしめたくなる。今日までそれを我慢してた。振り向いてもらえる自信をつけるまで」

「なに、言って……」

「留学するとき、俺、麻結に『待ってて』って言った。覚えてる？」

「それは……覚えてる」

　あのときの言葉は、心の奥に残っている。『待ってて』と言った織の気持ちはわからないままだったけれど、すごくひたむきな眼まな差ざしだったから。

「じゃあ、ちゃんと待っててくれたんだ」

　織は破顔し、私の顎に手を添えた。クイッと顔を上向きにしたあと、おもむろに鼻先を近づける。私がどぎまぎしていたら、色香のある微笑みでささやかれた。

「やっと……心置きなく口説ける」

　胸の中で突然激しい嵐が吹き荒れる。

　甘くときめくような、経験したことのない嵐が――。










きみと結ぶ




『ねえ織。この洋服にハートをつけたら可愛いと思わない？　織、つけてよ』

『いいけど』

『わあ。織って本当に上手。これ、麻結の一番のお気に入りにするね！　ありがとう』

『うん……』




　小さい頃の織が、照れくさそうにはにかんだところで目が覚めた。

　実際にあった日常の夢。私の幼稚な発想とわがままで、織はいつも振り回されていたと思う。それなのに、私に言われた通り服にワンポイントをつけて、出来上がったら小さく笑っていた。

　私の後ろにいる控えめな織。なんでも受け入れてくれる織。

　昨日の彼は、本当に同じ織なの……？

　私はベッドの上でぼうっとして、昨夜のことを回想していた。口づけせんばかりの行動を思い出し、顔を覆う。

　距離……近かった。キスなんてされるわけないのに勝手に想像して、心臓が爆発しそうなくらいにドキドキした。記憶を辿たどるだけで、また鼓動が速くなる。

　私は頭を横に振って、ベッドから降りた。おもむろにデスクにあるスケッチブックを手に取って開く。

　これには雑誌や街で見つけたお気に入りの服や、こんな服があったらいいなというものをときどき描き留めている。絵はお世辞にもうまいと言えたものじゃないけれど、誰も見ないし、と自由に描き綴つづった大切なもの。

　スケッチブックを眺めれば思い出す。

　今朝見た夢くらいの年齢のときだったか。お絵かき帳だけにとどまらず、折り紙や広告の裏に今と同じように頭に浮かんだ絵を描いていた。

　私はパタンとスケッチブックを閉じる。

　いつか、ただ販売するだけじゃなく一から商品を考えられる場所に行けたらいいな。大変だろうけれど、きっと楽しい。

「さ、今日も仕事、仕事！」

　気を取り直して出勤の準備を始めようと声を出し、ふと動きを止める。

　そういえば昨日、困惑しすぎて織に仕事について聞きそびれた。百貨店に仕事で来ていたって話だったよね。どこでどんな内容の仕事をしているのかな。

　モヤモヤしていたら、充電していたスマホから音が鳴った。メッセージアプリを開くと織だった。

【おはよう。今夜、一緒に食事しよう】

　短い文章を読んで、ふと昨日の大人な織が脳裏に浮かぶ。単なる幼なじみからの誘いなのに、私の心臓は跳ね回っていた。

【私、仕事終わるの何時になるかわからないよ】

　少し間を置いて冷静に返すと、【何時になってもいいから】と返信がきて手が止まった。

　私はどうしたいんだろう。織が苦手なわけじゃない。ただ五年ぶりの再会に、変に意識してしまって……。

　両手の中のスマホをじっと見つめ、ディスプレイに指を滑らせる。ひと呼吸おいて送信マークをタップし、仕事へ行く準備を始めた。




　オフィスに着き、ガラスに映る自分をさりげなく見て、髪型が崩れていないかチェックする。今日はふんわりとしたローシニヨン。低い位置でまとめた髪から手を離し、ウーマンクラッシュの部署に入る。

　スピンのオフィスはとてもスタイリッシュ。各部署やロビーなど、基本的にはシンプルな色やデザインだが、スピンのロゴのカラーであるオレンジが差し色に使用されている。デスクやチェア、エアコンやダストボックスに至るまで、名のあるデザイナーが手がけたものを揃えているらしい。

　不思議なもので、おしゃれなものに囲まれると、自然と自分もそれに見合った身なりになるし、気持ちも引っ張られる。

　私はデスクに着くと、まずパソコンを開いた。出社直後、メールのチェックをするのが日課。そのあとは大抵担当店舗を回るのだが、今日はイレギュラーな会議が予定に入っている。私は急ぎのメールがないかだけを確認し、会議室に移動した。

　席は自由だ。前のほうに腰を下ろすと、後ろから声をかけられた。

「瀬越、おはよう」

「井野さん！　昨日は……すみませんでした」

　昨日、せっかく井野さんが私に気を使って新店舗の見学を提案してくれたのに、私はゆっくり見もせず、そそくさと織を連れて帰ってしまった。

　申し訳ない気持ちで謝ると、彼は私の隣に座って言う。

「いや、別に。仕事放って帰ったわけじゃないし……なんか事情がありそうだったし」

「じ、事情っていうか」

　しどろもどろになりかけたところで、本部長やほかの社員がずらずらと姿を現す。井野さんは「じゃ」と開発部の社員のほうへ戻っていった。

「おはようございます。早速ですが、まずは約三週間後にオープンする予定のエムクラッシュ新店舗について報告します」

　開発部長の挨拶に耳を傾けながら手元の資料を見る。

「本日はエムクラッシュで売り出すメインアイテムの監修をしてくださる、フランスのサクラの方がいらっしゃっています。どうぞ」

　開発部長の言葉で周りが一気にざわつく。もちろん私も勢いよく顔を上げ、周りの社員と同様辺りを見回した。

　ドア付近を注視する。本部の社員に促され、歩みを進める人物が視界に入った。瞬間、私は目を疑った。

　彼は私たち社員の前に立ち、一礼する。

「はじめまして。佐さ久く良らと申します。今回は御社とのご縁をいただき、光栄に思っております」

　姿勢を戻し、わずかに乱れた髪を整えるようにかき上げる。再び露あらわになった顔は、間違いなく織だった。

　私は驚き固まって瞬まばたきも忘れる。織は私を見て目じりを下げた。

「えー、佐久良さんは大学時代にフランスへ留学し、世界的に有名なアパレル会社、『aspirationアスピラスィオン』などで活躍されているノエル・フルニエ氏のもとで経験を積み、現在同社のブランドのひとつであるサクラを全面的に任されています」

　改めて部長が織の経歴を口にするなり、多くの社員がどよめく。

　織はフランスに留学したあとの話は、詳しく教えてくれなかった。もっとも、私も根掘り葉掘り聞きだしたりもしなかった。織が話したいときに聞けたのなら、それでいいと思って。

　だけどまさか織が、サクラの指揮を執っているだなんて……。

　サクラの取材関連の記事は、ほとんど商品の写真しか載っていない。そんな中、以前ひとつだけ関係者として人物写真が掲載されていた記事を見つけた。そこで紹介されていたのは、思いのほか若い女性だった。

〝フランスで代々仕立屋をしている家系に生まれ、祖母は日本人〟――彼女がそうインタビューに答えていた。だから私はすっかり、彼女こそが実質サクラのリーダー的デザイナーだと思い込んでいた。サクラというネーミングも、彼女が日本と縁ゆかりがあるためなのだろう、と。

　私の頭の中は視界に映っている織のことでいっぱいで、会議の内容どころではなかった。




　約三十分の会議が終わり、織は本部の社員とともに先に退室していった。追いかけたくても、周りの目があるから呼び止められない。

　織が出て行ったドアをジッと見つめていたら、残りの社員がぞろぞろと会議室を出ていく。それぞれ部署に戻っていく社員の波をかき分けるように、ひとりの女性がこちらに向かってきた。

「瀬越さーん！」

　明るい声で大きく手を振る彼女は、私と同じく、ウーマンクラッシュのスーパーバイザーの青あお井いさん。

　彼女は私の元へやってきて、にこやかに言う。

「あの人がサクラのデザイナーなんだね！　めっちゃイケメンでびっくりした！　瀬越さんがサクラのファンっていうの頷うなずけたあ！」

「いや。ルックスがどうって理由で好きになったわけじゃなくて……」

　大体、あれだけ調べたのに織の情報は一切なかった。

「顔もいいし若いし。それでブランドひとつ任されているって本当すごい人だね！　しかも日本人だし、親近感わくなあ」

　青井さんは手を合わせながら目をキラキラさせて、さらに続ける。

「もしかしてサクラって佐久良さんの名前から取ってるのかな。だとしたら、業界で有名なノエル・フルニエ氏も彼に一目置いてるんだね。かっこいい～」

「名前……」

　気づかなかった。織の名字は、確かに佐久良だったのに。

　私はずっと、日本を象徴するフレーズとしての〝桜〟が由来だと思い込んで、名字かもしれないだなんて過よぎりもしなかった。

　青井さんと別れ、ぐるぐると考えを巡らせながらデスクに戻る。

　まだ信じられない。織に『パリへ行く』と告げられたときと同じくらい大きな衝撃だ。現実味を帯びない事実に動揺している。

　私は心ここにあらずでショップに向かう準備をし、スマホを手に取った。

　今朝の織からのメッセージに【わかった。終わったら連絡するね】と返したのはいいけど……なんかちょっと緊張する。憧れだった人が実は自分の幼なじみって、ありえないよ。

　スマホをカバンに入れ、エレベーターホールへ向かう。扉が開いた先には、偶然井野さんが乗っていた。私は井野さんと目が合った瞬間、はっとする。

　よくよく考えたら、昨日井野さんには織と面識があるって知られているんだ。さっきの会議で井野さんも織の素性を知ったわけだし、絶対変に思ってるはず。

　私は気まずい思いを抱えつつ、エレベーターに乗り込んだ。

「お、お疲れ様です」

　おずおずと当たり障りない挨拶だけを口にする。井野さんは「お疲れ」と返すだけ。そのあと、一階まで降下する間はなにも会話をせず、井野さんが先にエレベーターを降りた。私も続いてエレベーターを出る。

「あのさ。瀬越の幼なじみって、佐久良織……サクラのデザイナーだったの？」

　井野さんは低いトーンで言って、私に名刺を手渡す。

【Shiki Sakura, créateur d'Sakura】

　クリエイター……。ブランドロゴもちゃんと入っている。実感がなかったけれど、織はこんなすごい仕事を任されているんだ。

「彼は紛れもなくサクラのデザイナーだ。瀬越って知ってたんだよな？　そうならそうと、昨日教えてくれればよかったのに」

「いえ私、本当に知らなくて」

「世界的に有名なブランドなのに、うちの監修をあっさり引き受けたのは、お前が幼なじみだからじゃないのか……？　だったら納得がいく」

　辛しん辣らつな言葉を浴びせられ、絶句する。

「……私がコネを利用したって思っているんですか？」

　井野さんは悪意があったわけではないみたい。目を泳がせ、すごく申し訳なさそうな表情をしている。むしろ、私を思って正面からぶつかってきたのかもしれない。

　織が幼なじみだって事実を知れば、みんな井野さんと同じように考えると思う。それはわかっても……さすがに直接言われたら私もショックを受ける。

　私は織のステータスを知っていて企くわだてたわけじゃない。でも、もしかしたら織は違ったかもしれない。今回の企画、依頼をしてきた相手が私だったから、気を利かせてくれただけだった……？

「あなたは本当に、彼女がそういうことをする人間だと思います？」

　突然私たちの会話に割り込んだ声に、俯きかけた顔を上げた。

「えっ、さ、佐久良さん！」

「織……」

　織は私の隣に並び、井野さんに笑顔を向けた。

「昨日麻結が、あなたはとても頼りになる仲間なのだと話してくれましたが……そんなあなたの目には、麻結がずる賢い人間にでも映ってるんですか？」

　織は柔らかな物言いで続ける。

「彼女は本当に僕が相手だって知らずに企画書を送ってきたんですよ。もし僕の肩書きを知っていたなら、どうせ知られることなのだから、昨日あなたといたときにそう紹介するはずでしょう」

　井野さんは気まずそうに、小さく下唇を噛かんだ。

「それに僕も、いくら知り合い相手だって、企画書に惹かれなければ引き受けたりしない。それなりに忙しいですから」

　織のひとことで、かげっていた私の心が明るくなっていく。

　織が井野さんの肩に軽く手を置いたとき、ロビーのほうからプレスの社員が織を迎えに来た。

「じゃあ麻結、またあとでね」

　織は私の耳元でささやき、オフィスを出ていった。

　織の息の感覚が耳に残っていて頬が熱い。ふと、井野さんと視線がぶつかった。

「瀬越、ごめん……」

「あ、いいんです。誰だって私と彼の関係を知ればそう思うでしょうし」

　傷つきはしたけれど、これはもう仕方がない。陰で言われるよりましだと思わなきゃ。なにより、サクラの織自身が『企画に惹かれた』と思ってくれていたならそれでいい。

「違うんだ」

　ふいに井野さんが真剣な目を向けてくる。どちらかというと和やかな雰囲気な人だっただけに、ピリッとした緊張が走るような視線は別人のように思える。

「違うって……？」

「悔しかったんだ。彼は瀬越と幼なじみってだけでも距離が近いのに、俺とは比べ物にならないくらいの肩書きを持っているから」

　井野さんの言葉に目を丸くする。次の瞬間、私は強く腕を掴つかまれた。

「だからって俺だって簡単に引き下がれない。ずっと瀬越を好きだったんだ」

「え……？」

　私はしばらく茫ぼう然ぜんとして、私をまっすぐ見つめる井野さんを瞳に映し出していた。




　あのあと、タイミングよく井野さんは電話で呼び出しがかかり、すぐに別れた。

　まさか告白されるとは思ってなかったから、数時間経った今もまだ動揺してる。

「瀬越さん、どうかしました？」

　ダンボールから出した商品を手にぼんやりとしていたら、新人スタッフに声をかけられ、はっとする。

「あっ。ううん。なんでもない！　あ、これストック棚にお願い」

「はーい」

　彼女はにこやかに返事をし、奥へ行った。そして、新人の彼女がいなくなったのを見計らったように、副店長が私の隣にやってくる。

「あの子、何度言っても作業が雑なんですよねえ。服の畳み方も、教えたのにいまいちで。彼女のあと、こっそりまた畳み直しているんですよ」

「……そうなんだ」

「しかも、店長がいるときは忙しいふりして畳まないんですよ。店長厳しいから、注意されるのが怖いんですよ、絶対」

　憤慨する副店長を横目に、内心ため息をついた。

　私が担当しているのは五店舗。その中のひとつが、ここ銀ぎん座ざのファッションビルに入っている店。以前、井野さんに愚痴を零した悩みの種がこの店舗だ。

「あーあ。前の店長のときは楽しかったなあ」

　副店長はそう言って、レジカウンターへ戻って行った。

「バカ……」

　ひとりきりになった途端、思わずつぶやく。もちろん、店舗のスタッフに対してではない。自分に対してだ。

　自分のプライベートだけに気を取られていたらだめじゃない。せっかくスーパーバイザーになれたんだ。ちゃんと仕事をしないと。みんなができるだけ働きやすい環境になるように考えなくちゃ。

　そう自分を戒めるものの、織のことや井野さんの告白がどうしてもちらつく。

　私は意識して仕事に集中し、どうにか一日をやり過ごした。




　スタッフを上がらせたあともメールチェックや事務処理をしていたら、気づけば十時を過ぎていた。さすがにそろそろ帰らなければと思って、なにげなくスマホの画面を見る。

「あっ」

　つい声を上げたのは、織との約束を思い出したから。

　すっかり忘れていた。今日一緒にご飯に行くって、終わったら連絡するって言っていたんだった。

　顔がん面めん蒼そう白はくでスマホを見つめる。

　いやいや。茫然としている暇があれば、一刻も早く連絡をすべきだ。

　私は慌てて織に電話をかける。

『はい』

「織！　ごめん！　私、すっかり忘れて仕事してて」

　勢いで謝ると、淡々と尋ねられる。

『麻結、今どこ？』

「え？　ウーマンクラッシュ銀座店に……」

『やっぱり。近くのカフェにいるから急がなくてもいいよ。ゆっくり準備しておいで』

「う、うん。わかった」

　急がなくてもいいと言われても、どれほど待たせたのか気になる。私は急いで帰り支度をして、バタバタとビルを飛び出した。【どこのカフェ？】とメッセージを打ちながらふと疑問に思う。

　さっき、ここに私がいるって知ってるような口ぶりだった。首を傾かしげるのも数秒。とりあえずメッセージを送信する。

　会ってからいろいろと聞けばいい。

　居場所を知っていた理由も、サクラについても――。




　織の返信を見て、ファッションビルから徒歩三分ほどのカフェに到着した。通りに面したカウンター席の端に座っていた織の元へ行き、すぐさま謝る。

「ごめんね。いつからいたの？」

「お疲れ様。そんなに待ってないから平気」

　織は私を見るなり目じりを下げ、タブレットケースを閉じた。直前に見えた画面にはイラストアプリのようなものがあり、そこにデザイン画が描かれていた。

「それ、もしかして一から描いてた？　だとしたら、結構待ってたんじゃ……」

　今や織はプロのデザイナーだし、ササッと描けるのかもしれないけれど、なんの連絡もせず待たせたのは事実だ。

　織は肩を窄すぼめる私に、なにも言わずに微笑んだ。織の優しい顔に胸が詰まる。

　こんなに温かな眼差しをくれるのに……どうして織は、大事な話をしてくれなかったのかって。

「ねえ、織。なんで今回、日本に来ることやサクラのこと教えてくれなかっ……」

　思い切って切り出すや否や、織のすらりとした人差し指が私の唇に触れた。

「あとでゆっくり話すよ。ひとまず移動しようか。お腹なか空いただろ？」

　すっかり織のペースに負けて、私は黙って織のあとについていった。




　やってきたのは、カフェからさほど離れていない懐石料理の店だった。銀座に通ってもう何年も経つけれど、近くにこんな上品な店があるって知らなかった。

「調べてみたら、ここら辺はラストオーダーが遅めの店が多いみたいで、思いのほか選べたよ」

　紳士さながらのエスコートに戸惑いを隠せない。しかも、織はずっと上機嫌で私の顔ばかり見てくるし……。

「いや、こんな高級そうな店の懐石料理って」

　地下へ降りて入店した私は店内を見回し、小声で言う。

　艶のある木の内装に、暖色系のライトが反射して温かみを感じる雰囲気。ぼんやりと灯ともる間接照明にとても心が落ち着くようで、大人のムードが漂う。

　私は二十六歳にはなったものの、こんな素敵な場所に食事に来る機会なんて一度もなかった。会社の飲み会はもっぱら居酒屋だし。

　個室に通されたあと、織が言う。

「初めてのデートくらい、かっこつけさせてよ」

「で、デートって！」

「ほら、座って」

　織は流れるように椅子を引いてくれた。私はおずおずと椅子に腰を下ろし、跳ねる心臓を抑えたくて胸に手を当てる。

　本当、この間からどうして織はこんなふうになっちゃったの。

「俺が泊まってるホテルのルームサービスでもよかったけど、フレンチのコースしかなかったから。麻結はあっさりしたもののほうが好きだろう？」

　ホ、ホテル!?　いや、深い意味はないよね。

「ルームサービスって……利用したこともないから想像もつかないよ！　っていうか、よく私の好み覚えてるね」

　織は相変わらず私の言葉に静かに笑みを浮かべるだけで、肝心の答えはなにも返ってこない。

「あ、麻結。ここはメニューがなくてお任せみたい。飲み物だけ選んで」

「え。あ、じゃあ……ゆずソーダにしようかな」

「ＯＫ」

　織が店員を呼び、注文を済ませる。私は早くすっきりしたくて、店員がいなくなるなり、カフェで保留されていた質問を投げかける。

「織はいつからサクラを任されていたの？」

　瞬時に織の表情が変わった。ゆっくりと瞼まぶたを伏せ、静かに語りだす。

「二十四のときだったから、二年前くらいかな。あっちで起業するとなると、ただデザイン描いていればいいわけじゃなく、いろいろと面倒な手続きがあって。悩んでたら、ノエルのひと声で今の会社が俺にブランドを造っていいって言ってくれたんだ」

「ブランドを……？」

　それってものすごい話だよね？　店をひとつあげちゃうようなものだもの。織はそれくらいノエル氏に信頼されているんだ。

「本当はすべて自力で叶えてやるって思っていたけど、なによりも俺は一刻も早く実現させたかったから」

　織の力強い瞳に圧倒される。私、フランスに行くまでずっと一緒にいたのに、織のこんな熱い思いに気づいていなかった。織はこんなにも、今の仕事に誇りと情熱を持っているんだ。

　織は柔らかな表情で続ける。

「ノエルとアスピラスィオンには感謝してる。言葉通り俺になにもかも任せてくれて……俺は俺のわがままを突き通せている」

「わがまま？」

　私が首を傾げていたら、織はニッと笑う。

「そう。絶対に譲れない、唯一のわがまま」

　彼の勝気で少しやんちゃな目に、無意識に心を奪われる。

　再会してから知る織の一面がまた増える。同時に妙に動どう悸きがして、変な感じ。

「それはそうと、こんなに離れた場所にいる麻結がサクラを見つけてくれたのはうれしかったな」

　織が本当にうれしそうに顔をほころばせる。こんなにわかりやすく喜ぶ織を見るのはいつぶりだろう。もうずっと前で記憶もおぼろげな……ああ。きっと六歳の頃だ。

　私の服に『飾りをつけて』って織にお願いしたら、次の日には上手に仕上げてくれて。私が褒めたら、あのときの織は今と同じ笑顔をしていたっけ。

「ここだけの話、企画書が突然送られてきたときは、忙しいし読む暇も惜しかった。でも、日本からのエアメイルだったから。そうしたら差出人が麻結で驚いたよ」

　私は織の話に引っかかる。

「ねえ。本当に今回の件は、相手が私だったから引き受けたわけじゃないの……？」

　そろりと織を見た拍子に、「ははっ」と軽く笑われる。

「あの企画書には昔から変わらない麻結の『好き』とか『楽しい』っていう気持ちが詰まってた。それに惹かれたんだ。あれが名無しだったとしても、俺は同じように動いていたと思うよ」

　確かに企画書には私の思いの丈を込めた。社交辞令とかそういうのは一切抜きで、なんなら仕事のためより、服を愛する者としての気持ちを詰め込んだ。それを幼なじみである織が読んだのかと思うと、ものすごく恥ずかしい。

「麻結は電話で仕事の話を楽しそうにしていたし、今日も、きっと業務に夢中になって遅くなるんだろうなって予想はしていた」

「あっ。そ、そういえば、今日はなんで私が銀座にいるって知ってたの？」

　私はごまかすように話を変える。企画書についてこれ以上突っ込まれるのは、羞しゅう恥ちに堪えないもの。

「ああ。今朝の会議のあとオフィス内をいろいろ回って歩いてたんだ。麻結がいないときに麻結の所属する部署にも行ったよ。そこでホワイトボードを見つけて、麻結は終日銀座店にいるってわかった」

「ホワイトボード……」

　なるほど。それなら理解できる。それにしても、織って抜け目ない。

　変に感心していると、織が私の両眼を覗き込む。

「麻結が店長の経験もあるって知ってたし、店舗業務にかかわると時間を忘れて頑張ってそうだなあって」

「だ、だって、まだスーパーバイザーとしては新人だし頑張らないと」

「本当、麻結は昔から一途だな」

「えっ」

　織はかたちのいい唇に笑みを浮かべ、煌きらめく瞳で私を捕らえる。

「服が好きって思いひとつで二十年以上動いているなんて。麻結のこれまでの行動すべて、理由はそれだけだろう？　俺は麻結のそういうところが好きだ」

「好っ……」

　落ち着け。この場合の『好き』に特別な感情は含まれない。わかっていても、織の魅力的な微笑に惹き込まれる。

「それに日本語じゃなく、慣れない英語を駆使して企画書を作っていただろ。あんなに真剣な思いを込められたら、俺も応えずにはいられない」

「あれはフランス語は到底無理だから、せめて英文でって思っただけで……。文章ひどかったでしょ。相手が織だったなんて、顔から火が出るほど恥ずかしい」

　英語は学生時代に力を入れて勉強したこともなかった。そんな私が、辞書を引いたり、英語に詳しい社員を探したりしてまでも伝えたかった。企画を通すよりも、まず私の思いをサクラのデザイナーに知ってほしかった。

　だから、私の企画を読んでもらっただけではなく、『引き受ける』と返事をもらったときはどれだけ驚いて、飛び上がって喜んだか。

　織は頬杖をつき、「ふっ」と目を細めた。

「あの熱烈なラブレターを受け取ったのが俺でよかった」

「ラ、ラブレターって！」

「違うの？」

「や、違うでしょ！」

　あながち外れていない気もするけれど、今の織に言われたら変に意識しちゃうし。

　気恥ずかしくて俯くと、織がぽつりとつぶやく。

「まあどっちにしても、これが届いた先が俺でよかったよ。俺以外の誰かに送ってたら……想像するだけで面白くない」

　ちらりと織を窺う。冗談かと思ったのに、目が据わっていて本気で不機嫌そう。

「ね、ねえ。織。やっぱりなんかこっちに来てから変じゃない？　昨日だって、く、く、口説くとかなんとか……」

　この話題に触れるべきか迷っていたけれど、耐え切れず零してしまった。私の言葉を聞き、織はにっこりと口角を上げる。

「麻結は今まで俺のこと、どう思ってた？」

　心臓が一度大きく跳ねた。目の前の織は、変わらずにこやかなのに、どこか圧を感じる。

「えっ。織を……？　急にどうって言われても……」

　私はたどたどしく答える。ドクドク鳴る心音は止やみそうもない。

　織はおもむろに右手を伸ばし、私の横髪を掬う。毛先までするすると指を滑らせたところで、くすっと笑って言った。

「どこか頼りなくて、世話してあげなきゃだめそうな弟みたいな存在、だろ。俺を心配して、ずっとそばにいてくれたもんな」

　そして、零れていく私の髪に目を落とし、そこに口づける。

　私は織の長く生えそろった睫まつ毛げに見惚れ、視線をはずせない。織の指から最後の髪がはらりと解放された瞬間、手に触れられた。するっと指が絡んできて握られる。

「でも弟のままじゃ困る。俺はずっと、麻結を女として見てきたんだ。今回、帰国する件は、あえて事前に連絡するのをやめた。幼なじみじゃなく、ひとりの男として会いたかった」

　迷いのない双そう眸ぼう。まるで『逃さない』って言われているみたいで、私は静かに光るブラウンの宝石に囚とらわれる。手から織の熱を感じては指先が脈打つ錯覚に陥り、緊張が一気に高まる。

「麻結、顔赤い。俺を意識してる？」

　今度はもう片方の手をそっと掬われ、織の唇が触れそうになる。もう耐え切れなくて、私はきつく瞼を閉じた。

「し、き……っ」

　そこにノックの音が割り込んだ。織はなにもなかったかのように、私の手を解放し「どうぞ」と返す。

「失礼いたします。先さき付づけとお飲み物をお持ちいたしました」

　店員がやってきて、ほっと胸を撫で下ろす。が、胸の鼓動は簡単に止みはしない。

　織はなにもなかったかのような顔をして食事をしていたけれど、私は意識してしまって、織を見られなかった。




　約二時間後。食事は美お味いしかったけど頭の片隅に織の言葉が残っていて、料理に集中できないまま店を出た。私は腕時計を見て声を上げる。

「えっ！　もうこんな時間！」

　織でいっぱいいっぱいで、終電をすっかり忘れていた。もうタクシーで帰るしかない。痛い出費だ。私はがっくりと肩を落とす。

「送っていくよ」

「い、いいよ。どうせタクシーだもん。降りたらすぐ家だし」

「だめ。タクシーだって安全とは限らない。麻結、ひとり暮らしだろう？」

　言げん下かに否定され、閉口する。

「どっちみち、どんな家で生活しているのか見てみたいと思ってたから」

「ちょっ、家の中はだめだからね！　散らかってるし！」

「俺は気にしないのに。だって、いまさらじゃない？　昔から知ってるよ」

「私が気にするの！　成長してないと思われたくないし！」

　いくら織相手だとしても、私だって体裁を気にするくらいには大人になった。

　……あと、今の織と部屋にふたりきりになるのが少し怖い。さっきみたいに突然触れられたら、心臓がどうにかなっちゃいそうだもの。思い出すだけで心拍数が増す。距離をとらなきゃ。

　そのとき、頭にポンと手を置かれる。私はついビクッと肩を上げた。

「わかったよ。じゃあ、家にあげてもらうのはまた今度」

　織は至って普通だ。私ばっかり振り回されてる。

「し、織はしばらく日本にいるんでしょ？　実家に戻らないの？」

　私はやや離れて歩き、足元を見ながら尋ねた。

「うん。エムクラッシュオープンまでいるかな。せっかく久々に帰ってきたしね。ただ実家からは移動がちょっと大変かもって思って」

「あ、わかる。私も同じ理由でひとり暮らしを決めたから……」

　大きな道路まで出て立ち止まる。顔を上げたら織が隣にいなくて、振り返った。織は夜風に以前よりも伸びた髪をなびかせ、静かに光る双眼をまっすぐ私に向ける。夜のせいか、織の雰囲気がやけに大人びて感じた。

「そうなんだ。彼氏ができたから、とかいうきっかけじゃなくてよかったよ」

　そして、おもむろに睫毛を伏せ、笑みを浮かべた唇でそう言った。

　どうして。なんで、そういうことばかり言うの。織がそんな調子なせいで、もうとっくに弟だなんてフィルターなくなってる。

「それにさ。実家に連絡したら、俺の部屋はもうないって言うんだ。母さんの趣味部屋になってるんだって。ひどいだろ」

　今、目の前で屈託なく笑っている姿は、昔から知ってる織。ずっと隣にいた、あの頃のままの彼。

「ああ。織のお母さん、今もいろいろと裁縫しているってうちの母親伝いに私も聞いてた」

「麻結も昔、俺の家に来てやってたよな。不器用すぎて大変そうだった」

「もう！　その話はしないで、よ……」

　織がふいに風のごとく距離を詰め、私をふわりと抱きしめる。私はいつの間にかできていた体格差に驚き、男の人の香りに胸が鳴る。

「絶対に俺が麻結の『手』になるって決めてた。だから、麻結の居場所はここ」

　私は大人の織を知ってしまったから、もう前のようには戻れないみたい。そうかといって、この感情がなにかって明確にはわからない。ただ織の言動に驚いて、ドキドキしているだけかもしれない。

「じゃあ、帰ろうか」

　織はさりげなく私と手を繋ぐ。幼い頃は手を繋ぐなんて当たり前だったのに、今は冷静でいられない。この緊張の理由がなにかは、はっきりとしない。

　唯一わかるのは、彼の温もりが心地いいことだけ……。




　織がフランスにいたときのメッセージは、本当に些さ細さいな日常生活の会話。

【おはよう】だけのときもあれば、【今日のランチ】って画像付きのメッセージをくれたりした。日課みたいなものだった。

　織からの連絡は生活の一部で、空気と同じく当たり前にある存在。それが変化する日が来るとは想像もしなかった。

　考えごとをしながら髪を整え終えた私は、スマホの中の文字を見た。

【俺、本気だよ。明日も仕事頑張って。おやすみ】

　昨夜、織から届いたメッセージだ。一夜明けた今も胸がざわめく。

　織が本気……？　それって、やっぱり特別な意味合いだよね。……にしても、信じられない。だって物心ついたときから、ずっとそばにいた。じゃあ、いつから？　なんで今？

　環境の変化には強いほうだと思っていたが、案外違っていたと気づかされた。たった数文字に、こんなに心を揺さぶられる。

　スマホをカバンの奥に入れ、気を引き締め直す。

　とりあえず仕事！　個人の問題は後回し！

　私は自分に強く言い聞かせ、家を出た。




　今日向かう店舗は、新しん宿じゅくのショッピングモール。ショップに着いてスタッフに挨拶をし、仕事に取りかかる。

「瀬越さん、おはようございます。今日の服、一段と可愛いですね」

　なつっこい笑顔で話しかけてきたのは、ここの新人スタッフ松まつ本もとさん。

「あ、これ？　たぶん、今日あたり届いてるはず。秋物新作」

「なんかいつも、同じ服なのに瀬越さんが着たら自分とは雰囲気違って感じるんですよね」

「そう？　私はあまり凝った着方しないで、わりとシンプルに着て……あ。着方っていうよりメイクとか髪型でそう見えるのかな？」

　今日のトップスはブラウンのブラウス。背中がちょっとＶに開いていて、大きめのリボンがアクセント。正面からはシンプルに見えて、バックスタイルに甘さのアクセントを取り入れているもの。そのため、今日は髪を下ろさずルーズなサイドダウンにしてきた。

「ああ！　髪型いろいろしてますよね！　可愛いです」

　松本さんが私の髪をいろんな角度から見て言った。私はちょっと照れつつ答える。

「ありがとう。メイクもね、自分なりにちょっと変えてみたりしてるの。あんまりわからないかもしれないけれど」

「へえ。なるほど～」

　素直に納得して聞いてくれる松本さんは、日頃から仕事熱心だ。私も新人の頃は目の前しか見えていないくらい、がむしゃらに働いていた。

　彼女に過去の自分を重ねて、なにかしたくなる。

「じゃあ今度、みんなでメイク情報交換会しよっか」

「わ、それ楽しそうですね！」

　松本さんは両手を合わせ、楽し気に眉を上げた。




　接客をしながら店内のレイアウトを考え、ときどき他店の売上状況もチェックしたりして過ごしていたら、あっという間に一日が終わる。スタッフを全員帰宅させ、メールチェックをしていたらスマホが鳴った。瞬間、織が頭に浮かぶ。スマホのディスプレイを見ると、井野さんからだった。

　すっかり織だと思い込んでいた自分が恥ずかしい。それを悟られないよう、一度大きく息を吸って何事もなかったかのように電話に出る。

「瀬越です。お疲れ様です」

『あ、お疲れ。まだ店？』

　よくよく思い出せば、井野さんとはオフィスのエレベーターホールで織と鉢合わせしてから話をしていない。つまり、告白されてから……だ。

「はい。新宿店です。もうすぐ社に帰りますよ」

『それじゃあ、ご飯一緒にどう？』

「えっ」

　急な誘いに、咄嗟に声を漏らした。気まずい気持ちで口を噤つぐむと、井野さんは苦笑して言った。

『この前の件……ちゃんと謝りたいしさ』

「は、はい。わかりました。あとで連絡します」

　通話を終えても、妙な緊張感に襲われていて心が落ち着かない。そわそわして、残りの仕事に手を付けられぬうちに、再びスマホが鳴り私を驚かせる。危うく手から滑り落としそうになったスマホに目をやった。発信元は会社だ。

「はい。瀬越ですが」

　こんな時間に会社から連絡が来るって滅多にないから、背筋を伸ばして応答する。

『あっ、瀬越さん？　鞍くら元もとです。お疲れ様ですー』

「え！　く、鞍元さん!?」

　鞍元さんは、デザインからパタンナーの仕事までこなせる憧れの存在だ。不器用な自分には向いていない、と私があきらめた仕事。

「なにかありましたか？」

　鞍元さんは私の問いかけに明るい声で答えた。

『あのね。これから、佐久良さんと一緒に食事に行くんだけど、佐久良さんから瀬越さんも誘ってみてほしいって頼まれて』

　織が？　名指しで言ったら、私たちの関係を怪しまれたんじゃ……。

　私はどこまで知られているかわからなくて、おずおずと口を開く。

「え……私は開発部でもエムクラッシュのスタッフでもないのに」

『瀬越さんが企画の発案者でしょ。だからきっと、佐久良さんは瀬越さんの名前出したんだと思うよ』

「ああ。そうなんですか……」

　鞍元さんの回答に、無意識に安あん堵どしていた。

　幼なじみというのを知られたわけではなさそう。隠すのもなにか違う気はするけれど、かといってわざわざ公言するものでもない気がするし。

『サクラは僕自身なので、皆さんとの経験も活かしていきたいです』

　スピーカーから誰かと話している織の声が聞こえてきて、スマホを持つ手に力を込める。

　私たちの関係を伏せておきたいって内心思っていた。その理由は、井野さんみたいに『企画が通ったのは知り合いだったおかげ』と言われるのが嫌なせいだと思ってた。

　でもそれだけじゃなく、そもそも今、私は織の存在が世間的に大きすぎて幼なじみだっていう実感を持てていないんだ。

　五年間離れていたのもあって、今の織は私の知る織じゃなく思えて……。

「わざわざ他部署の私にまで、お気遣いありがとうございます。ただ、このあと予定がありまして……」

『あー、そうなんだ。それなら仕方ないね。じゃあ、また。お疲れ様』

　スマホを耳から離し、ぼうっと一点を見つめる。うまく言葉では言い表せない、モヤモヤとした気持ちが残る。

　社内の人たちはおろか、織本人にさえどう接したらいいか混乱してる。特に織は、会えば謎にドキドキさせられて、感情が追いつかない。

　織に囚われている気持ちを払しょくしたかったのに、オフィスに着いてもなお、織のことを考えている自分がいた。




　井野さんと落ち合い、向かった先は銀座方面。井野さんがすでに行き先を決めていたようで、すたすたと歩きだした彼のあとをついて移動した。

　十数分歩き、着いたのは一軒の割かっ烹ぽう店。落ち着いた鶯うぐいす色の壁に、引き戸の入り口。そして、白く長い暖簾のれんがかかっている。なかなか普段は足を踏み入れない、ちょっと高そうな店だ。

「ここ、美味しい地酒が豊富って有名なんだ。あ、苦手ならビールやワインもあるから大丈夫だよ。料理も美味しいって評判で、いっぺん来てみたくて」

「へえ。そうなんですか」

「個室もあるみたいだか、ら……」

　入り口を開け、足を踏み入れた途端、井野さんの足と口がぴたりと止まった。私は続いて店内に入ったものの、井野さんが先に進まなくて同じく立ち止まる。

「井野さん？　どうかしました？」

「井野!?　えっ、やっぱり来たの!?」

　私の言葉をかき消すほどの大きな声が奥から飛んできた。私は目をぱちくりさせる。

「や、違っ……」

「あれ？　瀬越さんもいるじゃん！」

「えっ」

　井野さんの後ろから一歩横にずれた瞬間、名前を呼ばれびっくりする。顔を上げれば見覚えのある人が数人いた。スピンの先輩社員だ。よくよく見れば、さっき電話をくれた鞍元さんや開発部の社員もいる。……ってことは。

「えー。まさか井野が言ってた『ほかの約束』って、瀬越さんだったの？　ふたりってそういう関係？」

　揶や揄ゆするように言われ、咄嗟になにも答えられない。困っていたら、横からすっと人影が現れる。

「こんばんは。来てくれてうれしいよ」

　織……！

　予想通りこの場にいた、織の余よ所そ行いきの微笑から目が離せない。

　織は私が今日の食事会を一度断ったと知っているはず。すごく気まずい。

　そこに鞍元さんの声が飛んできた。

「ほら。そこのふたりも一緒でいいんでしょ？　席に移動するよ！」

　井野さんに目配せをすると、小さく「ごめん」と謝られた。

　結局合流する羽目になった私たちは、広い個室に案内された。私は遠慮がちに下座に着く。隣は井野さん。織はもちろん一番遠い上座のほうに促され、座っている。

「まさかここでバッティングするとは……失敗したな」

「あ、やっぱり井野さんも声をかけられてました？」

「も？ってことは、瀬越も？」

「ええ。企画発案者だからって、わざわざ声をかけてくれたみたいで」

　私に声がかかって、井野さんにかからないわけないとは思っていた。井野さんと待ち合わせしたあと、鞍元さんから電話がきた話を言おうか迷っていたけれど、すぐに店に着いちゃって話すタイミングがなかったから……。

　井野さんは頭を掻かいて、ため息をついた。

「ちょっと付き合って、隙みて抜けるか」

「え。だけど井野さんは開発部の一員ですし、今日はもうここにいたほうが……」

　さすがにこういう場から、ふたりで抜けちゃうのはいろいろと勘繰られそう。それにオフィス外であっても仕事の一環みたいなものだし。

　彼はまた息を吐き、「そうだよな」と項うな垂だれてつぶやいた。




　全員お酒が進み、初めは堅苦しかった雰囲気も今ではわいわいとにぎわっている。井野さんは吹っ切れたのか、織が中心となる輪に入って、お酒を飲んでいるみたいだ。

　私は相変わらず初めと同じ席でグラスが空いている人を気にして、追加オーダーを店員に伝えたりしていた。そこに、開発部の男性ひとりが三百ミリリットルくらいの地酒の瓶を手にやってきた。

「瀬越さん、周りばっかり世話して。ちゃんと飲んでる？」

「あ、はい。大丈夫です」

「これ、飲んでみなよ！　すっごい飲みやすいからさ！」

　そう言って、意気揚々と私のグラスに地酒を注つぐ。彼は私が飲むのを隣で待っていたため、致し方なくお酒を口に含んだ。

「本当。飲みやすいですね。ありがとうございます。私はもうこれで十分なので……」

「いやいや。ここは地酒が売りなんだ。あ、これもまたスッと飲めるよ」

「は、はい」

　本当はお酒自体あまり得意ではない。付き合いで一、二杯飲むくらい。でも、こう一対一で注がれたら断れず、つい無理をする。

　結局、私はお猪口ちょこで三杯飲み、満足したのか彼はまた別の人に話しかけて離れていった。

　うーん……ちょっとやばそう。時間をかけて飲んだならまだしも、短時間に慣れないものを飲みすぎて……具合が悪い。

　胃の辺りに異変を感じ、さりげなくみんなの様子を窺う。周りはそれぞれ盛り上がっている。私が少し抜けても問題なさそう。

　私はこっそり個室から出て、化粧室へ向かった。数分休んでみたものの、やはり体調は変わらない。深い息を吐いて腕時計を見る。ここへ来てから、もう二時間になる。

　そろそろ、お開きになるよね。二次会はあっても、元々私はおこぼれで参加できたようなものだし、一次会だけで帰ろう。

　あとちょっとだけ、と自分を励まし、化粧室を出る。

　それにしても、一歩離れて織を見るって今まであまりなかったから変な感じ。元々、人と群れないタイプだったから余計だ。今日も、たくさんの人に囲まれていたのに織は笑って、話も弾んでいたようだし……。もう完全に私の助けなんかいらないみたい。そりゃあそうだよね。織だって大人になったんだから。

　ため息交じりで個室へ戻る途中、誰かが廊下に立っていて、ゆっくり顔を上げた。壁に寄りかかって腕組みをしていたのは井野さんだ。

　私は体調不良を押し隠し、笑顔を浮かべる。

「あ、お手洗いなら、この先を……」

「いや。見たら瀬越が席にいなかったから」

「あ、すみません。ちょっとお手洗いに……」

　井野さんは「そっか」と答えたあと、しばしの間、黙った。私は先に戻っていいのかわからず、困惑する。お酒のせいか頭も回らない。

「昨日はごめん！」

　井野さんから勢い任せに謝られ、目を白黒させる。

「ひどいこと言った挙句、勤務中に突然告白してさ……。本当は新店オープンが落ち着いてからって思っていたんだけど、佐久良さんが現れて……なんかすごく焦って」

「あ……ええと」

　井野さんから食事に誘われて、昨日の件をどう返事しようかと気にしていたのに、織と鉢合わせてから、すっかり頭から抜け落ちていた。心の準備もなく、しどろもどろになる。

　井野さんはさらに近づいてきて、真剣な目を向けてくる。

「俺、本当に瀬越が……」

　井野さんに触れられると思って、咄嗟に視線を逸らした。直後、腕を掴まれ力強く引き寄せられた。突然の展開に悲鳴を上げる隙もない。身を硬直させていたら、耳に心地いい低音が聞こえてくる。

「すみません、井野さん。彼女、返してくださいね」

　頭上に落ちてきた声で、今、私を抱き留めている相手を察する。見上げた先には予想通り織がいる。肩に回されている手に嫌悪感などなく、むしろ触れられて安心した。

「なっ……」

　たじろぐ井野さんをよそに、織は私の耳元に唇を寄せる。

「具合が悪いんだろ？　無理しないほうがいい」

「えっ」

　調子が悪いことに気づかれていたのを知り、驚くと同時に心のどこかでほっとした。

「皆さんも、もうそろそろここを出るみたいですし。井野さん、あとはよろしくお願いします」

「え？　ちょっ……」

「行こう、麻結」

　織は戸惑う井野さんを置いて私の肩を抱き、出口へ向かう。織の手には私の荷物もあって、初めから私を連れて帰ろうとしていたみたいだった。

　外へ出ても織は歩みを止めず、ずんずん進んでいく。速い歩調としっかり繋がれた手に、どこか織の怒りを感じられる気がして堪たまらず声をかけた。

「ねえ、どこへ行くの？　駅はあっち……」

　私の問いかけに、織はぴたりと足を止めた。織の背中を改めて見つめる。

　いつの間にか、とてもたくましい後ろ姿になっていて、ドキッとする。私の後ろに隠れていた織はもういないんだって思い知らされる。

　織はおもむろに振り返り、低く冷たい声で言った。

「偶然とはいえ、ちょっと間が悪すぎだね、麻結」

「えっ……」

　淡々と話す織は無表情。やっぱり怒ってるの……？　なんで……。

　再会してからずっと優しい言動を見せていた織。こんなに冷ややかな視線を向けられたら、とても不安になる。

「今日、あそこで俺たちと遭遇しなければ、彼とふたりで食事するつもりだった？　彼が麻結に気があるって知っててＯＫしたの？」

「そ、そういうつもりじゃ……」

　じりじりと距離を詰められ、動揺する。

　確かに、井野さんから気持ちはすでに聞いたあとだったから、それを知ったうえで誘いを受けたのは事実。だけど、決して井野さんへ前向きな気持ちがあったからじゃなくて……。

　織のまっすぐな視線に、どこか後ろめたさを抱く。こういう場合、なんと説明したらいいのかわからない。

「じゃあ、どういうつもりだったか、ゆっくり話聞かせて」

「ちょ、ちょっと……織？」

　口元に薄うっすら笑みを浮かべていても、目が笑っていない。不穏な空気の中、織は私の手を掴んだまま再び歩き出す。十数分後、たどり着いたのはラグジュアリーホテル。これまで、外観くらいは遠目で見たことはあったけれど、足を踏み入れるのは初めてだ。

　もしかして、織ってこんな高級ホテルに泊まってるの？

　驚きょう愕がくしている間にも手を引かれ、優雅な雰囲気のロビーを抜ける。織はあれからひとことも発していない。今もなお無言で私の手を引き、エレベーターに乗った。

「織……もう手を離して」

　初めから逃げようとは思っていなかったけれど、振りほどくのも違う気がして、ここまでついてきた。

　織は私の言葉を聞き入れ、そっと手を離す。刹那、織の腕が耳の横に伸びてきて、トンと壁に手をついた。照明を遮り、私の顔に鼻先を近づけて言う。

「彼から、なにを言われたの？」

「なに……って」

「『付き合おう』？　それとも『好きだ』とか？」

　返答に困っている間に、ポン、とエレベーターが目的階への到着を知らせる音が鳴った。会話が中断され安堵した矢先、再び手を掴まれる。

　織は柔らかな絨じゅう毯たんの上をずんずん進み、宿泊している部屋に着いたのか、内ポケットからカードキーを出した。解錠してドアを開けると、部屋の中央まで私の手を引き、やや強引にキングサイズのベッドに私を座らせた。

　五十平米以上ある広い部屋は、まるで自宅のようにリラックスできそう。立派なソファもあるし、足元から天井までの大きな窓からは、最上階である二十五階から街の夜景が一望できる。それらに感動する暇もなく、今、私は織に問い詰められていっぱいいっぱい。

「あの……」

　緊張感が漂う雰囲気をどうにかしようと口を開いた。が、織が手を頬に添えてきて、ビクッと肩に力が入り、唇を引き結ぶ。咄嗟に瞼を閉じた直後、ベッドがゆっくりと沈むのを感じた。そっと目を開ければ、私の太腿の横に織の片膝が乗せられている。

「告白されて、心が揺れてる？」

　私の顔を覗き込んで、静かに質問を続ける織の双眼は鋭い。濃褐色の瞳に吸い込まれ、気づけばベッドに押し倒されていた。

　織は私を真上から見下ろし、打って変わって優しい声音でつぶやく。

「だめだよ」

　織はそっと私の額に手を置き、生え際に向かって頭をゆっくりと撫でる。心地いい手つきに、胸がきゅっと小さく震えた。彼を仰ぎ見れば、整った眉を僅かに寄せ、唇を小さく噛んでいる。

「……織？」

「麻結が日々仕事に夢中だからって油断してた。横からほかの男にかっさらわれるなんてごめんだ」

　次の瞬間、覆いかぶさるように抱きしめられる。

「俺の気持ち、どれだけ年季が入っていると思ってるの？　絶対に渡さない」

　織の声と息遣いが耳じ介かいに触れ、ぞくぞくと甘い感覚が全身を駆けた。織は力が抜け落ちた私の両手を片手で頭上に持っていき、易やす々やすと拘束する。

「麻結は今も俺を頼りない男だって思っているかもしれないけど、力ならとっくに余裕で勝てる」

　……不思議。自由を奪われている状況なのに、恐怖をまったく感じない。感じるのは、これまで織に抱いたことのない、妙な緊張。やたらと心臓が騒いでいる。

　織は顔を傾け、私に影を落とす。私はぎゅっと瞼を閉じた。しかし、そこから数秒経っても、想像するような感触はなかった。ゆっくり視界を広げていくと、至近距離で織と目が合った。織は私の手を解放し、軽く笑う。

「安心して。力ずくで手に入れようとは思っていないから」

　私は気持ちを落ち着けるため、自由になった両手を自分の胸の前で重ね握る。

「そう構えるなよ。麻結の気持ちを無視して襲ったりしない」

「襲っ……ひゃっ」

　赤面する間も与えられず、頬にキスされる。

「ただし、アプローチはするよ。麻結が俺を意識するまで、ずっと」

　織の真剣な表情から、冗談を言っているのではないとわかる。

　肌に触れられた柔らかな唇の感触が残り、身体中が熱い。しかも、情熱的な眼差しを向け続けられてるから余計だ。織も私にとってひとりの男の人なのだと、はっきり認識させられる。

「麻結。早く俺を好きになって」

　混乱して言葉が出て来ない。涙目で訴えると、織は隣に横たわり私を抱き寄せた。

「具合悪いのに、乱暴にしてごめん」

　ふいうちの気遣いに拍子抜けして、離れるタイミングを失う。

　そういえば、織は店で私がお酒で気持ち悪くなっているって気づいてた。席も離れてて会話もしなかったのに。もしかして、ずっと私を気にしてくれていた……？

「もう大丈夫だよ」

　織の胸に顔を埋め、そうつぶやいた。

　胃がぐるぐるして気分が悪かったのも、織の言動に振り回されているうちにどこかへいったみたい。

「それならよかった」

　さらに抱きしめる腕に力を込められ、織の匂いに包まれる。落ち着く体温と香りに、思わず私も織の背中に手を回した。

「もうちょっとだけ、このまま」

　織が甘えるように、私の旋毛つむじに向かって言葉を落とす。なんだか小さいときの織を思い出し、手を伸ばしてつい織の頭を撫でていた。

「……まだ子ども扱い？」

「え！　いや、そういうつもりじゃ……きゃっ」

　突然、織が身体のラインをなぞるように手を動かし始める。私はびっくりしたのと、くすぐったいのとでまともな声を出せない。背中からするする滑り落ちてきた織のしなやかな手は、次にウエストを掠かすめていく。ベッドに押し倒された拍子に服が乱れていたようで、僅かな隙間から指が入ってきて、直じかに肌に触れられた。

「ひゃ、あっ」

　さっきまで早く離れようと思っていたのに、今ではそんな意思とは裏腹に自ら織に身体を密着させている。もちろん故意じゃない。与えられる刺激に耐えようとして、勝手にそうなっているだけだ。

「ちょっ、な、なにして……ん、のっ」

「ん？　サイズチェック。たぶん、麻結は高校のときから体型変わってないかな」

「しっ、失礼な！　ちゃんと成長して……」

　学生時代から変わらないだなんて心外だ。

「ふうん。それってどのへん？」

　織がわざとらしく口元を緩め、手を動かし始める。

「やめて！　もう！　セクハラ！」

「嫌だ」

　羞恥を煽られ声を上げたら、織に頭からすっぽりと身体を包まれる。

「五年も離れてたんだ。まだまだ足りないよ」

　織の言葉に心臓がまた跳ねた。広い胸に頬を預けていた私に織の鼓動が届く。たぶん、私と同じくらい速い音。

　背中に回された手は力強くて、本当に私を必要としているのが伝わってきた。




　目を閉じていても眩まぶしい朝あさ陽ひを感じ、眠気と格闘しながら渋々瞼を押し上げた。いつもよりも明るく感じるのは、天気がいいせい……なんかじゃない。

　自宅の小さな窓とは比べ物にならない大きな窓から、さんさんと降り注ぐ太陽の光。夏場は湿し気けりがちな固いベッドと違って、ふかふかした感触。そして、指に触れているのは、茶色がかった柔らかな髪……。

　私は一気に目が覚め、がばっと身体を起こす。

「あーっ！」

　ここは自分の家じゃない。織が利用しているホテルだ。私ってば、あのまま寝落ちしちゃって……。

　隣には織の寝顔がある。茫然とするのも束の間、はっとして腕時計を見る。

「七時過ぎ!?」

　完全に寝坊した！　今から自宅へ帰るのは無理だ。百パーセント遅刻しちゃう。そうかといって着替えもなにもないのに……。

　ベッドの上でおろおろとしていたら、きゅっと手を握られた。

「おはよう」

「お、おはよう……。って、それどころじゃないの！　どうして昨日起こしてくれなかったのー！　着替えもないし時間もないし、どうしたら……！」

　あるのはメイク道具くらい。アパレル会社に勤めていて、連日同じ服で出社はできない。

「麻結、落ち着いて。服は何着かある。それをあげるから。今日はそれでどうにか過ごして」

「え……？」

　織はベッドから降り、スーツケースからレディースものの服を出すと、なにやら吟味して私へ手渡してくれた。

「はい。この服なら仕事に着て行っても違和感ないと思うよ」

「これ……どうしたの？」

「気に入らない？」

「いや、そういうんじゃなくて」

　織は服を作る仕事をしている。しかし、織のブランド、サクラはフルオーダーメイドだ。つまり、行き先のない服を持たないはず。だとすれば、これは趣味で作ったもの？　忙しそうなのにそんな暇あるの？

「ほら。時間ないんだろう？」

　織の言う通り、ふと浮かんだ疑問を追及している時間などない。

「ほかに足りないものあるなら、俺がコンビニ行って買って来ようか？　ここ、二階にコンビニが入ってるって言ってたし。その間シャワー浴びていれば？」

「いっ、いい！　自分で行ってくる！」

　平然として言われたけれど、あと足りないものと言えば下着くらいのもの。いくら織が相手だって頼めるわけない。

　私は自分の耳が熱いのを感じながら、財布を手に持ってドアへ足を向けた。買い物を終えて部屋に戻り、シャワーを借りた。

　織がくれた服は、黒のオールインワン。バックにさりげなくフリルがあしらわれていて、モノトーンなのに可愛らしさがある。全身が映る鏡の前で、こっそり身だしなみをチェックしていると織がやってきた。

「今日の髪型はお団子？　ずいぶん器用になったんだな。この間思った」

　身支度しているところって、まじまじと見られるのは恥ずかしい。私は赤い顔をごまかすように、ふいっと背を向けて答える。

「すっごく練習したからね。裁縫よりは向いてるみたい」

　自虐交じりに言い、動揺を落ち着けようとしていたら首元に触れられた。

「ひゃっ！　ちょ、なにっ……」

「確かに。うなじの後れ毛あたり、絶妙な色気出てるしね」

　慌てて首を押さえて振り返ったら、涼しい顔をした織がこっちを見ていた。無意識に織から後ずさり、壁に背がぶつかったあと、おどおどと口を開く。

「だ、だって！　見た目が子どもっぽいでしょ、私。せめて髪型やメイクでどうにかしなきゃって」

　実はオールインワンの服には、ちょっと苦手意識を持っている。

　私は背も低いし、顔立ちもどちらかといえば童顔なせいで、幼く見えてしまう気がして。それで、背が少しでも高く見えるようにと今日はお団子にした。子どもっぽくならないように、ルーズ感も出して……。あとはヒールの靴を履けば、それなりに見えるはず。

「世の中にはいろんなコンプレックスを持っている人がいる。俺たちは、そういう人たちに前向きになってもらえるよう考えるだけだ」

　織はそう話しながら、自分が着ていたデニムシャツをおもむろに脱ぐ。Ｔシャツから覗くたくましい腕に、不覚にもドキッとした。

　今朝、私は気づいたらこの腕を枕にして眠っていた。織の腕の感触、体温、落ち着く香りを思い出す。

　はっと我に返ったとき、織は私へ両手を伸ばしていた。織の柔らかな髪が私の頬をくすぐる。咄嗟に、ぎゅっと目を瞑つむっていた。

　心臓がバクバクいっている。握りしめた手の汗がすごい。腰に触れられ、肩を上げた。しかし想像していた感覚ではなくて、そっと瞼を開く。織はデニムシャツを私の腰に巻いてくれていただけだった。

「理想の服を着て笑っていた昔の麻結のように、多くの人が笑顔になればいい」

　織は無む垢くな笑みで言った。

「……うん」

　織は真剣にデザイナーの立場からの意見を述べているのに、私は織との距離にひとり意識して……恥ずかしい。だって、そんなふうに考えちゃうのは、織がいろいろと言うから。

　織からのメッセージにあった『本気だよ』という文面を思い出し、彼を直視できなくなる。

　織は俯いた私の額に軽く唇を落とした。

「俺はこれからも、麻結のうれしそうな表情をそばで見ていたいんだ」




　今朝の出来事が勝手に脳内でリプレイされる。

　額に織の感触が残っている。私は信号待ちの間、無意識に額に手を当てた。

　もう……もう！　どうして、あんなセリフをさらっと……。

　そうしてまた初めから思い返しては、叫び出したいほどの羞恥を必死に堪える。視線を落とした先には、織のデニムシャツ。腰に巻けば、全身黒の単調な色へのアクセントにもなるし、シルエットに変化もつく。腰の位置も高く見せられてメリハリも出るからスタイルもよりよく見えて、大人っぽく見える。

　元々のデザインに加え、シャツ一枚でこうも印象が変わるなんて、と感心しているうちにオフィスに到着した。デスクに向かう前にロッカーに立ち寄り、服を取り出す。

　私はなにかあったときのために、自社ブランドの服をロッカーに入れてある。それにしても、予備の服を置いておいて今日ほど助かった日はないな……。

　着替えを済ませようとトイレへ向かう道すがら、青井さんとばったりと会った。

「瀬越さん、おはよう！　今日の服の雰囲気、ちょっとめずらしいね」

　開口一番に指摘され、ドキリとする。

「そ、そう？」

「うん。シックな感じ！　あんまりモノトーンでまとめるイメージなかったのに似合ってるじゃん！　しかも大人っぽいのに可愛い！　うちのではないよね？　見た記憶ないもん」

「う、うん」

「やっぱりー！　どこの服？」

　別に悪いことをしているわけじゃない。だが、織からもらった服とは言えないし、アパレル企業に勤めている手前、ブランド名がわからないって答えはありえない。

「え、ええと……」

　窮地を救ってくれたのは、スマホの着信音だ。

「あー、私のスマホだ。ごめん、電話出るね」

「あ、うん。じゃあまた」

　青井さんの背中を見送って、ほっとひと息つく。それから私は誰にも会わないよう、こそこそと急いでトイレへ駆け込んだ。着替えを終え、織の服を今一度よく見てみる。

　やっぱり店のタグもなにもない。きっと織が個人的に作った服なんだ。

　服を三百六十度いろんな角度から眺め、丁寧に折りたたむ。

　織がサクラのデザイナーだって聞いても、どこか実感がわかなかった。でもこうして織が作った服を目の当たりにしたら、素直に受け入れられる。

　織はすごい。昔から器用だとは思っていたけれど、本当にファッションデザイナーになったんだもの。しかも、一瞬で目を引くようなものを作って……。私が夢見ていた場所に、織は立っているんだ。

　ふいに鏡に映った自分と目が合った。そこにいる私は、まるで自分の功績かのようにうれしそうな顔をしている。誰が見ているわけでもないのに、急に恥ずかしくなって顔を背そむけた。

　足早にトイレを出て、廊下を歩く。途中、時間を確認しようと左手を浮かせた。

「あっ」

　左手首を見たものの、腕時計がない。今朝シャワーを浴びるときに外して、忘れて来ちゃったんだ。あの腕時計は私がスピンの正社員になった記念と、これからも頑張るぞって気持ちを込め、奮発して自分に買ったもの。大切なものを身につけ忘れるくらい、相当織に振り回されてる。

　とにかく、腕時計の所在だけはっきりさせておきたい。あれは大事だから、気になって仕方がないし。

　ポケットからスマホを出すと、履歴から【織】の文字を探し、発信した。織は一コールで電話に出た。

『麻結？　どうした？』

　耳元で織の声がするだけで、なんだか緊張する。私は平静を装い、用件を口にした。

「あ、織。えーと、織ってまだホテルにいる……？」

『そろそろ出ようと思っていたところ』

「よかった！　あのね。テーブルに私の腕時計なかった？　今朝、外して忘れちゃったみたいで」

『ああ。気づいたよ。必要なら、これから届けようか？』

「ううん！　あったならそれでいいの！　織が持ってて。今度取りに行くから」

　腕時計があった安堵よりも、織が会いに来るかもしれない動揺のほうが上回る。毎日会っていたのが嘘うそみたい。今なら、織が毎日隣にいたら心臓が持たない気がする。

　織は特に変わった様子もなく『わかった』とひとこと答えたのを最後に、通話を切った。

「ふー」

　なにを織相手にこんなに緊張しているんだか。心の中でそうつぶやいても、実際にはまだドキドキしている自分がいる。デスクに着くまでに、昂る気持ちを落ち着けないと。

　深呼吸を繰り返して一歩踏み出そうとした瞬間、背後から声をかけられた。

「おはよう」

　驚いて肩を上げて振り返る。後ろには井野さんがいた。彼とは昨夜も話が半端で終わっているから、とても気まずい。

「お、おはようございます。うちのフロアに来るなんてめずらしいですね」

　とりあえず挨拶を返し、向こうの出方を待つ。

「瀬越の顔見に来た。今日は何時に出るの？」

「え……ええと、もうすぐ……あ」

　左手首に癖で目を落とすも、腕時計はない。

「腕時計忘れたの？」

　井野さんに指摘され、思わずドキリとする。

「ええ。ちょっと……寝坊しちゃって」

「そうなんだ」

　私は得も言われぬ緊張感に包まれつつ、井野さんと黙って向き合う。

　まさか、さっきの織との電話、聞かれてないよね？　細かな会話の内容は覚えていないけれど、今朝まで一緒だったってわかるような言葉を言っていたかも……。

　どぎまぎしていると、井野さんはすっと自分の腕時計を外し始める。そして、私の左手を引っ張った。

「えっ」

「これ、使っていいよ」

　井野さんは動揺する私の手首に、スポーツブランドの黒い腕時計をつけながら言った。私は手を引くわけにもいかず、おろおろと答える。

「井野さんが困るんじゃ……」

「俺、デスクに予備のが入ってるから」

「そうなんですか……？」

　淡々と返され、私は為なす術すべなく井野さんの腕時計を受け入れた。織にも井野さんにも罪悪感を抱く。うまく笑えないのをごまかすのに、腕時計を見るふりをした。

「俺、今日は都内回って夜にまたここに戻ってくる予定なんだ。瀬越は？」

「えっ。あ、私は今日、千ち葉ばのほうへ行く予定で……」

「直帰？　夜、ちょっと時間あるなら戻ってくる気ない？　見てほしいものがあって」

「見てほしいもの？」

　食事ではなく、オフィスでの誘いに緊張が少し解けるも、どんな用件なのかと首を傾げる。

「うん。腕時計もそのとき返してくれればいいし」

「あ、そうですよね。わかりました」

　そうして井野さんは微かに笑って、片手を上げて去っていった。




　それから、私がオフィスに戻ってきたのは夜七時。デスクにカバンを置いてスマホを出し、井野さんに電話をかける。

『もしもし。瀬越？　戻ったの？』

「はい、たった今。どちらに向かえばいいですか？」

『ああ、上の第三会議室に来て』

「わかりました」

　スマホをポケットに入れ、会議室へ足を向ける。階段を上って第三会議室のプレートを確認し、ノックした。室内から井野さんの返事がきて、ドアを開ける。

「失礼します。お疲れ様です」

「待ってたよ。こっち来て」

　井野さんの手招きに誘われ、中央のテーブルへと近づいていく。私はすぐにテーブル上のものに目を奪われた。

「これっ……！」

　シンプルな黒と白の二種類の服。裾にはさりげなくエムクラッシュのロゴと、桜の花びらのワンポイントがあった。

「そう。出来上がったんだよ。エムクラッシュの目玉、サクラ監修商品が」

　井野さんの声もほとんど耳に入らず、私は夢中で服を見る。

　このトップスは見た目は凝ったデザインもなく、一見どこにでもあるような服に見えるけど……。

「袖のロールアップを解けば、当然丈が長くなる。それだけじゃなく、付属の布をボタンで留めれば、さらに伸びる」

　井野さんが服を両手にとって、袖を弄いじりながら説明する。私もそれに続いてつぶやいた。

「脇もさりげなくスナップで留められているのは、デザインとしてだけでなく、ゆったり着たい人のニーズにも応えられるようにしたいって前に聞いてました」

　あとは、裾も袖部分と同じように付属の生地を取り付けたら、またさらに印象が変わる。自分好みの服を自分で仕上げるコンセプトの商品だ。

「こういうの、ありそうでなかったですよね。本当、面白い」

　フルオーダーメイドを生なり業わいとしている織らしい。オーダーメイドのメリットは、なんといっても自分に合った服という部分。それは、形状も色も肌触りも。

　さすがにそれらすべてを兼ね備えた服はうちでは作れないけれど、こうしてひとりひとりのニーズに合うような工夫を凝らすアイデアには脱帽する。

「すごいなあ」

　私は織を思い浮かべながら、自然とそう零していた。

「昨日は……ずっと佐久良さんと一緒だったの？」

「え？」

　突然、聞かれた内容にびっくりした。ゆっくりと井野さんを見上げる。彼はいつの間にか至近距離に来ていて、真剣な顔をしていた。

「今朝、電話してたの聞こえた。朝まで彼とホテルにいたって……」

　やっぱり、あのとき会話を聞かれてたんだ。迂う闊かつだった自分が悪い。

　朝までホテルにいたのは事実。なにかあったわけではないとはいえ、明らかに疑われる行動を取ったと思う。かといって、わざわざ否定するのはどうなんだろう。まして井野さんは……。

　しどろもどろになっていると、井野さんに左手首を掴まれ、抱きしめられる。

「俺、瀬越が好きだ。あいつになんか負けない」

「い、井野さ……痛っ」

　井野さんに回された腕の力が強くて、顔をしかめる。今の彼は、私の知ってる井野さんじゃない。

　ふと、昨日の織が頭を過る。

　――『力でなんてとっくに余裕で勝てる』

　織はそう言って私を拘束したものの、本気じゃなかった。全然怖くなかったし、織の手は変わらず優しかった。

　ただ違っていたのは、織から伝わる熱と自分の鼓動――。

　刹那、井野さんが手を緩め、僅かに生まれた隙間から鼻先を寄せてくる。

「や……っ！」

　力いっぱい彼の胸を押してもびくともしない。混乱する私は身体を強こわ張ばらせ、きつく目を閉じた。次の瞬間、井野さんの乱暴な腕から引き離される。視界を広げていくと、織が彼の手を掴んでいた。

「くっ……！　さ、佐久……なんで」

「ほかのスタッフの方に井野さんが検品してると伺って。僕もサンプルは見ましたが、入荷したものもチェックを、と……。あ、一応ノックはしましたからね」

　私も抵抗するのに必死で、ドアが開いた音すら聞こえなかった。

「井野さん。相手を怖がらせるような、好意の押し付けは感心しない」

　私の身体を包み込む広い胸。低く落ち着いた声は最近覚えた。だけど、こんなに鋭い目をした織は知らない。怒号を飛ばすこともなく、静かに井野さんと対たい峙じしている。織のオーラはピリッと張り詰めていて、長年一緒にいた私ですら声をかけられない。

　当然、井野さんもそんな織に驚き怯ひるんだみたいで、おどおどと声を震わせる。

「ご、ごめん瀬越……俺……」

「これは？　彼の？」

　織は井野さんの言葉に被せ、私の左手を掬い上げた。

「う、うん。今朝、貸してくれて……」

「そう」

　織は優しい手つきで、井野さんから借りた腕時計を私の手首から外す。それを井野さんに向かって軽く放ると、放物線を描いて彼の手の中に収まった。

「麻結にはもう一切触れるな。俺ならいつでも受けて立つ」

「なっ……」

　織は、たじろぎながらも悔しそうに唇を噛む井野さんを見据え、さらに言い放つ。

「相手の気持ちも汲くめないやつに、仕事も麻結のことも負ける気はしない」

　織の横顔に胸が高鳴る。井野さんは苦笑いを浮かべ、自や棄けな調子で吐き捨てた。

「仕事も……だって？　有名ブランド企業に一目置かれてるやつに、一介のアパレル社員が敵うわけないじゃないか。俺なんかどうせ……」

　私はそれを聞き、思わず口を開いていた。

「織とまったく同じ仕事をやれって言われたら、私だって無理です」

　織と井野さんが驚いた顔をして、こっちを見る。私はふたりの視線に構わず続けた。

「だからって私は自分を卑下しない。仕事に対する気持ちだけなら、織にだって負けない」

　確かに今の織の立場と比べたら、私たちはちっぽけな存在に思える。でも、知名度や才能がなかったとしても、服への情熱は負けない。

　たとえ、幼なじみで有名デザイナーの織が相手だって。

「井野さんも、この仕事好きですよね？　私、井野さんと知り合ってからすごく刺激受けて……目標にしてるんです。捨て鉢にならないでください」

　私が知っている井野さんは、忙しくても楽しそうに仕事をしている人。一緒に仕事をしていて、力をもらえるような存在。そんな井野さんの投げやりな姿は見たくない。

「ああ……。俺、むきになりすぎてた……情けない」

　力なく笑う井野さんは、元の彼に戻った気がした。私はゆっくり息を吐いてから織に言った。

「大体、一緒にひとつのものを作っているのに、勝ち負けって無意味だと思う。そうでしょ、織」

「俺はただ、普段から人の気持ちを考えられないなら、客がどんなものを求めているか感じる余裕もないだろって話をしただけ」

　織はぷいっと横を向いて、淡々と答える。せっかく、ぎこちない空気を修復できそうだっていうのに、こういう部分は昔と変わらず頑固なんだから。

　私が織にじとっとした視線を送ったとき、井野さんがぽつりと言う。

「いや。彼の言う通りだ。俺、自分しか見えてなかった……」

　私は改めて、きちんと井野さんと向き合った。

「お気持ちうれしかったです。だけど、ごめんなさい」

　頭を下げて誠心誠意、返事をした。

　井野さんは、少し元気のない声で「うん」とだけ返してくれた。




　会議室を出て、デスクに荷物を取りに戻る。オフィスを出たら織が立っていた。長身でスタイルのいい織は、離れた位置からは一段と目立つ。織は私を見つけるなり、極上の笑みを見せた。

「麻結」

「お、お待たせ」

　織の笑った顔ひとつで心臓が騒ぐ。私、これまでどうやって織の隣に並んでいたんだっけ？　意識しすぎて、自然な振る舞いができないよ。

　織は下を向いて歩く私に歩調を合わせてくれる。

「ていうか、先帰っててもよかったのに。織のホテル、ここから目と鼻の先じゃない」

　つい素っ気ない言葉を投げかけた直後、織がぴたっと足を止めた。

「……織？　どうしたの？」

　今度は織が俯いている。私のほうを見もせず、ずっと動かぬまま。私が狼狽うろたえていると、織はひとこと放った。

「あの流れで先に帰れるわけないだろう」

　単調な声音に、織の怒りを買ったのかとひどく動揺する。しかし、なにを口に出せばいいのか考えもまとまらず、ただ時間は過ぎていく一方。項垂れた織を黙って見つめていたら、ふいに彼が掠かすれ声でつぶやいた。

「さすがにああいう場面を目の当たりにしたら、俺だって怖くなる」

　一歩織に近づき、ふわりと浮いた前髪の隙間から両眼を覗き込む。

「ああいう……って？」

　私の問いかけに、織の長い睫毛がおもむろに上を向く。

「麻結に断られるシーン」

　小さく答えた織は瞳を揺らし、ひどく怯えた表情をしていた。同時に哀あい憐れんの情を誘うように、私をじっと見る。

「正直、彼を見て俺も他人事じゃないって思って」

　再会した織はすっかり堂々としていて、昔の面影がほとんど残っていないと思った。それで別人に思えて困惑したわけだけど、やっぱり織は織だ。

　私にとって、以前の織も大人になった織も、どっちも特別。しかし、長年幼なじみだった織に、急に女性として振る舞うって難しい。照れもあるし、元々の恋愛経験もないに等しいから、どう切り出せばいいのか……。沈黙が私をいっそう焦らせる。

「私が断ったら、きっぱりあきらめがつくの？」

　咄嗟に口から出た言葉は、回りくどくて素直じゃないもの。内心パニック状態だと気づかれるのが恥ずかしくて、懸命に平静を装う。

　次こそ、正直な気持ちを伝えようと考えていた矢先。

「そうだなあ」

　織がぽつりとつぶやいた返答に、頭の中が真っ白になる。

　どうしてあんなセリフを言ってしまったんだ、と自分を責め、後悔に打ちひしがれた。……瞬間。

「簡単にあきらめられないのはわかってる。だったら、やっぱり強引にいくしかない」

　グイッと腰を引き寄せられ、涙目のまま織を仰ぎ見た。そこには、強い意志を感じさせる真剣な顔つきの織がいる。

　織が私だけを見てくれることがうれしい。これはもう、幼なじみに対する思いじゃない。私の中で、確実に特別な感情が芽生えた証拠。自分の気持ちを認めたから、まっすぐ織と向き合っていられる。

　今朝までちょっと迫られただけで避けていたせいか、織は逃げようともしない私に困惑した眼差しを向け、不思議そうに尋ねる。

「麻結……？　抵抗しないと、今度こそキスするよ」

　驚愕させられる発言ではあったけれど、私は織の腕の中に留まり、微かに頷いた。

「うん。いいよ」

「えっ」

　今度は織が衝撃を受けたみたいで、大きく目を剥むいている。私はさすがに恥ずかしすぎて、俯きながら言った。

「もう、自分の気持ち……わかったから」

　さっき井野さんに強引にキスされそうになって、自分の気持ちがはっきりした。

　キスをするなら、織と――。

　私はあのとき、無意識にそう求めた。

　告白をするって、こんなにドキドキするものなんだ。緊張しすぎで心臓が口から飛び出しそう。うまく立っていられる自信がなくなるほど、全身の感覚が変になる。織の顔を見られないうえ、手のやり場も困るし、呼吸の仕方さえもわからなくなる。

　そのとき、織が私をビルの陰に引き込んだ。無意識に織を見上げると、熱情に満ちた瞳に一瞬で囚われる。

「やっぱり気が変わったって言っても、もう遅いからな」

　織は言うや否や、より力強く腰を引き寄せ、私の顎に手を添える。私は仄ほの暗ぐらい路地で織しか見えなかった。

「……言わない。ちゃんと考えたから」

　胸が鳴り続ける。これまでなど関係ないってわかったのは、ついさっきのこと。だって今はもう、織に触れられて心がきゅっと甘く締めつけられる。

「織としたいって思ったの」

　勇気を出して伝えた途端、くるっと壁側に移動させられた。直後、織は人目につかぬように私を覆い隠し、瞬く間に唇を奪う。

　力強いキスに酸欠になるかと思ったら、タイミングよく織の唇が離れていく。私は息ができる安堵と、ほんの少し物足りなさを抱き、ゆっくりと瞼を上げていく。視線の先には想像もできなかった表情をする織がいて、いっそう胸の奥が熱くなった。

「やばいな……。このまま俺、抑えきかなくなりそう」

　我慢と高揚が入り混じる切迫した彼の雰囲気に、こっちまで脈拍が速くなる。気づけば、再び私たちの距離はなくなっていた。『抑えがきかなくなる』と漏らした通り、織は一度目よりももっと激しく私を求める。私はそれに応える余裕を持ち合わせてなくて、ただ織に与えられる快感にすべてをゆだねた。

　どのくらい繰り返されていたかわからない。それにもかかわらず、織は名残惜しそうに私の下唇を食はみ、口元でささやいた。

「俺はもう絶対に麻結を離さないから」

　艶のある声にまた胸が震え、私はしばらく足に力が入らず、ぼんやりとした意識で織の胸に寄りかかっていた。




　離れたくない。

　その思いだけで、ついまた織が宿泊しているホテルまでついてきてしまった。豪華なロビーをまたこうして織と歩くなんて思いもしなかった。

　もちろん、誘ってきたのは織だけど。

「なに？」

「な、なんでもない」

　うっかり穴が開くほど見つめていた自分に気づいて、慌ててそっぽを向く。

　どうしよう。私、ただ隣にいるだけですごくドキドキしてる。気持ちを認めた途端、こんなに感情があふれるなんて。

　目のやり場を探しているうち、腕を掴まれる。

「心配しなくても着替えはまだあるよ」

　ふいに耳の上でささやかれた言葉に、瞬時に顔が熱くなる。

「バッ、バカ！」

「Salut! Shiki!」

　恥ずかしさのあまり私が織の手を振り払ったとき、フロントのほうから高らかな声が飛んできた。私たちは同時に目を向ける。満面の笑みで駆け寄ってきたのは、ひとりの外国人女性だった。

「ハンナ！」

　茫然としている私の横で、織が反応を示した。

『ハンナ』とは、おそらく目の前の女性の名前。

　私は状況が飲み込めず、ふたりを見やる。

「なんでここに」

　織が茫然とする横で、こっそりと女性を見る。

　年齢は三十歳くらいかな？　モデルみたいにスタイルがよくて、身長は百七十センチくらいありそう。ショートボブの髪は綺麗な琥こ珀はく色で肌は真っ白。顔は小さく、きりっとした目元が印象的。

　あれ？　この人……どこかで見覚えがあるような……。

「シキのホテルを手配したのはワタシよ？　同じ場所にするのが自然でしょ」

「仕事は？」

「ずーっと働き詰めだもの。息抜き兼ねて追いかけてきちゃった。あー。日本語久しぶり。せっかくだし練習するわ」

「息抜きって……俺こっちには一応仕事で来てるんだ。それに、今回の依頼も『日本に行く暇なんかない』って断ろうとしたのはハンナだろ」

　私は記憶を手繰り寄せながら女性を観察する。

「ちょっとした心変わりよ。わかってるわ。ちゃんとシキの役に立つようにするから」

　そして、彼女がニッと勝気な笑みを浮かべた瞬間、答えが弾き出された。同時に、彼女は私に向き合い、手を差し出す。

「あ。はじめまして。もしかしてあなたが……マユ？」

「え。は、はい」

「やっぱり。ワタシはハンナ・シュナイダー。向こうでシキと一緒に働いてるの。よろしく」

　Hannaハンナ Schneiderシュナイダー――サクラについて調べたときにネットで画像が出てきた女性だ。実物ってここまで美人なの!?　織はこんな素敵な人と一緒に仕事を……。

　私はどうにか動揺を隠し、ハンナさんと握手を交わす。

　彼女の手に触れた瞬間、なぜだか胸の中がざわついた。










きみと絡まる




　ようやく休日。今週はめまぐるしかった。

　織と再会したと思ったら、実は織がサクラのデザイナーだと判明し、井野さんに告白され、自分の気持ちと向き合い……織とキスをした。

　両手で顔を覆い、ベッドの上でゴロゴロと左右に身体を動かし悶もん絶ぜつする。

　心の底から恥ずかしい。赤ちゃんの頃から隣にいた相手だとなおさらだ。「ふう」と息を吐き、気持ちを落ち着かせる。天井を仰ぎ見て、緩んでいた表情を強張らせた。

　ハンナさんっていう人……やたらと織を触ってた。ボディタッチなんて、向こうでは当たり前なんだろうと思う反面、モヤモヤしている自分がいる。昨日は結局、織の部屋には行かず、あの場で別れて帰ってきた。ハンナさんは織に仕事の話もあるようだったし……。

「……本当にそれだけ？」

　本音が口から零れ落ちる。

　どれだけ考えたって、人の心の中が見えるわけもない。鬱うつ々うつとする気持ちを吹き飛ばし、ベッドから勢いをつけて立ち上がる。

「よし！　今日は掃除に徹する！」

　大きなひとりごとで意気込み、着替えと軽い朝食を済ませる。それから黙々と掃除に専念していたら、余計なことを考えずに済んだ。が、気づけば夕方を過ぎ、せっかくの休日が終わる虚しさに襲われた。

「さすがに疲れたなあ」

　綺麗になった部屋の真ん中で横たわる。

　今夜はなにを作って食べようか。冷蔵庫の中には、もうなにもなかった気がする。買い物行かなきゃだめか……。

　脳内ですべき行動をぐるぐる考えるも、一度スイッチをオフにした身体は言うことを聞かない。床に転がって動かずにいると、充電したまま放置していたスマホが鳴った。ようやく身体を起こし、のそのそとスマホへ向かう。ディスプレイに浮かぶ名前を見て、ドキッとした。ひと呼吸おいてスワイプする。

「は、はい？」

『麻結、今家にいる？』

　スピーカーからは織の落ち着いた声音が聞こえてきた。

「え？　い、いるよ？」

『何号室？』

「は？　なんで……」

　織の質問に、『もしかして』と窓に目をやった。

　この間、一緒に食事をしたあとタクシーで送ってもらった。それで場所を覚えていてここまで来ているんじゃ……。

『麻結のアパートの前にいるから』

「え！　やっぱり！」

　急いで窓際に行き、外を見下ろす。アパートを見上げていた織と、窓ガラス越しに視線がぶつかった。織は笑顔で手をひらひらと振ってくる。私は慌てて玄関を飛び出し、階段を駆け下りた。




「びっくりした！　ていうか、私が家にいなかったらどうしたのよ。先に電話くれればよかったのに！」

　織は私に窘たしなめられるも、全然気にする素振りもない。決して広くはない１ＤＫの真ん中に立って、部屋を見回しながらへらっと笑って答えた。

「あー、なんていうか、賭け？みたいな」

「なにそれ」

　もう意味がわかんない。今回は私が家にいてよかった。なにより掃除をしておいて正解。危うく散らかった部屋を見せる羽目になっていたかもしれないもんね。それはいいとして……。

　私は玄関をちらりと見る。そこには織のスーツケース。

　なんであんなものを持ち歩いているんだろう。ホテルを変更したのかな。それなら先に、新しいホテルに荷物を置いて来たらよかったのに。

　いろいろと考えを巡らせている最さ中なか、急にお腹の虫が鳴る。いくら織相手とはいえ、なかなか豪快に音が鳴り、私は咄嗟に俯いた。

「これ買ってきた。一緒に食べよう」

　そう言って織は手にしていた袋を私に見せる。ゆっくり顔を上げたら、お弁当屋のロゴが目に入った。どうりでいい匂いがするはずだ。

「麻結、ここの野菜炒め好きだったよね」

「あ、ありがとう。本当よく覚えてるね」

「当然」

　私についてお見通しと言わんばかりに、夕食の材料がまるでないタイミングでお弁当を持ってきて、昔からの好物を言い当てる。なんとなく、それが織の想いの深さに思えて、急に恥ずかしくなってきた。

「どうしたの？」

「なんでもない！　お茶用意する！」

　私は赤いであろう顔を隠すようにキッチンへ行き、織に背を向ける。しかし、織の姿が見えなくなっても、頬の熱は引かなかった。ドキドキと騒ぐ胸に『落ち着け』と心の中で繰り返し、グラスにお茶を入れる。

「昨日、なんで帰ったの」

　ふいに後ろから抱きしめられ、耳の上で低くささやかれる。あれだけ早鐘を打っていた心臓が、一瞬止まったかと思うほど驚いた。背中に感じる織の熱に戸惑い、左手に持ったグラスを置けずに固まる。数秒黙って、ようやく口を動かせた。

「え……。だって、ハンナさんがいたし……」

「いたって言っても、部屋は別だし仕事の話だって急ぎじゃないし、平気だったのに」

　やめて。色っぽい声を耳のそばで出さないで。大きな手で捕まえないで。力が抜けて、グラスを落としちゃうじゃない。それに、そんなにくっつかないでよ。背中越しに心音がバレちゃいそう……。

「俺、昨日は麻結と一緒にいたかった」

　織のストレートな気持ちを聞いて、すぐには言葉が出てこない。代わりに心臓が口から飛び出しそう。

「実は、今日ここにきて麻結が家にいたら……って決めていた。俺、今日からしばらくここに住む」

　突拍子もない織の宣言に、さすがに身体が勝手に動いた。くるっと振り返り、唖あ然ぜんとして言う。

「は、はあ？　なに言って……」

　しどろもどろになりつつも、スーツケースを持ってやってきた理由に合点がいく。

「ハンナのせいで、今後麻結は俺の泊まっているホテルには来なそうだ。だろ？」

　確かに、部屋は別とはいえハンナさんが同じホテルに宿泊していると知った手前、織のところへは行けない。彼女は私が織の幼なじみだって知っていたって、幼なじみが宿泊先に何度も足を運べば、変に思われるに決まってる。

「いやいや。あんなに広い部屋に泊まっていて、急にこんな狭い部屋は窮屈でしょ」

　私は笑って返すと、織を素通りしてテーブルにグラスを置いた。姿勢を戻した瞬間、腕を掴まれる。

「迷惑……？」

　織を見れば整った眉を寄せ、懇願するような眼差しを向けている。

「め、迷惑ではないけど」

「もうホテルはチェックアウトしてきた。これから仕事も佳境に入るだろうし、そうなったら麻結と会う時間も限られる」

　背けていた顔を捕らえられる。クイッと上向きにさせられた途端、織の瞳に吸い込まれる。こうなってしまったら、もう逃れる術はない。目も逸らせず、瞼を閉じることさえも叶わなくなる。

「せっかく戻ってきたのに、麻結に会えないなんて俺がつらい」

「そんな言い訳、ずる、い……っん」

　瞬く間に、織の柔らかな唇が落ちてくる。

　この感覚を知ったのは、まだ昨日のこと。新たな変化になにかを考える余裕は持てなくて、いっぱいいっぱい。

　織は私の性感帯をくすぐるように、ゆっくりと指を絡ませる。力が入らない私に代わって、ぎゅっと手を握り、本当に愛いとおしそうに口づけを繰り返す。そのせいで、私はもう腰砕け寸前。膝の力が抜け、なんとか立っている状態だ。

　織は私の腰に手を回して身体を支え、わざと唇を耳に触れさせて甘い声音で懇願する。

「麻結。お願い」

「も、う……！　わかったから……！」

　私はすでに限界で、織の腕の中で易々と降参した。




　いつもより狭くて寝づらかったはず。が、目覚めたらもう九時を過ぎていた。

　ぼんやりとした視界で部屋の天井を眺める。真横から「おはよう」と低い声が聞こえてきて、一気に意識がはっきりとした。目を見開き、隣を見る。

「お、おはよう」

　織は横たわったまま頬杖をつき、微笑を浮かべている。

　本当に昨日うちに泊まったんだ、といまさら思う。織は寝ぐせで髪がちょっと跳ねていて可愛い。なんて思ったのも束の間で、至近距離からじっと見つめられる視線に耐えられず、私は勢いよく上半身を起こした。

「あ！　そういえば昨日聞くの忘れてた。織は今日仕事大丈夫なの？」

　私は基本的に土日が休み。でもデザイナーの織のスケジュールは全然予測できない。

　もう九時過ぎだし、休みかな。それとも、出社時間とか決まってないだろうから、午後から打ち合わせとかあるのかもしれない。

　いろいろと考えながら、ベッドから足を下ろしかけた瞬間、お腹に腕が絡みついてきた。

「今日は休み。だからもう少し寝よ？」

「え、きゃっ」

　気づいたときには景色が反転し、再びベッドに身体が沈む。

「気持ちいー……」

　織は私を包み込んでつぶやくと、睫毛を伏せて幸せそうに頬を緩める。織の体温や匂い、腕の重み、伝わる鼓動。昨夜からそれらすべてに、私も心地よさを感じていた。

　織はゆっくりと私の頭を繰り返し撫でる。私は織のシャツに顔を埋め、恍こう惚こつとしてそっと織の背中に手を回した。こんなふうに優しい手つきで触れられたら、もっと……と願ってしまう。昨夜も理性と煩悩のはざまで揺れ、結局眠気に負けて朝を迎えた。

　織はこういう私の気持ちを知ったら、どう思うんだろう。いや。そもそもこの思考を悟られたら、私、恥ずかしくて死ぬ。

　ふと気づけば織の手が止まっていた。そろりと織を窺うと、気持ちよさそうに寝息を立てていた。




　太陽が高く昇り、陽射しが強くなってくる時間に私たちは脱衣所にいた。

　私はキャミソールとペチコート姿で壁に両手をついて、きつく瞼を閉じている。ランジェリー姿よりはマシとは思えど、平気でいられるわけがない。

「ねえ。恥ずかしいし、やっぱりなんか怖い……」

　背後にいる織へ震える声を出す。

「だめ。痛くするわけじゃないから俺にまかせて。まだ目を瞑って、足上げて」

　必死の訴えを即刻に退け、なにやら織は私の足元に手を伸ばす。ハラハラしている最中、しゅるっと布が擦こすれる音が耳に届く。背中でファスナーを上げられる音と感覚が同時にして、一気に緊張が高まった。

「ちょっ、そこ、くすぐったい」

「動くなよ。うまくできない」

　思わずみじろぎ、肩を竦めた。それでも織は手を動かし続け、私の首の後ろでどうやらスナップを留めた。最後は腰にベルトらしきものを巻かれる。

　いったいなにをされているかというと……織が作った服を着せられているのだ。特殊な服だからと自分で着させてくれず、しかもサプライズ演出と言って半ば強引に目隠しする羽目にもなり、今に至る。

「ＯＫ。もういいよ」

　織の合図で、ようやく視界を広げていく。手を引かれ、部屋にある姿見の前に立たされた。私は自分を見て無意識に感嘆の息を漏らした。

　ふわりとするフレアスカートよりも、もう少しボリューム感のあるダークブルーのホルターネックワンピース。丸みのあるスカート部分のフォルムも黒のサッシュベルトで引き締まって、そこまで子どもっぽくは見えない。

　織は最後に薄手のベージュ色をしたカーディガンを私の肩にかけた。

「今日はこれで出かけよう」

「あ……普段あまりスカートはかないから恥ずかしい」

　そわそわしていたら織に鋭い目を向けられる。

「俺の服が不満？」

「いや、不満っていうか。私、スカートをはくとしたら大抵ロング丈で……」

　織は背後に立って私の両肩に手を乗せ、姿見越しに私の姿を注視する。

「ほら。ちゃんと見て。麻結は足のラインがすごく綺麗だ」

「え……」

　そんな部分を褒められたのは初めてかもしれない。普段はパンツスタイルが多めで、いつの間にか足を出すのに抵抗感があったから。

「知ってると思うけど背が低いってコンプレックスは、大胆に足を出せばスタイルアップできる」

　そういう知識は私も知ってはいた。でも、本当にそれだけかな？　丈の問題だけじゃなく、織の服はデザインや色はもちろん生地やライン……すべてが私にフィットしているようにも見える。

「似合ってるよ」

　柔らかな声で耳じ孔こうに直接ささやかれた。途端に頭からつま先まで熱を帯びていく。

「あ、そうそう。俺がいいって言うまで、カーディガンとベルトはつけてて」

「えっ？　う、うん。わかった」

　織の注意に首を傾げたものの、深く追及はしなかった。それよりも、自分の動悸に翻弄されていたから。

　織が離れていったあとも、私は姿見と向き合っていた。

　新しい服……それも気に入ったものを身にまとったら、うきうきした気分になる。

「いつまで見てるんだ？　このままじゃ、出かけるまでに日が暮れる」

「ごっ、ごめん。つい」

　織に指摘されてやっと鏡の前から移動したら、くすっと笑われた。

「いや。気に入った服を着たら、そうやってずっと鏡見てるの変わってないな」

　私は恥ずかしさのあまりなにも言い返せず、目を泳がせる。次の瞬間、急に肩を抱かれ、こめかみにキスされた。唇の感触が残る額に手を当て、目を見開く。

「わかりやすくていい。どの服がよかったかって、聞かなくてもわかるから」

　織の満面の笑みに心を奪われる。同時に、せっかく落ち着いたはずの心臓がまた激しい鼓動を打ち始めた。

「ほ、ほら！　もう準備終わったよ。早く出かけよう。どこに行く？」

「んー。表おもて参さん道どうあたり、ぶらっとしようか」

　私はどぎまぎしているのをごまかし、ささっと支度を済ませて織とアパートを出た。




　地下鉄で移動し、表参道駅に到着した。私が階段を上り始めると、織は私の後ろを続いてくる。さっきまで並んで歩いていたのに……と考えてすぐ、私がスカートをはいているから隠してくれているんだと理解した。

　それにしても、着替えのときは顔から火が出そうな思いだった。こっちは心臓が口から出るほどだったのに、織は終始冷静だった。まあ、職業柄女性の下着姿さえも見慣れているのかもしれない。

　微かにモヤッとした気持ちで地上に出る。すると、織がまた私の隣に並んで歩みを進めた。

　ぶらりと歩き始めて数分。ふと織を振り返る女性が多いと気がついた。

　そうか。織って目立つんだった。留学するまではわからなかった。堂々としていたらこんなに印象が変わるんだ。まあ、織の綺麗な顔立ちは隠していただけで元々だし、私は前からそれを知ってたし。

　悶々と考えているうち、『私のほうが織を知ってる』という対抗心が沸々とわいてくる。

「麻結？　どうかした？」

「えっ。な、なんでもない！」

　うっかり織を見過ぎていたようで、慌ててごまかした。

　自分がここまで独占欲が強いとは思わなかった。だって、以前の織は私にべったりで、織の世界には私だけみたいなものだったから。そんな織も、今や世界で有名なデザイナー。必要としている人がたくさんいるし、ちゃんとコミュニケーションを取って仕事している。

　織の世界が広がるのはうれしい反面、寂しい気持ちになるなんて。

　それにしても、織って目を引く。黒い細身のチノパンに、白い襟付きシャツ。それにネイビーのジャケット。すべて色もかたちもシンプルだ。それだけにスタイルのよさが際立つ。今の織は美貌と一流のオーラが出ているのか、すれ違う人たちをも虜とりこにする。この現状を目の当たりにしたら、織が学生時代にまるで興味を持たれていなかったとは誰も信じないだろう。

　なによりも、外見だけがよくなったわけじゃないって私はわかってる。きっと、今の仕事に就くために努力して鍛え磨かれた内面から、織の魅力は滲み出ているんだ。

「麻結。俺お腹空いた。ここ入らない？」

「そうだね。入ろうか」

　織は足を止め、カフェのドアを開ける。店内は所狭しと本が並ぶ書店のようなカフェだった。私たちは二階の席に通される。

「すごいね、ここ。あ、あそこにファッション誌も置いてある」

「どれがいい？　取ってあげるよ」

　私は織からファッション誌を受け取り、パラパラと捲めくる。

「あ。『Avec toiアヴェク・トワ』だ」

　序盤のページで特集されていた文字を見て手が止まる。

　アヴェク・トワは織が所属するアスピラスィオン社のメインブランド。日本では、銀座に直営店があると多くの人が知っているはず。世界で有名なブランドなだけあって値段もするため私には到底手が出せず、直接ショップに足を運んだことはない。だけど、商品を購入しなくても店舗を見るだけでもいろいろと学ぶことはありそうだし、いつか行ってみたいとは思っている。

　私は織にも見えるよう雑誌をテーブルに置いたが、織は興味なさげに頬杖をついている。次々とページを進めていくうち、サクラと書かれている記事が目に飛び込んできた。

「織っ。サクラも載ってるよ！　ほら！」

　これまで私は、サクラが好きでウェブや誌面で見つけたらうれしい気持ちになった。今は目の前にサクラのデザイナーである織がいて、いっそう心が弾んだ。

「アヴェク・トワと繋がってるから、おまけで載ってるだけ。別にそこまで騒がなくても」

「ええー。そんなことないでしょ。私だって一応アパレル企業に勤めているから、ファッション誌に取り上げられるのは簡単じゃないって知ってるよ」

　私ならもっと喜ぶのに、と織のドライな発言に口をとがらせる。当事者は慣れるものなのかな。慣れるほど織は賞賛されてきたんだろう。

「織は本当にすごい人になっちゃったんだね」

　無意識に口を突いて出ていた。卑屈な気持ちからじゃない。ただ少し寂しい気持ちと、焦りがじわりと胸の奥に滲む。私もこれまで頑張ってきていたつもりだけど、織の目覚ましい飛躍を前にしたら、努力が全然足りていなかったのかもしれない。

　道を歩いているときと同様、今も近くの席の女性が織をちらちら見ている。こんなに魅力的になった織を見ていたら、だんだん対等に接するのに気が引けてきた。

　私は雑誌をラックに戻し、メニューを広げて織に笑いかけた。

「なに食べよっか」

　さっきまで気にしていなかったのに、急に自分の態度がぎこちなくなる。普通にしなきゃと頭でわかっていても、なかなか切り替えられぬまま、織と向かい合ってご飯を食べた。




　約一時間カフェに滞在して、再び外に出る。お腹が満たされたから、精神状態はちょっぴり落ち着いたはず。私は気を取り直して、織に話しかける。

「織は普段自分の服って……」

「麻結。どうしたの」

「えっ……」

　ふいうちの指摘に戸惑う。『どうしたの』って抽象的な言葉だ。私の複雑な心境についてじゃない可能性だってある。

「な、なに？」

　笑顔を取り繕って聞き返す。しかし織は硬い表情を崩さず、私から目を逸らさない。

「ご飯食べる直前から、急におかしくなっただろ。なにがあった？」

　織の発言に度肝を抜かれる。まさか……本当に私の心の小さな変化に気がついたって言うの？　私の心を見透かす織が怖い。だって知られていい部分ばかりじゃないもの。いくら気心知れている織にだって、ネガティブな思考や醜い感情は晒さらしたくない。

「えー？　なにもないよ」

　とぼけてこのまま話をうやむやにしようと思った。次の瞬間、そんな些細な策略すらも吹っ飛ぶ。

　織が突然、私を正面から抱きしめたせいで。

「ちょっ、織……！　ここ、外……」

「外でもどこでも構わない。麻結が教えてくれるまで離さない」

　織にすっぽりと収まった私に、周りの人の視線は見えない。しかし、まだ明るい時間。人通りの多い表参道。目立っているに決まっている。

　私はパニックになって、織の身体を必死に押し返す。

「わ、わかった！　話す！　話すから！」

　羞恥心が勝って、咄嗟に本音を言うほうを選択した。織のジャケットの袖を掴んだまま、視線を落としておずおずと口を開く。

「織を見てたら急に自分が不ふ甲が斐いなく感じたの。もちろん、井野さんに言ったように、気持ちでは負けてないつもり……なんだけど、実際私は織に不釣り合いなんだろうなあって」

「はあ？」

　不服そうな織の声に、小さく肩を上げる。

　そりゃあ織からすれば、私は昔から変わらないから、今も前と同じような感覚でいられるんだろう。けれど、私は違う。織が変わりすぎてて、やっぱり戸惑う気持ちもある。恋人になったからなおさらだ。

「織の才能を誇らしく思うし、活躍しているのはうれしいの。とはいえ、自分から見た私たちと、周りの目は違うでしょ？　なんであの子って思われるのが簡単に想像できるっていうかね」

　とうとう、視界には自分の靴しか入らなくなった。

「なんだ。そんな話？」

　私が小さく唇を噛んでいると、織があっけらかんとした声で放つ。私は織から手を離し、爪が食い込むくらい拳を強く握りしめた。

「織にとっては『そんな話』だとしても、私には結構大きなことかも」

　人を羨んで当たり散らすなど、子どもの思考だ。私、織を幻滅させてる。自己嫌悪でいっぱい。もう周りの通行人の存在を、すっかり忘れるほどに。

　織はなにも言わず、ぽんぽんと優しい手つきで私の頭に手を置く。いつしか私は、そのリズムに感情が静まっていく。少しずつ視線を上げていき、織の通った鼻筋が見えたときに言われた。

「俺は麻結に暗い顔させるためにデザイナーになったんじゃない」

　真面目な声色に、ドキリとする。織の澄んだ双眼までたどり着いたら、そっと頬に手を添えられた。

「前に『俺が麻結の手になる』って言った通り、今の俺は麻結がいて存在するんだ。そうしたら、すごいのは麻結だろ」

　私にはわかる。織のセリフは私の機嫌を取るだけのその場しのぎではないって。ただ、それがわかっていても理解できるかどうかは別の話。

「いや……すごいのはどう考えても織だよ」

　可愛げがない言い方をしてしまった。案の定、織は軽くため息をつく。

　これで呆れられたのなら、それでいいのかもしれない。織と付き合う選択をした時点で、遅かれ早かれ今の感情は抑えきれず、いつかこうして向き合わなければならないときが来ていたはず。

　自分に活を入れ、織を見上げるなり、いきなり頬をつねられた。

「痛っ」

「まあいい。でもひとつ覚えておけよ」

「え？」

　目を細め、織を見る。彼の表情からは、私を煩わしいと感じている雰囲気などまるでない。それどころか、楽しそうにさえ思えた。

　織は頬から手を離し、私の顎を上げて両目を覗き込んでくる。

「麻結が自分をどう思っていたって、俺はどんな麻結でも世界で一番大事だってこと」

　織の言葉はすぐには胸に落ちて来ず、放心する。見つめ合っているうちに、じわじわと言われた意味が心に染み渡ってきた。

　たとえセンスや運や能力がなくっても、仕事もいまいちだったとしても、私を認めてくれる人がここにいる。織といたから、これまで私は前を向いて来られたのかもしれない。

「……ふ。キザ」

　涙目で笑ってつぶやいた。直後、織がさりげなく顔を近づけてくる。私はそれを両手で阻止した。

「なんで止めるんだよ」

「ろ、路チュー厳禁！　ここは日本！　だ、大体学生じゃあるまいしＴＰＯをわきまえて……！」

　本当、油断も隙もない。

　私が注意して距離を取ると、織はちょっと拗ねたあと、片手を差し出してきた。

「日本は手を繋ぐのもだめだっけ？」

　織に嫌味交じりに言われ、私は思わず笑った。

　そして、私は織のすらりとした手を取る。再び織の隣に並んで歩き始めたときには、胸のつかえが取れていた。




　家を出たのが遅かったのもあって、あっという間に陽が落ちた。

　私たちはあれから、ぶらぶらとウインドウショッピングをして過ごしていた。私も織も、服を見ていたら時間が経つのも忘れるタイプみたい。ほぼ休みなく歩き続け、お腹も空いてきた。

「麻結、足大丈夫？　ヒールだと大変だろ」

「仕事で慣れてるから平気」

　織が私の足を気にしてくれるのは、今日これで何度目だろう。織が優しいのは昔からなのに、大人になった今は些細な言動にドキドキする。

「そう。ところでディナーは、実はもう行き先を決めてて。そろそろ移動しないと間に合わなくなるから、そっちに向かっていい？」

「え？　そうだったの？　私はいいよ」

　高そうな腕時計で時間を確認する織を、ちらっと見る。

　服や靴、腕時計どれをとっても、いいものを身に着けているんだろうなってわかる。そんな織が決めた『行き先』がどんな店なのか、ちょっと気になる。

　私たちはタクシーに乗って、南みなみ青あお山やまに到着した。目前には、キラキラとした街頭やネオンを映し出すガラス張りの高層ビル。外観からしておしゃれだ。予想した通り、高級そうな雰囲気が漂っている。

「織……もしかして、このビル？」

「うん。最上階のレストラン。フランスで知り合ったインテリアデザイナーが手がけた店なんだ。麻結も彼の作品を絶対気に入ると思って」

「えっ。そうなの？　だけど、あの……私はちょっと無理かも」

「なんで？」

　織がきょとんとして聞いてくる。私は少々気まずい思いを抱きつつ、口を開いた。

「だって、織が着せてくれたこの服は、可愛いけれど丈も膝ギリギリで短い気がするし。さすがに高級レストランには似つかわしくないような」

　織の服装なら、大体のドレスコードはクリアするはず。私は辛うじて追い返されなかったとしても、ちょっと……周りの目が気になる。まして、聞くからに素敵そうなレストランだ。来店するお客さんだって相応の人たちに決まってる。

「せっかくの織の服、そういう目で見られるのは嫌だし」

　素敵なお店で食事をするなら、周囲を気にせず楽しみたい。今着ている織が作った服は魅力的だ。しかし今回の場合は、大人な織に釣り合うようなシックなドレスが似つかわしい気がして……。

　すると、織は余裕の笑みを浮かべ、クスリと笑った。

「麻結。ここを予約していたのは俺だよ？」

「え？　う、うん」

「このあと向かう店で俺にエスコートされる麻結はどんな服がいいか……考えていないわけないだろう」

　あたかも、これから行くレストランに相応ふさわしい服を用意したみたいな言い方だ。でも正直、私は今着ているワンピースはどうも落ち着かない。織との好みや感じ方が違うのかも。

　悶々としていたら、織に腕を掴まれた。

「ここはさすがに目立つから、こっち」

　織は生き生きとした表情で私を連れ出す。ビルの中に入り、人気のない非常口付近へ歩みを進めた。織の向こう側に行き止まりの壁を見て、問いかける。

「ねえ。こんなところに来てどうする……」

「麻結、カーディガンとベルトを外させて」

「なっ……」

　織は言うのと同時に半強制的にカーディガンを脱がす。私はどぎまぎするだけ。困惑している間に織が私の腰に手を伸ばし、容易にベルトを外す。ワンピースのスカート部分にあった飾りボタンだと思っていたものをプチ、プチッと外していく――刹那。

「ひゃっ」

　しゅるしゅるっと、布が動く音が聞こえたのも束の間。すとん、と止まった生地は私の足を隠す長さになっていた。

「え……。いったいなにが起きたの……？」

　一瞬の出来事で理解できない。さっきまで私が着ていた服はダークブルー一色の膝丈ワンピース。しかし今、私の瞳に映っているのはオフホワイトのドレス。ふくらはぎがちょうど隠れるくらいのミモレ丈で、一枚の布を巻いたようなデザインのラップスカート仕様。動くと生地がふわりと揺れて、裏地がチラ見えする。

　横の窓に目を向け、まじまじと自分を見る。ホルターネックのバイカラーワンピース。どうやら今、裏になったのはさっきまで表面になっていた部分みたい。ってことは、さっきまでのデザインは裾を折りたたんで、うまく細工していた……？

「魔法だよ。なんてね」

　茫然と立っていた私に、織が耳元にささやいた。反射で耳を押さえ、勢いよく振り返ったときに織が続けた。

「何度も試作を重ねた一着。うまくできてよかった。びっくりした？」

「もうなんか……頭がついていかない」

「はは。その表情見たら満足した」

　どれだけ私を驚かせたら気が済むの。織はこっちに戻ってきてから、次々と私を翻弄する。

　織は宙を見つめ、なにかを思い出したように言った。

「あ、今の嘘。まだ満足してない」

　熱を帯びた頬をどうにか冷まそうとしていた矢先。私は手を取られ、指先に軽く口づけられた。

「俺の服を着た麻結をエスコートさせて」

　見える景色が七色にチカチカと光る。まるでお伽とぎ話ばなしだ。織とこんな非日常的なデートを迎えるとは、過去の私は微塵も想像しなかった。




　夢のようなひとときを過ごし、ひと晩明かして翌朝。

　枕元でアラームが鳴っている。今朝はすでに二度目の音。休み明けの出勤日ほど、起きられない朝はない。ああ、そろそろいい加減起きて準備しなきゃ……。

「麻結、起きて」

　眠気と格闘しているところに、現実世界から声が聞こえてきてぱちりと目が開いた。視界に入ったのは、間近で私を見下ろす織の顔。

「わあっ！　つっ……！」

「痛って！」

　今にもキスしそうな距離だったから、思わず飛び起きて織の額とぶつかった。私たちは額を押さえ、数秒ベッドで悶絶する。痛みが引いてきたと同時に、織がうちに泊まりに来ているのだと改めて認識した。

「ご、ごめ……っ。織がいたんだった……慣れない」

　ずっと隣の家にいて、毎日のように一緒に過ごしていたから迷惑だとは感じない。ただ、年頃になってからは当然同じ部屋に寝泊まりはしていないため、どうも意識しすぎてる。

　織も痛みが和らいだようで、額から手を離して立ち上がり、ぽつりと漏らす。

「俺はもう、狭いベッドで一緒に寝るの慣れた」

「うっ、うるさい。そういうこと言わないで！」

　過剰な反応を示す自分が、さらに恥ずかしい。

　ひとつのベッドで抱き合って寝るのは二回目。織の心音を感じながら瞼を下ろすと、とても心地よくなっていく。安らぐだけではない。私だって、好きな人とくっついていたら、当然ドキドキする。まして、ふたりで横たわるシチュエーションだ。もしかして、その先があるかも……って期待と緊張でなかなか寝つけないのだ。

　ひとりでいろいろと思い出していると、ふいに前髪をよけられた。

「あー、赤くなってる。ちょっと目立つから仕事には隠していけよ？」

「わかっ……」

　さっきぶつけた箇所を気にしていた隙に、額に一瞬だけのキスが落ちてくる。

「じゃあ俺、もうそろそろ行くから」

「えっ……。は、早いね」

　見れば、織はもう着替え終え、足元にカバンを置いていた。それに比べ、私はスウェット姿ですっぴん。

　軽く自己嫌悪に陥っていたら、くしゃっと髪を乱された。

「できるだけ早く帰ってくるためにね」

　織はニッと口の端を上げ、颯さっ爽そうと立ち上がる。私に「行ってきます」と言い残し、行ってしまった。私は玄関を茫然と見つめ、はっとしてかけ時計に目をやる。

　七時すぎ。よかった。慌てなくても出社時間には間に合う。

　私は胸を撫で下ろし、なにげなくウォールハンガーにかかっている昨日のワンピースを見た。

　それにしても、すごかったなあ。あんなにすごい仕掛けがある服まで作れるんだ。もっとほかにも、いろんな服を作るんだろう。

　私はワンピースを目に映しながら、ますます自分と織との距離を感じていた。




　週明けは会議の日。私は赤くなった額を隠すため、前髪を念入りにブローしてきたものの、なんだか気になって頻しきりに前髪を触っていた。

　そうこうしているうちに昼になり、長い会議も終わった。

　昼休み直後、デスクでメールチェック中、急に周りがざわついた。顔を上げ、部署内の様子を窺う。入り口付近に、営業部長と一緒にハンナさんがいた。

「みんな、ちょっとこっちに注目してほしい。彼女は以前紹介した佐久良さんと同じサクラのデザイナー、ハンナ・シュナイダーさんだ」

「はじめまして。ハンナ・シュナイダーです。サクラのデザイナーでシキと同じ二十六歳です。よろしく」

　ハンナさんはすらりとした両腕を膝の前に揃え、丁寧にお辞儀をする。周囲の社員たちは、彼女の自己紹介にどよめいた。織が紹介されたときと同様、世界的に有名なブランドのデザイナーが想像以上に若いと誰もが驚いている。かくいう私も、てっきり自分より年上だとばかり思っていたから意外だった。

　この間ハンナさんと先に挨拶を交わしたけれど、彼女を改めて見て思う。

　モデルだと言われても違和感がないほどの美貌で、裏方とは思えない。色白で背も高くスタイルがいい。彼女なら、どんな服も着こなすんだろう。

　顎のラインまでの艶やかな髪は、綺麗な琥珀色。その色は、美容室でカラーして変えたブラウンとは、やはりちょっと違う気がする。おそらく彼女の地毛の色だ。しかも、彼女はフランスで過ごしているのに、とても日本語が流りゅう暢ちょうだ。そういえば、お祖母様が日本人だってネットの記事にあったんだった。

　羨望の眼差しを向けつつ、ふと疑問が過る。

　なんでハンナさんがウーマンクラッシュのフロアに？　織と一緒に仕事するならエムクラッシュだけでいいんじゃ……。

　すると、部長がタイミングよく答えを説明してくれた。

「佐久良さんと一緒にエムクラッシュで仕事をしていただく話にはなっているんだが、彼女がうちのショップブランドを見て回りたいと仰おっしゃったので」

「ワタシはこの春から始めたサクラのレディースラインを担当しています。あまり時間は取れませんが、レディースブランドで働く皆さんの仕事場に興味があります」

　そうか。デザイナーは常にアンテナ張っているだろうし、初めて訪れるアパレル企業なら、いっそう好奇心を掻き立てられるのかも。

「オフィスの中より、店舗を見ていただいたほうがいいと思うんだが……誰かに案内をお願いしようかと」

　部長が営業社員を見回した直後、ハンナさんがスッと片手を上げた。

「スミマセン。ここに、セゴシマユさんいますよね？　ワタシ、彼女がいいです」

　ハンナさんのひとことで、私は社員の視線を一斉に浴びる。

「え!?　なぜ瀬越を……」

　私がハンナさんと面識があるのは、織を介して挨拶をしたからだ。皆が私たちの経緯を耳にしたら、好奇と疑心の目を向けて来るに違いない。

　なぜ織と私が知り合いなのか。企画の件は私たちの関係によって成立したのではないか、と。

　やましいことなどしていない。隠さず堂々としていればいいと頭でわかっていても、いざ直面したら身構えてしまう。

　そこに、ハンナさんの凛りんとした声が響く。

「弊社のシキから聞いてましたから。セゴシさんは我がサクラの熱烈なファンだ、と」

　部長もハンナさんの口から出た理由を聞き、すんなりと納得する。

「ああ、なるほど。そういうことでしたか。じゃあ、瀬越。よろしく」

　部長に言われ、私は「はい」と返事をして席を立つ。

「ワタシ、セゴシさんと話をして適当に戻るので、大丈夫ですよ」

　ハンナさんは部長に軽く会釈をし、私の元へやってくる。

「Bonjour!　マユ。よろしくね」

「はい。よろしくお願いします」

　初めて会ったときと同様、彼女は明るくてフランクに接してくる。しかし私は、まだ緊張を緩められない。だって、彼女も憧れのサクラのデザイナーだ。

　サクラのデザイナーは織とハンナさんのふたりだけと、この間織から聞いたばかり。さっきも言っていた通り、最近立ち上げたレディース部門を彼女がひとりで担当してるらしい。つまり、サクラの半分はハンナさんで形成されているのだ。それって、すごい話。

　ハンナさんと向き合っていると、彼女の目がちらっと私のデスクに動いた。

「マユはデザイナーではなかったのね。セールス？」

「はい。私は営業で……店舗の管理を任されています。私の担当店舗は五つで、明日は二店舗出向きますがハンナさんのご都合は……」

「シキが影響される子ってくらいだから、てっきり同職だと思ったのに」

　突如、これまでとは違う低い声色で言われ、心臓が嫌な音を立てる。なんか今の言い方は見下されたような……。気のせいかな。

「あ……私は不器用なので。し――佐久良さんを尊敬してます。いろいろな服を考えてそれを作れるってすごいです。もちろんハンナさんも」

　私は不安な気持ちを押し隠し、笑顔で答える。けれども彼女は少しも笑わず、私の全身を上から下まで観察し始める。再び目が合った瞬間、彼女が言った。

「ねえ。もしかして、シキから服をもらったりした？」

「え？　きょ、今日の服は違いますが……」

「今日の服はってことは、もらったんだ」

「も、もらったっていうか……ちょっと借りたりして」

　ハンナさんの鋭い指摘にどぎまぎする。

　織の服を着たのは二回。一度目のときに、織が『あげる』って言ってはいたけれど、簡単に受け取っていいものなのかと気になって、はっきりと『もらった』とは答えられなかった。

　ハンナさんは軽いため息のあと、射るような視線を向けてくる。

「やっぱりね」

　私はハンナさんの綺麗な薄茶の瞳が鋭利に細められたのを見て、ぞくっと背筋を震わせた。彼女はそんな私を楽しむかのようにほくそ笑み、細い手を私の肩にポンと置く。そして、耳に瑞みず々みずしい唇を寄せてきた。

「知ってる？　これまでサクラにはレディースのオーダーも多く来ていたわ。だけど、シキはレディースもののオーダーは引き受けなかった。絶対にね」

「……え？」

　私はささやかれた言葉に目を剥いた。

　織がレディースものを避けてる……？　だけど、私が服を借りた際に見えたスーツケースには、一着二着じゃなく何着も入れてあった。あれらは確かに織が手がけた服だと思う。昨日私が着ていたワンピースで確信した。

　レディースを引き受けない……。あのワンピースについて話をしていた織は、嫌々作った雰囲気なんか欠片かけらもなかったのに。

　ハンナさんは、さらに言う。

「だから、とりあえずワタシが担当するって言ったのよ。サクラはまだまだこれから。レディースをデザインし、仕立てる役が必要なの。シキがそこまで頑かたくなになるのはなぜか……理由はわかるわよね？」

　彼女の淡々とした口調が、私の不安感を煽あおる。ハンナさんは、逃さないとばかりに、硬直状態の私の顔を覗き込む。

「だって、こだわりの強いシキが個人的に作ったレディース服を受け取ったのは、マユ。あなただけなんだから」

「え……」

　私だけ――。

　衝撃の事実に驚愕し、徐々にわいてきたのは少しの優越感。けれどもすぐに、それ以上の罪悪感を抱く。

　彼女の言葉は、まるで私が原因とでも言いたいみたいで……。

「シキ、ホテルをチェックアウトしていたわ。あなたのアパルトマンにいるんでしょ？」

　ハンナさんからピリッとした空気をひしひしと感じる。私は狼狽えるだけで、彼女と真正面から向き合う勇気も出なかった。

「ただでさえ『日本は久々だから』って長期出張にされて仕事が押してるのに、ホテルにいないとなれば打ち合わせする時間もなくて大変なのよね」

　彼女から、織が好きな気持ちがあふれ出てる。

　それが恋人に対する思いと同じかはわからないけれど、少なくともデザイナーとしての織を認め、理解し、必要としている。

　なにより、きっとハンナさんなら織と同じ視点で立っていられる。織と並んで遜色ない人なんだろう。

「あなた、幼なじみだっていうなら、シキの今後についてうまく説得してよ。彼自身のためにね」

　特別なものがない自分が惨めだ。だから彼女に、織を説得してと頼まれても自信を持てない。ハンナさんに言葉を返すどころか、顔も上げられない。

　私に辟へき易えきしたのか、ハンナさんは名刺をデスクに置き、素っ気なく言った。

「明日、何時にどこへ行けばいいかメールをください。じゃあ」

　彼女は時間の無駄と言わんばかりに、即刻去っていった。私は、そっと名刺を手に取る。

　織と同じデザインの名刺に、胸の奥が苦しくなった。




　翌朝。あまり寝つけなかった私は、朝食を前にぼんやりとしていた。

　昨夜は宣言通り早めに帰宅してきた織だったが、疲れていたのかすぐに寝ていた。私もハンナさんに言われた言葉がずっと胸に引っかかっていたから、織に対して不自然な態度を取ってしまいそうだったし、ちょうどよかった。

「ごちそうさまでした」

　織が両手を揃そろえ、軽く頭を下げる。食器をキッチンへ運ぶ織の姿を目で追った。

　ハンナさんから『説得して』と言われたものの、そう簡単に切り出せない。彼女は『シキの今後』と口にした。きっと、私に求めているのは『仕事に専念できる環境に戻ったほうがいい』というのと、『レディースものも製作してみたらどうか』って打診してほしいっていうところだろう。

「麻結。時間大丈夫？　俺はそろそろ出るよ」

「あっ、待って」

　織が準備を済ませている間、私は考え事のせいで、もたもたとまだ食事をしていた。慌てて食べかけの朝食を置いて立ち上がり、玄関へ向かう織の背中を追いかける。

「これ、合い鍵……。持ってたほうがよくない？」

　昨日の感じだと、たぶん私のほうが先に帰宅する日が多そうだ。そうかといって、私もなにがあるかわからないし。うっかり寝落ちだってしちゃうかもしれない。

　単に合理的だと思ってキーを渡しただけだった。しかし、キーを受け取った織のうれしそうな表情を見て、ドキッとする。ふいに織に手を引かれ、軽く抱きしめられた。

「ありがと」

　織の胸の中でお礼の言葉を聞く。もう一度、照れるようにはにかむ織の顔が見たい。だが、織は私の心を察したのか、身体を離すと出て行ってしまった。

　今日は朝に少しオフィスに立ち寄ってから、ほぼ一日銀座店で過ごしていた。夕方になり、裏に籠もってパソコンを開く。腕時計を見れば、午後五時過ぎ。

　ハンナさんには昨日のうちに【明日は一日銀座店にいます】と住所も添付してメールで連絡はした。

　ちゃんと届いたかな。そもそも日本語でのメールでよかったのかどうか……。まだ彼女の姿が見えないだけに、失敗したかと気が気でない。

　ハンナさんとの会話を思い出し、ちょっぴり憂鬱な気分になる。彼女に会うのは正直怖い。だけど仕事は別だ。ちゃんとしなきゃ。

　今日何度目かの活を入れ、キーボードに手を置いたとき。

「瀬越さんっ。ちょっと来てください！」

　鬼気迫るような声が事務所に飛んできて、空気が凍りつく。いろんな可能性を想定し、警戒しながら売り場へ出た。すると、ひとりのスタッフがおろおろして報告する。

「さ、さっきご来店されたお客様が、ボディの服を勝手に……」

　スタッフは困惑した顔で店頭のボディに視線を送った。私たちのショップでは、ディスプレイ用のマネキンのことを『ボディ』と呼ぶ。

　私は彼女の目線を辿って矢継ぎ早に尋ねる。

「ボディの服をどうしたの？　今、お客様には誰かがついてるの？」

「て、店長が……。そのお客様、外国人で急にハサミを取り出して……」

「ハサミ!?」

　緊迫した状況に、思わずごくりと喉を鳴らす。スタッフ内のいざこざに続いて、傷害事件に巻き込まれるとかシャレにならない。

　私はそろりとボディに近づいていく。物陰から一歩踏み出し、思い切って私が姿を晒した矢先、声が飛んできた。

「マユ！」

「ハ……ハンナさん？　なにしてるんですか」

　ハンナさんは、裁縫用の大きいハサミを手にしている。

「え！　瀬越さんの知り合いですか!?」

　懸命にハンナさんを止めようとしていた店長の越えち前ぜんさんが、ぽかんとして言った。

「そう……。というか、この方はエムクラッシュの新店企画にご協力くださるアスピラスィオン社サクラのデザイナー。ハンナ・シュナイダーさんなの」

「アスピラスィオンって……アヴェク・トワの!?」

　後ろからさらに別のスタッフがやってきて、驚きに声を震わせる。スタッフが全員固まっている横で、ハンナさんは相変わらずボディに着せた服を弄っていた。

「って、ハンナさん！　なにをして……ええっ！」

　角度を変えて覗き込んで驚愕した。なぜなら、彼女はディスプレイで飾っていたチェック柄のロングシャツの裾にハサミを入れていたからだ。

「なっ、なんでこんな……」

　ハンナさんはさらに右側のサイドに深い切り込みを入れ、ハサミを置いた。

「だって、ショップを見てたら全体的に型にはまりすぎちゃってて。面白さを感じないディスプレイだったからつい」

「ですが急に許可なく」

「ああ。じゃあ、ちゃんと買い取るから請求書をあとで送って。うん、ＯＫ。こんなもんかな～」

　ハンナさんは私の話に聞く耳も持たず、マイペースにディスプレイを変えては、距離を取ってボディを眺めている。私は唖然として、なにも言えなかった。

「ショップ内はどれも無難な柄や色合いばっかり。だから、せめてフォルムに動きを出してみたの」

　ハンナさんは腕を組んで、じっと色素の薄い瞳にボディを映し出している。彼女の横顔は紛れもなくプロだ。遊びでしたわけじゃないと、ひと目でわかる。私はハンナさんの目線につられて、ボディを見上げた。

　ロングシャツの右側の前身ごろを、ボトムスの中にルーズに入れてる。ハサミでスリットを入れたおかげで、サイドはだぶつくこともなくすっきりとしている。

「正面と両サイド、バック、いろんな表情が見せられるでしょ」

　ハンナさんはそう言って、ハサミをカバンにしまった。

　確かに目を引く。現に、通り過ぎていくお客さんの視線は、ハンナさんが手を加えたボディに向いている。それも一瞬じゃない。うちの店を通り過ぎるまで、ずっとだ。たった一か所、ハサミを入れただけで……。

「マユ。ここはさらっと見たし、ついでに近くのショップも見て回るわ」

「えっ。あ、ハンナさん！」

　私の呼び声などお構いなしで、ハンナさんは楽し気な表情をしてうろうろと周りのショップを見始めた。私とスタッフのみんなは、茫然と立ち尽くす。少しして、私が口を開いた。

「それにしても越前さん。勇気は認めるけど、刃物持っている相手に近づいたら危ないですよ。なにかあってからじゃ……」

「だって、店を守るのが私の仕事じゃないですか。ちゃんとほかのスタッフは離れるように指示しましたよ」

　越前さんはぶっきらぼうに答えてはいたが、手が小さく震えていた。私が言葉を選んでいる間に、スタッフのひとりが割って入ってきた。

「私も、『危ないですよ』って言ったじゃないですか。いくら店舗を見るのが店長の業務とはいえ、後先考えなさすぎです」

　続けて別のスタッフも便乗して意見する。

「そうですよ。私たち、いつも店長の指示に従ってるんですから、こういうときくらいは私たちの言うことだって聞いてください。すごく心配しました！」

　最後の言葉を聞くまで、ふたりが店長に対する日頃の鬱うっ憤ぷんを爆発させて暴走しちゃったのかと思った。でも、どうやら違うみたい。

「もう。店長って、仕事に対してドライなのか熱心なのかわかんない」

　スタッフが苦笑交じりに零すと、越前さんはきょとんとしていた。

　越前さんは真面目な性格ゆえ、オンとオフをすっぱり分ける。そういう部分が、一緒に働くスタッフからは、融通が利かないとか情け容赦がないとか思われがちだった。それって裏を返せば、とても責任感が強いってこと。

　この店舗で店長の人事異動があってから、ずっと頭を悩ませていた件は、どうやらこれからいい方向にいきそうでほっとした。

　私はにこりと笑い、三人に向かって口を開く。

「店が荒らされても、直せばいいです。が、もし店長の越前さんになにかあったら、みんな困りますよね。私を含め、みんな越前さんが必要なんですから」

　私の言葉に、越前さんはおずおずとスタッフと向き合って「すみません」と小さく頭を下げていた。




　ハンナさんの騒動が落着したところで、私を含めそれぞれ仕事に戻っていた。裏で事務作業をしていたら、数十分後にハンナさんがやってくる。

「んー。日本はやっぱり可愛い系の服が多いわね。ほとんどの子が小さいからかしら」

　そうつぶやいて空いた椅子に腰を下ろし、長い足を組む。私は視界の隅でハンナさんを見て、「そうなんですかね」と当たり障りのない相あい槌づちを打った。

　居心地が悪い雰囲気の中、ハンナさんの出方を窺う。

「ねえ。昨日の話。シキを説得してくれた？」

「あ……いえ」

　唐突に本題に入られ、動揺した。私の回答は、当然彼女の望むものではない。

　ハンナさんは、「はー」と呆れ交じりのため息を吐いた。そして頬杖をつき、ぼーっと一点を見ながら話し出す。

「前に、たまたまシキのスケッチを見たとき、今見てきたような可愛い雰囲気のデザインが描かれていたわ。ワタシの好みじゃなかったのに、妙に印象に残った」

　私の知らない織をハンナさんが語るのは胸が軋きしむ。けれども、織の話だ。興味がわかないはずがない。

　彼女は微苦笑を浮かべ、ひとりごとみたいに続ける。

「なぜ彼のデザインに惹かれたのか気になって、ワタシは一度だけシキのデザインブックを盗み見たわ。そこにあったのは膨大なレディース服のデザイン。それらはすべて、彼の特別な感情があふれていた。嫉妬するほどね」

　彼女にそこまで言わせるくらいのデザインなのに、織は本当に仕事としてレディースものを作らないの？　私もたった二着だったけれど、織のレディース服に触れた人間だ。織が作る服は魅力的だと声を大にして言える。

「それなのに、シキはレディース服のオーダーを一度も受けようともしない。こっそり作っているのも知っているわ。だけど、それは商品じゃない。自分のためでもない」

　ハンナさんの嘆きに、胸がぎゅっと苦しくなる。私ですら『もったいない』って思う。織と一緒に仕事をしているハンナさんなら、相当強い思いに違いない。

　彼女はキッと厳しい顔つきを私に向けた。

「シキの才能は本物よ。制限させるのは惜しいの。わかる？」

　椅子に座っているのに、ハンナさんの気迫がすごくて押し倒されそう。至極真剣な目で訴えられ、私はなにも返せず押し黙った。

「あなたのせいよ」

　鋭い声が私の胸をひと突きする。

「ワタシはずっとシキを見てきた。それで〝マユ〟っていう存在も突き止めた。あのシキが唯一服を贈るマユという女性が、どれだけの実力を持つデザイナーなのか興味があったわ。なのに、あなたはデザイナーじゃなかった。それどころか、シキの時間を奪ってる」

　私が織の可能性をだめにしてる……？

「ワタシがここまで言ってるのに説得すら躊躇ためらうの？　あなた、シキの才能をまるで理解してない。なんの取柄もないくせに、シキの可能性を奪わないでよ！」

　悲鳴にも似た声で捲まくし立てられ、思わずたじろぐ。

「私はそんなつもりじゃ……」

「そんなつもりなくても、結果的にはそうなのよ」

　ぴしゃりと言い返され、私は完全に沈黙する。

「ああ、そうだ。もしかして、魔法のワンピースも着た？」

「えっ」

「着たのね？　そう。シキ、完成させてくれたんだ」

　突然、ハンナさんはぱっと笑顔を咲かせ、明るく問いかけてきた。数秒前までとのギャップが激しくて、気持ちがついていかない。

　ハンナさんは瞳を揺らす私を見て、目じりを下げた。

「あれはワタシがアドバイスした服なの。マユ以外にも目を向けてほしいからね」

　幸せそうに両手を合わせて柔らかく微笑むと、私に顔を近づけてくる。

「ね？　ワタシはシキの能力を高められる。マユはどうなのかしら」

「私……？」

　急に問いただされ、心を激しく揺さぶられる。

　絶対的にハンナさんのほうが織の役に立てる。どんなに頑張っても、私はハンナさんと同じ位置まで行けない。織に直接的にプラスに働くようなことすらできない……。

　織は私のどこがいいと思っているんだろう。不安だけが延々と巡る。

　ハンナさんは椅子から立ち、去り際に言い放った。

「シキにふさわしいのはワタシよ」

　彼女の言い残した言葉は胸に深く浸透していき、私の心を重くさせた。




　帰宅してからも気持ちが落ち着かない。時刻は夜十時。織から、【もう着くよ】と連絡があった。

　織に会いたい。でも、会うのが怖い。

　ハンナさんの言葉の刃が、胸に深く刺さって抜けない。私ちゃんと織と向き合える……？

　そのとき、鍵が開いた音がした。ドキッとして肩を上げる。玄関が見える位置まで歩みを進め、帰ってきた織の姿を目に映す。

「麻結。ただいま」

「お、おかえり」

　普通に接しようと意識すればするほど、ぎこちなくなってる気がする。私は織となるべく顔を合わせないようデスクに戻り、ノートパソコンを開きながら早口で言った。

「私ちょうど今、お風呂もご飯も済ませたし、ちょっと仕事するね。織のご飯、キッチンにあるよ」

「仕事？」

「う、うん。書類内容確認して、メールしなきゃいけないのがあったりするから」

「そっか」

　今の不自然じゃなかったよね……？　仕事があるのは本当。だけど、織を避けようとしているのもまた事実。

　とりあえず織はバスルームへ入っていった。束の間、私はひとりきりの部屋で気を取り直し、仕事に集中する。十数分後、シャワーを浴び終えた織が半裸の状態で戻ってきた。

「うわ。文字ばっか。眠くなりそ」

　肩越しにディスプレイを覗き込む織の毛先から、ぽたぽたとしずくが落ちてくる。

「わあ、織！　ちょっと！　ちゃんと頭拭いてっ。パソコンが濡れ……」

　慌てて振り返り、織を仰ぎ見た瞬間、髪を掬い取られる。

「麻結も髪濡れてる」

　長い睫毛を伏せ、まじまじと私の髪を見つめる。その間、濡れた髪から滴る水滴が織の首筋を流れ落ち、鎖骨で留まる。私は眼前の光景に脈が速まった。あまりに色っぽすぎる。

「あ……長いと乾かすのが面倒で。仕事も気になってたし……」

　跳ね回る鼓動を悟られないよう、軽く笑って再びパソコンに向き合う。織が離れていったのを感じ、ほっと息をつく。……が、織はドライヤーを手にすぐに戻ってきた。

「俺が乾かすよ」

「えっ。いや、私よりも織のほうが」

「じゃあ、俺のはあとで麻結がやって」

　僅かに口角を上げ、優しい瞳で言うものだから断れない。

「わかった」

　私の返答に、織は頬を緩めた。

　温風で私の長い髪がなびく。時折、織のしなやかな指が私の髪を梳すき、それがとても心地よかった。

「麻結の髪、綺麗」

　ドライヤーの音でかき消されるほどの声で、ぽつりと言われた言葉がうれしい。

「一応ね。ショップ店員の頃から今でも、月に一回美容室へ行ってメンテナンスするのを欠かしてないの」

「ふうん」

　私はくるりと身体を回し、織からドライヤーを奪い取る。

「もうほとんど乾いたから。次は織でしょ」

　ラグの上に胡坐あぐらをかく織の背に回り、ベッドの縁に腰をかける。私はドライヤーを当て、織の長めの柔らかい髪を何度も指に通し続けた。

「織だって髪ふわふわでいいじゃん。私は頑張らなきゃ普通以下だし」

　冗談交じりで口にしたつもりだったのに、自分で言って気分が落ちた。

　バカみたいだって思ってる。自分で自分を褒めるどころか、卑下して落ち込むなんて。そして、暗い気持ちになっているのはハンナさんのせいだ、と心のどこかで思っている自分に嫌悪する。

　織がおもむろに右腕を上げ、私の手を掴む。ドライヤーのスイッチを切って、真剣な顔を見せた。

「そんなことないだろ」

　織の顔を見たら、涙腺が緩みそうになる。

「ううん。本当に……。私、もっと頑張らなきゃ」

　他人に影響を受けて不安定になるのは、自分に自信がないからだ。そうかといって、それに気づいたところで、早く自信をつけられるものじゃない。

　私は必死に笑顔を取り繕い、ドライヤーのコードを手繰り寄せる。

「麻結、なんかあった？」

　織は真面目な声音で問いかけてくる。寄りかかりたいけど、こういうのって自分自身の問題だ。

「……なんにも。ごめん。なんかちょっと疲れてるみたい。やっぱりもう寝ようかな」

　私は軽く受け流し、織から逃れるように洗面所へ立った。支度を終え、ベッドに向かう。

「織は私に構わず起きててもいいからね。おやすみ」

「俺も寝る」

　私がかけ布団に片足を入れた瞬間、織はベッドに膝を乗せた。スプリングが沈む音に、ドキリとする。固まっている間にも、織は早々に布団にもぐった。一緒に寝るのがまだ慣れない私がもじもじしていたら、頬に大きな手を添えられる。

「ほら。早く」

　織がかけ布団を浮かせ、私を誘導する。私はおずおずと布団に身体を入れた。

「失礼します……」

「どうぞ」

　くすくすと笑っている織の喉ぼとけが目の前だ。いつからこんなに骨ばっていたんだろう。喉も腕も、肩も手も、私の身体とは違いすぎていっそう男の人を感じる。

　私は織の胸に鼻先を埋め、ぽつりと尋ねた。

「織。うちに来てから自分の仕事溜たまってるんじゃない？　帰ってきたら私がいるし、捗はかどらないでしょ」

　本当はレディースを作らない理由が私にあるかどうかも確かめたかったのに、自分のせいだとはっきりするのが怖くて核心をつけなかった。

　心臓がドクドクいっている。織の返答を待っていると、軽い笑い声が落ちてきた。

「はは。心配してるの？　ちゃんとこなしてるから平気だよ」

　そろりと顔を上げれば、織がいつもの優しい瞳に私を映し出している。

「そう……？　なら、いいんだけど……」

「麻結」

「な、なに？」

　織の喉元が上下したかと思えば、自分の名前が呼ばれてびっくりする。慌てて目線をずらし、さりげなく距離を取った。しかしすぐ身体を引き寄せられ、一瞬でまた織の懐へと戻ってしまった。織は子どもを寝かしつけるかのように、私の背中をトントンと一定のリズムで軽く叩く。

「ゆっくり寝ろよ」

「……うん」

　織の温かさを全身で感じて眠りに就く瞬間は、至福を抱く。

　三日前までひとりで寝ていたなんてすっかり忘れるくらい、私は織の腕の中が居心地よかった。




　翌朝も、織が先に準備を終えた。

「麻結。今日の仕事の予定は？」

「え？　一度出社してから、新宿のショップをはしごするかな」

「そう。わかった」

「なんかあった？」

　私は姿見で身だしなみを整えながら、玄関へ向かう織に問いかけた。

「いや。麻結の予定を知っておきたいだけ」

　織は足を止め、再び私のほうへ戻ってきて背中をぽんと叩いた。

「じゃ、今日もお互い頑張るか」

　織の無邪気な笑顔は久しぶり。

　なんの淀よどみもない明るい顔に、私も元気をもらえた気がした。




　午前中は新宿駅前のファッションビルに行って、午後になってからはショッピングモールへ移動していた。

　ハンナさんの言葉にへこんでる暇があったら、目の前の仕事をひとつずつ頑張ろう。

　そう胸に言い聞かせ、業務に集中した。今日は館のイベントと重なって慌ただしかったが、昼の二時過ぎにはようやく店内も落ち着いた。

　スタッフ誰ひとり休憩に入れていない現状に、私はまずアルバイトの子たちを順に休憩に促す。様子を見て、三十分くらいの時間差でもうひとり休憩に入れよう、と店内を眺めて考えていたら、新人の松本さんが視界に入る。肩下のセミロング丈の髪をまとめていた彼女だったが、忙しかったせいか若干乱れていた。

「松本さん。髪がちょっと解けてる。嫌じゃなければ、ぱぱっと直してあげるよ」

「えっ。本当ですか？　うれしい！　お願いします」

「や、応急処置程度だよ。あまり期待しないで」

　売り場にお客さんがいないのを確認し、近くにいたスタッフにひとこと断って裏に行く。私はバッグからヘアアイロンを出して、手早くコンセントに差した。

「瀬越さん、ヘアアイロン持ち歩いてるんですか？」

「実はほとんど使わないんだ～。なにかあったときの保険っていうかね。持ってるだけで安心するから」

　笑って話しつつ、美容師の真似事をする。言っても私は素しろ人うとで、自己流のやり方だ。

　今日の松本さんの服は、白黒の細めボーダーシャツにベージュのバギーパンツ。シンプルな印象だから、髪型にちょっとだけアクセントをつけてみようかな。

　髪全体を緩く巻き、ルーズに編み込んでハーフアップにする。そして、バッグからヘアピンを取り出した。

「すごいピンがたくさんですね！　可愛い～」

「集めるのが趣味みたいな感じなんだ」

　かたちもさることながら、色やワンポイントなどいろいろなピンを持っている。今回はゴールドのシンプルなアメピンをランダムにつけ、一本だけパールがついたピンを差す。

「よし。こんな感じで。凝ってなくてごめんね」

「あの、よかったらスマホで撮ってくれませんか？　どうなってるのか見たくて！」

　松本さんがいそいそと持ってきたスマホを受け取り、後頭部の写真を撮る。

「うわあ。ありがとうございます！　ピン可愛い～。ゆるふわ～」

　松本さんは本当にうれしそうに、スマホの画像に釘付けだ。

「似合ってるよ。ピンは返さなくてもいいからね。そのままあげる」

「ええ！　そんな、申し訳ないですよ」

「私はまだいろいろ持ってるから。よかったらまた使って。さ、早く戻ろう」

　私は片づけをして、急いで売り場に戻る。続いて出てきた松本さんを見たスタッフが、ぱっと笑顔になった。

「わ。松本さん、髪可愛い！」

「瀬越さんって、ヘアゴムやピンだけじゃなく、アイロンまで持ち歩いてるんですよ！　すごいですよね！」

　あまり褒められ慣れてないから、なんだか気恥ずかしい。私は右手を軽く振って、笑って答えた。

「あはは。ただ髪弄るのが好きなだけなの」

「いいなあ！　今度、私もセットしてくれません？　私不器用だしマンネリで」

　ひとりの意見に松本さんも両手を合わせ、上目遣いで私を見た。

「私も！　前に話していたメイクだけじゃなくて、ヘアセットも教えてほしいです～」

　こんなふうに慕ってもらえるのはうれしい。やっぱり店舗をまとめる側としては、円滑なコミュニケーションが必要だと思う。

「じゃあ、今度ね。開店前に早めに来てやろうか」

　だから、本来の仕事内容には含まれていない些細なことでも、率先してやりたくなってしまった。お客さんが喜ぶのはもちろん、こうしてスタッフの笑顔を見ると、私も少しは役立ててるのかなって自信にも繋がる。




　閉店作業は皆に託して、ひと足先に館を出た。それからオフィスに戻って、雑務を終わらせたのが八時半過ぎ。

　今日はもう帰ろうかと席を立ち、夕飯のメニューをぼんやりと考えながらエレベーターを降りる。ふと、なにを作るにしても材料を買わねばならないのだと思い出した。帰り道にスーパーに立ち寄りたいが、閉店時間ギリギリだ。私は小走りでオフィスの正面玄関に向かった。

「ずいぶん、お急ぎね」

　ふいにかけられた声に振り返った先に、ハンナさんがいた。

「ハ、ハンナさん！　お疲れ様です」

「マユはもう帰るの？」

「……はい」

　頭からつま先までじろじろと見られ、なんだか『帰る』って言いづらい。私は無意識に視線を落としていた。

「ふうん。ワタシはちょっと休憩。まだシキと仕事が残ってるのよね。早く帰れるの羨ましいわ。ワタシたち、フランスでもアパルトマンに帰らず朝まで仕事するくらい忙しくて」

　遠回しに比べられる発言をされて、ぐっと唇を噛む。彼女は得意げに続けた。

「ま、ここは日本。いつもよりはだいぶラクな仕事ではあるわ。それに、終わったあとシキとのディナーも楽しみだしね。じゃ」

　ヒールの音を鳴らし、颯爽と去っていく後ろ姿を横目で見る。

　……翻弄されちゃだめ。私は私だ。

　ゆっくり息を吸い、自分に言い聞かせる。が、やはり完全に吹っ切れず、悶々として自宅に帰った。




　なんとかスーパーには間に合ったものの、今夜織は彼女と食事を済ませてくるのなら、手の込んだものを作る気にはなれない。

　そうめんを茹ゆで、薬味や野菜、ツナを入れてめんつゆをかける。食欲がなかったけれど、麺類だったからなんとか食べられた。

　キッチンを片付けてから、一日の疲れや嫌な出来事をリセットしたくて、ゆっくりバスタブに浸かる。ぬるま湯に長く入って、ぼーっとしていた。

　どれくらい入浴していただろう。気づいて立ち上がったときには、軽くのぼせ気味。ふらふらした足取りで、髪を拭きながら脱衣所を出たところに織が帰宅してきた。

「ただいま」

　思ったよりも早い帰宅に、本心では喜ぶ。なのに、素直に顔には出せず、ぶっきらぼうな態度を取ってしまった。

「……おかえり。早いね」

「早い？　もう十時半だよ。もっと早く帰ってきたかったくらい」

　織は疲れた表情でぼやき、カバンを床に置いた。

「あー。織、ご飯は食べてきたんだよね？」

「食べてないよ」

「えっ」

　私は予想外の回答に声を上げ、同時にほっとした。

「そ、そうなの？　織は接待される側だって思って、てっきり……。誰からも声かからなかった？」

「全部丁重に断ってきたよ」

「ふ、ふうん」

　ということは、ハンナさんの誘いも断ったのかな？

　ちらりと織を見たが最後。織の澄んだ瞳に捕らわれる。

「俺が日本に戻ってきたのは仕事もあるけど……麻結と過ごすためだから」

　織は照れもせず、まっすぐに私を見て言う。長い指先を私の頬に滑らせ、上半身を屈かがめたら、ぐんと距離が近くなった。私は瞬間、顔が熱くなる。

「随分赤いな。お風呂だいぶ長く入ってた？」

「ちょっと……うん。のぼせちゃって」

　たぶん顔が赤いのは、ほかの理由だ。男の人に変わった織が、こうして私に触れて熱のこもった視線を向けるから。こんなの、ドキドキするなって言うほうが無理。

　私、いつの間にここまで織を意識するようになったんだろう。自分の心臓なのに、まったくコントロールがきかない。

「あっ、織も先にお風呂入ったら？　私、簡単なもの作っておくし」

　まともに目すら合わせられないなんて、中学生の恋愛みたい。

　心の中で嘲笑しつつバスタオルを用意し、高揚する気持ちをごまかした。ふいに織が笑う。

「そうやって世話焼きな性格、変わってないよな」

「え。そ、そう？　自分じゃわかんない。っていうか、バスタオル用意しただけだし」

「そういうところ、仕事中も同じなんだなって今日知った」

　織の柔らかな笑みを前に、ぽかんとする。

「え？　なに……？　どういう意味？」

　仕事中も……って。しかも今日？　今日は特にメッセージも送ってないし、オフィスで姿すら見なかったはず。

　首を捻ひねっていたら、織がにんまり顔で口を開いた。

「今朝、麻結の行き先聞いただろ。新宿のどっちかの店って。会えたらラッキーだと思って、ちょっと覗きにいった」

「は、はあ!?　なにしてんの？　織、そんな暇ないでしょ。大体、来たなら声かけてよ」

「忙しそうだったし。スタッフの身だしなみ、直してあげたんだろ？　人のこと放っておけない性格はそのままだなって実感したよ」

　私は唖然とした。まさか仕事の様子を織に見られていたとは……単純に恥ずかしい。

「あれは……大したことじゃないよ」

「それを決めるのは麻結じゃないだろう。些細なことでも相手にとっては大きな出来事かもしれない。あのスタッフだって、あれからとてもいい気持ちで仕事に就けたと思う」

　織がいつになく真面目な表情で言うから、反応に困る。

　ストレートに褒められるって、なかなかない。しかも、近しい関係の人から改めてなんて、どこか面おも映はゆくて素直に『ありがとう』って言い出せない。

「髪型もメイクも、服も。毎日生活するうえで必要なものこそ、気持ちに変化を与えてあげられる。人が前を向くきっかけを作れる」

「織ならそうしてあげられるんだろうね」

「なに言ってるの？　麻結もそうだよ」

「ううん。私は特になにかを生み出せる才能があるわけじゃないから」

　ヘアメイクだって素人が趣味でやる程度。特別な技術もない。そんな私が織と同じ立場って、おこがましいにもほどがあるよ。

　私が俯きかけた瞬間、織の凛とした声が聞こえてきた。

「物を作ればそうなれるってわけじゃない。誰かの心を動かすには、相手を強く思う気持ちがないと。服を作れなくても服に対する深い思いを持つ麻結に、俺がいつも触発されるみたいに」

　織に真剣な眼差しを向けられ、不思議としぼみかけた心が息を吹き返し、膨らんでいく。

「私は、織にとって……」

　揺れる私の瞳には、柔和に笑む織が映し出されている。

「唯一無二の存在。代わりは誰もいない」

「織の役に……立てる？」

　今気づいた。私は自分で思っていた以上に、ハンナさんの言葉が大きくのしかかっていた。冷静になれば、人と比べる必要はないってわかるのに、彼女と比較して自分を過小評価して……。

　織は自信がなくなって今にも砕けそうになっていた私の心を包み込んでくれた。彼の微笑みを見るだけで、ピンと張っていた緊張が緩んで涙が出そうになる。

「麻結。俺はね。麻結からインスピレーションを受けるから一緒にいたいって思ってるわけじゃない。デザインとか取っ払っても、俺は麻結に隣にいてほしい」

　優しさの中に芯の強さを確かに感じられる。そういうふうに私を想って見つめられるのが、こんなにもうれしい。

「だってそうだろう？　仕事をするずっとずっと前から、麻結だけを想ってたんだ。もう麻結は俺の一部みたいなものだ」

　一緒にいた頃、織の気持ちに欠片も気づかなかった自分が情けない。けれど、過去よりも未来を見て、常に歩き続けたい。

　私は織の懐に飛び込んで、両腕を背中に回した。ものすごく照れくさいし、顔も上げられない。込み上げる想いをうまく表現できる気がしなくて、咄嗟に織に抱きついた。刹那、織に身体を引き剥がされる。

「……なんで？」

　拒絶された事実に、浮上した気持ちが急降下する。心が鉛のように重くなり、苦しさを堪え、ぎゅっと唇を噛んだ。

「なんで、って……。その格好で抱きつかれたら……さすがに抑えがきかなくなるだろうが」

「え？　……あ」

　指摘されて自分の身体に視線を落とす。すっかり忘れていた。お風呂上がりで、しかものぼせ気味だったせいもあって、かなり薄着だ。ショートパンツにタンクトップ一枚。

　理由がわかって、拒否されたわけではなかったとほっとしたのも束の間、はたと気づく。織をそろりと見上げた。

「もしかして、織……ずっと我慢してた……？」

「そりゃあ！」

　織は今日まで私と同じベッドを使っていたのに、平然と寝ていた。淡白なタイプなんだ、幼なじみの延長で意識せずにいるんだ、って勝手に解釈していた。

　織はがしがしと頭を掻きながら、ぼそっと続ける。

「好きな子が毎晩隣にいて、平気でいられる男なんていない。そうかといって、麻結の心の準備が整ってないのに押し倒すのは嫌だったし」

　織の言い分に驚いて、私はつい本音を零す。

「再会してから速攻、強引に押してきたくせに」

　触れてきたり、飲み会に私を呼ぶよう謀ったり、私のアパートに転がり込んできたり。織が戻ってきてから、振り回されっぱなし。

「麻結が本気で嫌がることはしなかったと思うけどな」

　そう。確かに、織はある一線はきちんと守って、キスも私のタイミングに合わせてくれた。とはいえ、終始、織に主導権を握られている気がしてちょっと悔しい。

　私は眉根を軽く寄せ、織を睨にらむ。勇気を出して息を吸い込んだ。

「もう準備……できたよ？」

　翻弄されっぱなしは嫌だ。

　織の動揺を誘うべく、似合いもしないセリフを口にする。照れずに、クールな顔でさらっと。異常なほど大きな自分の心音に、今にも負けそう。本当は必死なんだって、気づかれてるかもしれない。

「はっ？」

　すると、織らしからぬ裏返った声が返ってきた。織は目を大きく見開いて、私を穴が開くほど見つめたのち、静かに言った。

「それ、本気で言ってるのか……？」

　織の驚く顔が見たかったのは事実。でも、伝えた言葉は嘘じゃない。

　私はもうすっかり冷静ぶるのも忘れ、頬を赤くして俯いた。

「私だって、毎晩なかなか……眠れなかったんだから」

　狭いベッドの中で、どうしても織の身体に触れる。たちまち過剰に意識し始め、心音が大きく鳴って全神経が織のほうに集中して――。無心になろうとすればするほど、織の肌や体温、息遣いに反応する自分が恥ずかしかった。いっそ、自ら誘ってみようかって何度も頭を掠めた。私ばかり、よこしまな気持ちを抱いているんだって、横で寝息を立てている織の寝顔をこっそり見つめてた。

　素直に認められなかった。私は織にまったく意識してもらえていない事実が、もどかしかったんだ。

「……そう」

　ぽつりと放った織が精せい悍かんな顔つきをしていて、目を奪われる。

　彼はさっきまで動揺していた様子を微み塵じんも残さず、まるで別人。真顔で私の腕を掴み、部屋へと歩いていく。私は織に引っ張られて、ベッドの上に押し倒された。

「きゃっ」

　織は間近で獣のように鋭利な視線を向けてきた。初めて見る彼の煽せん情じょう的てきな眼差しに、胸の奥から熱が広がっていく。

「麻結を抱くのを何度も想像していたんだ。性急になるなって言うほうが無理。今夜は覚悟して」

　瞬きもできずに硬直する。私は織のかたちのいい唇が、やおら弧を描いていくのを見た。

「残念だけど、麻結は今日も寝られないね」

　薄く開いた口から、艶のある低音が零れ落ちる。その音が私の身体の芯を甘く震わせた。

「もう、心の準備はできてるんだもんな？」

　織は鼻頭を近づけ、やたらと柔らかな声音でささやく。

　心臓の音がうるさい。織に届いていそうなほどだ。こんなに緊張する場面は、仕事ですらもないかもしれない。でも嫌じゃない。怖くはない。

　――織となら。

「……うん」

　私は僅かに頷き、掠れ声で答えた。

　あとは、ひとつひとつの言動を覚えていられないくらい必死だった。織は蕩とろけるほど私を甘く、ときには激しく求める。私はただ、織にすべてを委ね、恍惚として彼の熱を感じていた。




「これ、ずっとあるよな。なに入ってるの？」

　お風呂上がりの織が、部屋の隅に置いていたダンボールを見て言った。

「あー、前に実家から送られてきたの。放置しちゃってた。アルバムだって」

「ふーん」

　織はすでに封の開いたダンボールから、おもむろにアルバムを一冊取り出して、パラパラと捲りだす。

「あっ。ちょっと勝手に見ないでよ」

「別にいまさら見られて困らないだろ」

　アルバムに手を伸ばすもあっけなくかわされ、私の腕は空を切った。

　そりゃ高校までずっと一緒だったわけで、織に知られてまずい内容なんてないとは思う。とはいえ、アルバムってなんだか恥ずかしい。ひとりベッドの脇で、そわそわと織を見つめる。

「これは……？」

　織の不思議そうな声が気になって、思わず立ち上がった。アルバムの中を覗き込もうとした矢先、紙が数枚ひらひらと足元に舞い落ちる。

「なにこれ……あっ」

　拾い上げる途中で正体がわかり、慌てて織を仰ぎ見た。織はニッと口の端を上げ、数枚のうちの一枚を私に見せつける。

「懐かしいな。『有名なファッションデザイナーのおよめさん』だって。改めてすごい発想だよなあ」

「ちょっ……返して！」

　私は必死になって、織の手から紙を取り上げる。

「すごいな。大事に取っていたんだ」

「お、お母さんが勝手に！」

　けらけらと笑う織を睨みつけ、口を尖とがらせて反論した。

　私の手の中には、私が小学生のときに書いた落書きみたいな洋服の絵。左端に女の子……自分がいて、右側のスペースには所狭しといろいろな色やかたちの洋服を描いている。そして用紙の縁に添って、『有名なファッションデザイナーのおよめさんになりたい』という願望が、一字一字丁寧に書き綴られていた。

『お母さんが勝手に』と言ったけれど、これを描いたときのことは鮮明に覚えている。当時、ひそかに思いをしたためた絵を、母にも誰にも見られないようにどこかに隠していたのだ。

　いつしかこの絵の存在も忘れていた。母は掃除をしていて、たまたま見つけた私の絵をアルバムに挟んだんだろう。

「あはは……。ほんと、今見るとものすごい恥ずかしい……。自分の不器用さに気づいても、どうしてもあきらめきれなかった気持ちが表れてるよね。必死過ぎて笑っちゃう」

　過去の自分と向き合わされている気がして、堪らず落書きを胸に押し当てて見ないようにした。

　織は床に散らばったほかの絵を、一枚ずつ拾い上げる。

「子どもの夢とはいえ、当時、麻結がすごい落ち込んでたのを俺は知ってる」

「落ち込んでたって……。子どもの夢だよ？」

「頑張れば頑張るほど、自分の理想と現実とのギャップに焦ってたのも見てきた。年齢は関係ない。麻結は本気だった」

　笑ってごまかそうとしても、織は真面目に返してくる。それがまた図星を突いていて、うまく取り繕えない。しかしなんとか口角を上げ、明るく振る舞う。

「ええー。織は本当に全部お見通しだったんだね！」

　織のお母さんに裁縫を習っても、一向に上達しなかった。頑張っても頑張っても、織みたいにうまくできなかった。自分の思い描く未来が、とてつもなく遠く感じた。

　たかが、十歳過ぎの子どもの夢。けれども確かに今、私の原点にもなっているのは、当時の思い。燻くすぶる感情が蘇る。

「だから、わかってる」

　織が長い睫毛を伏せて、そう口にした。

「も、もう。これ以上、なにをわかってるって言うの」

　常に隣にいた織だ。核心をついてくる気がしてドキリとする。

「『ファッションデザイナーのおよめさん』は、必死に考えた結果たどり着いたものだったんだろ。自分で思う通りの服を作れないのなら、人に協力してもらうしかないって」

　織の見解は寸分の狂いもない。我ながら短絡思考だと失笑する。

「……ね。本当に私って、図々しいっていうか」

　自分だけで叶えられないのならと、誰かに……織に頼ってでも夢見ていたかった。幼かったとはいえ、浅はかすぎる。

　堪らず苦笑した瞬間、額にキスが落ちてきた。びっくりして顔を上げるや否や、今度は優しく抱きしめられる。

「俺はそんなあきらめの悪い麻結が、すごくいじらしく思えたんだ」

　私の手には、当時の夢が残ってる。それごと私を包み込んでくれる織は温かい。

「麻結は覚えてる？」

　頭のてっぺんに、笑みを含んだ優しい声が落ちてきた。私は織の胸に頬を寄せたまま、ぽつりと返す。

「なにを？」

「俺が一度、麻結の絵を真似て服を作ったときのこと」

　すぐに思い出せる。ノースリーブワンピース。肩にリボンの飾りがついて、ウエストにも同じ色のリボンを巻いたデザインだった。

　私は、まるで自分の落書きから飛び出してきたような洋服に一瞬で魅了され、織に『すごい』って何回も言った。織からは、『袖のないワンピースだからなんとか作れたんだ』と、淡々と返されたのも覚えてる。

　小学生なのに洋服を作れる織が心の底から羨ましく、同等以上に尊敬の念を抱いた記憶。

「覚えてるよ。平面で拙つたない私の絵を、こんなふうに再現できるんだって驚いたから」

「それだけ？」

「え？」

　彼の求める答えが思い当たらない。

「そのときの会話は？」

「会話？　なんか話したっけ？」

　私が覚えているのは、無表情の中にも照れくささを感じさせる織と、白地の軽やかなワンピースの着心地だけ。

　織は大きな手のひらを私の顔に添え、口を開く。

「麻結、俺が作った服抱きしめて、『織が作る服はずっと麻結が着る！』って」

「え。嘘！　そんな図々しいこと言ってた？」

　まったく記憶にないが、織が言うのなら事実なのだろう。子どもとはいえ、自分の発言に度肝を抜かれる。

「そういう素をさらけ出してくれる麻結が可愛かった。俺を独占したいって言われているみたいでうれしかったんだ」

　羞恥心に駆られ、織を直視できない。ドキドキしていると頬を撫でられる。そろりと目線を上げたら、織が微笑んでいた。

　指先の些細な動きと、ほんの少し細めた瞳。たったそれだけで、織の深い愛情が伝わってくるから不思議。

　織はあの頃から、本当にそこまで私を想っていてくれてたの……？

　考えるだけで表情が緩みそう。私は唇にきゅっと力を入れ、にやけるのを堪えた。ふとハンナさんの言葉が頭の中で響く。

　――『シキはレディースもののオーダーは引き受けなかった。シキがそこまで頑なになるのはなぜか……理由はわかるわよね？』

　舞い上がっていた気持ちにブレーキがかかる。私は織の胸に両手を置いて、そっと押した。

「まさか……私のその言葉が……織がレディースを作らない理由なの？」

　彼女ははっきり、『あなたのせい』と牙を剥いてきた。あのときはピンと来なかったけど、やっぱり私が……？

「そうだけど」

　懸念していた答えを、織は飄ひょう々ひょうと言った。

「なっ、なんで！」

　何気なく自分の口にしていた言葉が、織の足あし枷かせになっているとは思いもしなかった。

　私はひどく動揺しているのに、織のほうはこれっぽっちも表情を変えない。それどころか、さらりと答えた。

「だって、麻結のことを考えて作ったものは、ほかの人に着せられない」

「え……」

　だって、ハンナさんが見たスケッチブックには膨大なレディースのデザインがあったって。すべて私を思い出しながら描いたっていうの？

　織の愛情の大きさがうれしい反面、ハンナさんに指摘された通り、彼の才能を独り占めしている気がして複雑な心情になる。

「俺が麻結の夢を表現する。俺の夢は、麻結の笑顔を守ることなんだ」

　織の真剣な双眸から彼の本気が窺えて、頭が真っ白になった。私は数秒沈黙し、重い口を開く。

「どうして……。織はデザイナーとして、もっと世界を広げられるのに。私を中心に考えるって、おかしいよ」

　まさか、織がこんなにも昔の私の言葉に影響されているなんて。きっかけになれたのは誇らしいけれど、現状じゃハンナさんの言う通り、私が足を引っ張ってるのも同然だ。

　織は一歩下がった私の手を、力強く引いた。

「おかしいだって？　俺は初心を捨ててまで成し遂げたい夢なんかない」

　彼の言葉に心臓が大きく脈打つ。

　織に掴まれた私の手には、子どもの頃の夢を握ったまま。私は過去に描いた自分の夢を、今一度見つめる。

「この仕事をしたいって思えたのも、迷わずフランスへ行けたのも、今、服を作るモチベーションを保っているのも全部……俺の中に麻結がいるからだ。もしそこが揺らいだなら、俺はペンも針も持てなくなる。絶対に」

　昔の純粋な気持ちを大事にしてきたからこそ、今の自分がある――その気持ちはわかる。私も織と同じ。

　私は抵抗するのをやめ、織の目を覗き込む。

「あのね……。素直に言えば、織の特別なのはうれしい。でも私には相応の力がない。どうしても気が引けるの。織は世界で必要とされる人。だったら私は織の才能を広めたい。もっと活躍している姿を見たい」

　織は「ふ」と笑って、掴んでいた私の手を解放する。

「麻結はずいぶん、絵がうまくなったんだな」

「は……？」

　つい雰囲気にそぐわない素っ頓狂な声を上げてしまった。織はゆっくり部屋の隅にある簡易デスクに向かう。

「そ、それっ……！」

　織がなにに手を伸ばしているのかピンときた瞬間、私は足を踏み出した。しかし間に合うわけもなく、隠したかったものはすでに織の手中だ。

「ごめん。この前たまたま落としてノートの中身が見えた」

「ええっ」

　慌てる私の前で、堂々とノートを捲る。

　私の秘密のノート。店舗のディスプレイを考えたりして、ときどき自分の欲しい服を描いたりもしているもの。要するに、アルバムに挟まっていた落書きの延長を今も続けているのだ。

　過去を思い返すだけで恥ずかしいって言うのに、現在のものまで知られるなんて。もうどんな顔していいのかわからない。

「織、やめてっ。返してよ」

「こういうのが、本当に健けな気げ」

　ノートに飛びつくや否や、織にくしゃくしゃと前髪を乱される。あっさりとノートを取り返した私は、きょとんとした。織は次に自分の手帳を持ってきて、ファスナー部分を開く。

「実は麻結に言ったら怒られるだろうなって思って黙ってた」

　折りたたまれた紙に嫌な予感が過る。

「なに、それ……」

　だいぶくたびれた紙から察するに、かなり昔のメモみたい。

　ハラハラとした心境で、紙を開いていく織の指先を見つめる。中身が目に飛び込んできた瞬間、バッと顔を背けた。

「待って！　それも私が昔描いたものじゃない！　どうして織が持ってるのよ！」

「麻結が俺の部屋に置きっぱなしにしていったから。当時なにに影響されてたんだか、ボタンを押したら衣装が変わる設定だって。ほら、ここに説明まで書かれてる」

　私ばかり辱めを受けて、もう羞恥に耐え切れない。過去の自分の行動を後悔する。

　織が無邪気になって、背を向けていた私にその紙を見せようとする。私は堪らず、ぎゅっと目を瞑った。

「もう、本当にやめてよ！　私ばっかり恥ずかし……」

「これはなかなか苦労した。まあ完成したあとの麻結の驚く顔を想像したら、断然楽しさのほうが勝ってたね」

「は……？」

　苦労した、って。織の口ぶりは、まるですでに作り上げたみたい……。

　無意識に織の手の中の懐かしい絵を視界に入れる。かたちや色合い、雰囲気……。最近、どこかで見た気がする。記憶を辿っていくと、ピンと閃いた。

「これっ。休みの日に私が着た服？」

　ウエストリボンを解いて変形した服だ。

　織は目を剥いた私を見て破顔する。

「大変だったけど、実際に着せて麻結がびっくりしていたのを見て、めちゃくちゃ満たされた。ああ。俺が服を作る意味はやっぱりこれだ……ってね」

　あのワンピースは、小さい頃の私のデザインだった……？

　織の横顔を複雑な心持ちで見つめる。

「でもこれ……ハンナさんの案だったんじゃ」

「は？　どうしてハンナが出てくるの」

　即答されて、私のほうがなぜかたじろいだ。織は真剣な顔つきで、私の言葉を待っている。

「ハンナさんが、一緒に作った……って言って」

　確かに彼女からそう聞いた。相当ショックを受けたのに……織の反応から察するに、嘘だったの？　私を織から遠ざけるために……とか？

　次の瞬間、織の大きなため息が聞こえてきた。

「はあ。一緒にってハンナが？　弁明させてもらえば、これまで一着を共同で作ったことはないよ。お互い自分の仕事で手いっぱいだ。手伝う余裕なんかない」

　織は辟易して零すなり、軽く首を横に振る。ぴたりと止まったあと、ぼそっとつぶやいた。

「あれは、偶然ハンナが俺のアパルトマンに来たときに知られたんだ」

　アパルトマン……織のアパート？　ハンナさん、織の部屋に行ったりするんだ。まあ、仕事上唯一のパートナーだもん。そういうこともあるんだろう。……って思わないと、どんどん気持ちが落ちていっちゃう。

「麻結？」

「あー、そうだよね。サクラは人気のブランドでオーダーもひっきりなしだろうし。想像を絶するほど忙しいんでしょ。それなのに、よくあの服を作ったよね。ほかにも何着かあったみたいだし。ちゃんと休んでるの？」

　本心を悟られたくなくて明るく振る舞おうとすればするほど、意に反して嫌な言い方になる。織にジッと見られたら、すべて見透かされていそうで怖い。

　ハラハラしていると、ふいに織の口元がほころぶのを見た。

「麻結の服を手がけているときは、麻結に触れている気がして心が落ち着くんだ。五年間、会えないのを我慢する代わりに服を作ってた」

　これ以上の告白ってない。織の言葉の意味を受け止め、たちまち耳まで熱くなる。しかし、どうしても彼女の存在が引っかかった。

「ハンナさんは、全部見て知ってるの……？」

「え？　いや。わざわざ見せたりもしないし、たまたま来たとき……」

「……しょっちゅう、アパートに来るの？」

　織の答えに声を重ねて尋ねた。これじゃあ、私の気持ちがダダ漏れだ。そうわかっていても、理性を保てず感情に走っちゃう。

「麻結……もしかして、やきもち？」

　きょとんとして聞き返され、居た堪れなくなる。

　私、いつから織に対してここまで独占欲が強くなったの？

　これまで織を誰かに取られる不安だとか、織が離れていくだとか深く考えていなかったのかもしれない。もっとも、五年前までの織は今の織とは全然違っていて、ずっと私がそばにいなきゃって無意識に高をくくっていたのかも……。だとしたら私って、元々織への独占欲があったんじゃ……。

「しっ、知らな……きゃあ！　ちょっ……し、織!?」

　ごまかそうとした矢先、長身の織に頭からすっぽり覆いかぶさられる。

「やばい。めちゃくちゃ可愛い」

　視界が閉ざされたら、自然と聴覚や嗅覚が研ぎ澄まされるみたいだ。織のうれしそうな声と、柔軟剤の匂いに混じった彼の香りに頭の奥がくらくらする。心臓がバクバクいって、息が苦しい。

　織の腕の中で微力ながら抵抗すると、彼の手が緩んでいった。ほっとしたのも束の間、顎を捕らえられ、唇を奪われる。

「あ、んん……っ」

　ふいうちのうえ、次第に濃厚になっていくキスに酸欠になりそう。苦しささえも、織の気持ちの大きさかと思えば愛おしい。胸の奥が締めつけられ、目じりに涙が溜まる。口がゆっくり離れていったあと、浅い呼吸を繰り返す。気づけば足の力も抜けていた。織に支えられていなければ、この場に座り込んでいただろう。

　動悸を落ち着けようとしていたら、いきなり抱き上げられる。視点が一気に高くなり、小さな悲鳴を上げた。織は無言で私をベッドに横たえる。

　そろりと瞼を開くと、目前には情欲に満ちた男性の表情に変わった織。私の足を跨またぎ、艶めいた眼差しで私を捕らえて離さない。

「嫉妬して、俺のキスで涙目になって甘い声出して……熱っぽい視線向けて。俺を煽ってるとしか思えない」

　しなやかな腕が顔の横に置かれ、ギシッと音を立てて沈む。視界いっぱいに織が映り込み、咄嗟に俯いた。

「織、待っ……ん」

　私の抵抗はささやかなもので、織は易々と口を重ね、私を甘く溶かしていく。

「無理。麻結が可愛いのが悪い」

　私が悪いって言ったって……。胸が激しく騒ぎすぎて、言葉も発せない。ただ瞳を潤ませ、テレパシーを送るかのごとく織を見つめ続ける。

　どうしよう。心臓が壊れそう。困惑しているわけは、自分の意思がはっきりとわからないから。触れられて嫌悪感はない。織の色素の薄い瞳に自分が映し出されれば胸が震えるけど、怖くはない。

　織がかたちのいい唇を寄せてくる。きっと柔らかな感触とともに、声を出す自由を奪われる。そう想像した瞬間、大きな感情の波がせり上がってくる。

　おもむろに織の綺麗な顔が近づいてきて、私は彼の熱い吐息を感じ、ぎゅっと瞼を伏せた。

「麻結はこうされるの、嫌？」

　織はすらりとした指先を、私の首筋につっと滑り落とす。鎖骨までなぞられ、背筋がぞくぞくと甘く震える。同時に胸の奥が苦しくなり、身体が疼うずいた。

「嫌……じゃ、ない。けど……もうさっき」

　私が掠れた声でどうにか口にした答えを、織は妖艶な微笑で受け止めて言う。

「俺は何度だって抱けるよ。麻結が相手ならね」

　そうささやいては貪むさぼるようなキスを繰り返し、私の全部を慈しむ。

『覚悟して』という宣言通り、全身にキスの雨が降り注ぐ。私はもう声を堪えきれなくて、途中から無意識に織の肩に口を押し付けていた。




　ベッドの中で織に背を向けて丸まる。さっきまでの甘い時間を思い出すだけで顔から火が出そう。恥ずかしすぎて、織と向かい合うこともできない。

　織が背中越しに話し始めた。

「麻結、俺と比べて相応な力がないって言ってたね」

　掘り起こされた話題に私は苦笑した。

「井野さんの前でカッコつけたくせに笑えるよね。私も心のどこかで有名デザイナーの織と比べて差を感じてるなんて」

　それは織だけでなく、ハンナさんに対しても。いくら頭でわかっていても、焦る気持ちはごまかせなかった。たぶん織を特別だと認識したから、過剰に意識しちゃうんだと思う。

　刹那、気まずい心ごと織に後ろから抱きしめられた。

「俺たちデザイナーが作った服を、麻結は心を込めて全力で売ってくれてるんだろ。俺にはそういう力はない。俺たちは常に支え合ってる関係だ」

　私は胸の前で交差する織の腕に、そっと手を添える。

「人によっては地味な仕事だって思うやつもいるかもしれない。だけど、俺は麻結のポジションはすごいと思うし、助けられてるって感じるよ。売ってくれる人がいて、俺たちデザイナーはまた新しい服を作れるんだ」

「そう……かな。でも織はやっぱり特別でしょ。直接お客さんからオーダーを頼まれるって、すごいよ」

「俺がそうなれたのは、麻結のおかげだって言ってるだろ」

　凛とした声にドキリとした。

　再会して、何度も同じセリフを言われた。その度に、自信がなくて受け止めきれなくて逃げていた。ハンナさんに私が足枷になっているって責められて、余計に落ち込む気持ちに拍車がかかった。

　しかし、織はたったの一度も表情を曇らせたりしなかった。澄んだ双眸でまっすぐ私と向き合って……私の夢を真剣に思っていたのだと伝えていた。

「レディースについては気にしなくていいよ。どのみち、これまでずっと現状で手いっぱいなんだ。それより、麻結が進む道に迷ったりわからなくなったりしたんなら、今度は麻結が俺についてきたらいい」

　ゆっくり後ろを振り返る。織と久方ぶりに視線を合わせてみたら、やっぱり純粋で綺麗な瞳をしていた。

「俺が何度でも思い出させてやる。麻結の原点……ただ服が好きで仕方がないっていう気持ちを」

　そうだった。難しい感情とか取っ払って、残るものだけを見つめ直せばいい。私は誰かに勝ちたいとか、実力を認めてもらいたいなどとは思ってない。

　服が好き。それにかかわる今の仕事が好き。

「うん。ありがとう。なんか、すっきりした」

　胸のつかえが取れた。こんなふうに、余計な感情に流され沈んだ私を簡単に引き上げられるのは織しかいない。

　私よりも私をわかっていそうな彼だけ――。




　金曜日になった。今日は新宿のショッピングモール内の店舗に来ている。夕方六時には、人通りが多くなってきた。

「わあ。それ、新作ですか？」

　事務仕事が落ち着いてダンボールを開けていた私に、松本さんが明るい声で言った。

「うん。ちょっと落ち着いた色味で大人っぽくて素敵だよね」

　私が手にしているのはフォーマルドレス。すでに秋冬物でベルベット生地を部分的に取り入れたドレスだ。まだ八月にもなっていない今の時期に？と思われるかもしれないが、アパレル業では季節の先取りは当たり前。カラーラインナップも季節に合わせ、定番のブラック、ネイビーのほか、ボルドーと暗めのグリーンが展開されている。

「色合いもそうですがドレープとか、かたちがすごくいいです。思わず目を引かれちゃう」

「うちのドレス担当のデザイナーは、元々ウエディングドレスをデザインしてた人だもの」

　そんな会話をしていたら、ポケットの中のスマホが振動した。ちらっと確認すれば相手は織。ポップアップ画面に【週末だし、外でご飯食べない？】とあった。私は返信はあとにしてスマホをしまう。

「瀬越さん、なんだかうれしそうですね。もしや彼氏ですか？」

「ちっ……がわなくはない……かな」

　松本さんの鋭い指摘に、咄嗟に取り繕えず狼狽える。なんだか気恥ずかしくて、声が尻すぼみした。

「え～！　いいなあ！　どんな人ですか？」

　松本さんは生き生きとした目で食いついてくる。

　こういう話題は不慣れ。しかも彼氏が〝幼なじみで世界的に有名なデザイナー〟と言ったら、大変なことになるに違いない。絶対、私には対処できない事態になる。ここはもう話題を早く変えよう。

「私の話はいいから。ほら。仕事途中！　早く片付けよう」

　スーパーバイザーの威厳を使って、無理やり流れを断ち切り仕事に戻す。彼女は渋々「はーい」と答えつつ、物足りなげに口を尖らせていた。若干悪い気もしたが、本当に今は業務中だ。彼女もわかってくれるはず。

　作業を再開し始めたとき、松本さんがドレスを身体に合わせながらぽつりと言った。

「もし瀬越さんが結婚するってなって、二次会だけでも招待してもらえたなら、私このドレス買って着ようかな」

　私は目をぱちくりさせたあと、「ふふっ」と笑う。

「松本さんはグリーンが一番似合いそうだね」

「そうですか？　わあ、ますます着てみたいなー。瀬越さん、早く結婚してくださいよ～」

「えっ。いや、それは……」

　うっかり返事をしたら、また話題が振り出しに戻ってしまう。あたふたする私に、松本さんは顔を近づけてきた。

「そうだ！　ウエディングドレス作れるデザイナーが社内にいるなら、オーダーできるんじゃないですか!?　自社ブランドでオリジナルのドレスをオーダー……いいじゃないですか！」

「さ。私、これ売り場に出してくる」

　名案とばかりに手を打った松本さんを置いて、そそくさとその場から逃げる。松本さんはもっと話したそうに、「瀬越さーん」と甘えた声を上げていた。




　それから午後七時を過ぎた頃、店を出た。織には【了解。仕事終わったら連絡取り合おう】とメッセージを入れておいたが連絡はない。ひとまず、こっちの業務は終わったとだけメッセージを追加して入れよう。

　ショッピングモールのソファでスマホを弄っていたら、近づく人影に気づいて顔を上げた。

「マユ。間に合ってよかった」

「えっ。ハンナさん！　なぜここに？」

　予想外の人物を前に、メッセージ作成の途中で手が止まった。ハンナさんは驚く私を見下ろし、ニッと笑う。

「スピンのスタッフにマユの居場所聞いたの。ワタシが今日できる仕事は終わったから。シキに言われて迎えに来たのよ」

「織に……？」

　つい訝いぶかしくなって眉根を寄せた。

　織がハンナさん伝いに予定変更を知らせたりする……？　そもそもハンナさんだって私をよく思ってないし、接触したくもないんじゃないかな。

　どう考えても怪しくて、私は手にしていたスマホに指を落とす。

「あ、今コールはだめ。シキは大事な打ち合わせが長引いてるの」

　電話で確認するのが早いと思ったのをハンナさんに止められた。迷いつつも、彼女の話が本当であれば邪魔になると判断し、スマホを持った手を膝の上に戻した。

「織はなんて言ってたんですか？」

　あまり探りを入れたら失礼かもしれない。だけど、この状況で信用するのは難しい。

　彼女は私に警戒されても憤慨する様子も見せず、淡々と答える。

「マユを連れてホテルで待っててって。あ、ごめんなさい。ワタシもちょっとシキに用があるの。ついさっきフランスから急ぎの仕事のメールが来てたから。同席させてもらうわ」

　ジッとハンナさんを見る。嘘かどうか、まったくわからない。

　腑ふに落ちない部分はある。彼女の説明が本当じゃなくても、あとで織と連絡を取ればわかること。織からメッセージもないし、ひとまずハンナさんについていってみようか……。

「わかりました」

　私はソファから立ち上がり、ハンナさんの一歩後ろをついてショッピングモールをあとにした。




　数十分後、本社から目と鼻の先にあるホテルに到着した。ハンナさんは上階のラウンジに入り、ウエイターにあとでひとり増える旨を伝える。私たちは窓側の四人がけのテーブル席に案内された。柔らかなクッションの椅子に腰を下ろし、ハンナさんと向き合う。

「オーダーは？」

「コーヒーで」

　私の答えを聞き、ハンナさんはすぐにオーダーを済ます。私はウエイターが立ち去るのを横目で見て、スマホに手を伸ばした。

　まだ織に連絡を入れていない。ハンナさんを疑って悪いけれど、こっちの状況を伝えておいたほうが賢明だ。

　私が端的にメッセージを入力して送信した直後、ハンナさんはせせら笑う。

「心配性ね。シキはちゃんと来るわ」

　どうやらすべて見透かされているようだ。私はなにも言わず、スマホをテーブルの隅に置いた。少ししてコーヒーが運ばれてくる。カップに手をかけようとした瞬間、スマホに着信がきた。織だ。

「もしもし」

『麻結！　今どこ？　なにがどうなって……』

　織の慌てた声で、やっぱりハンナさんがなにか仕掛けているのだと確信するや否や、ハンナさんがスマホを横取りした。唖然として硬直する私の目の前で、彼女は微笑を浮かべながら通話を始める。

「Salut,Shiki!　ちょっと仕事の件で話があるの。マユも一緒だし、問題ないでしょ？　ワタシが宿泊してるホテルのラウンジにいるわ。じゃあね」

　彼女は私の目の前で一方的に話をして、電話を切る。すでに待受画面に戻ったスマホを返され、愕然とした。

「ハンナさん……。やっぱり嘘なんですよね？」

「嘘ではないわ。シキに仕事の話があるのは事実だし、彼もちゃんとここに来る」

　結果論で片付けられて放心する。こんなに横暴な話ってない。私が不満を露わにしても、彼女は涼しい顔をしてコーヒーを飲んでいる。

　約十分後、息を切らした織がやってきた。織は私を見て安堵した表情を浮かべるのも束の間、厳しい目つきでハンナさんに噛みつく。

「麻結ごめん。ハンナ、いったいなにしてるんだよ。説明しろ」

　ハンナさんは動揺せずに、さらりと返した。

「さっき電話で言ったでしょ。仕事の話だって。とりあえず座ったら？」

「だとしたら、麻結は関係ないはずだ」

　ハンナさんが席に促すのも聞かず、織は立ったまま即答する。ふたりの応酬を固唾を呑んで見ていたら、ハンナさんに色素の薄い瞳をこちらに向けられた。

「関係あるわよね？　マユ」

　彼女の鋭い視線にピンとくる。以前から、織を説得してって言われていた件だ。

「今日、オフィスのメールがいろいろと転送されてきたわ。新規オーダーも入ってる。中にはシキにドレスを……って依頼もいまだにあった」

　ハンナさんが矢継ぎ早に用件を言うと、織は辟易した様子で頭を抱える。

　レディースのオーダーって。織が受け付けていないとわかっていても、世間からは次々に依頼が来るんだ。

「どのみち、仕事はたくさんあるわ。悠長に恋人ごっこを楽しんでる暇はないの」

　恋人ごっこ……。確かに傍はた目めからみたら、再会して数日で一緒に暮らしたりして、嘲笑される行動なのかもしれない。でも、他人にバカにされる筋合いはない。

　彼女はぎゅっと口を一文字に結ぶ私を一いち瞥べつし、ルームキーをちらつかせた。

「シキ。あのあと、ここの部屋を取り直しているわ。すぐマユのアパルトマンから戻ってきて。向こうでは朝まで一緒にデザイン描いてたじゃない。こっちに来て、ちゃんと仕事してるの？」

　私はハンナさんに言い返したいのを、ギリギリで堪えた。私たちの関係については口を挟めても、仕事に関しては見守るしかない。

「ご心配なく。今はインプットの期間だと思ってるから」

　織はあっさりと返し、私の元にやってきて手を差し出してきた。

「行こう、麻結」

　私がそろりと指先を乗せて席を立つと、織はハンナさんになにも言わぬまま、私の腰に腕を回して立ち去ろうとする。

「えっ……」

　こんな状態で終わっていいの？　確かにハンナさんのやり方や言い方は一方的で強引だ。しかし、彼女は紛れもなく織の仕事のパートナー。仲なか違たがいをした状態だと、よくない影響が出そうなもの。

　ちらりとハンナさんを見たら、わなわなと唇を震わせている。私は織に抵抗するように足を止め、口を開いた。

「ねえ、織――」

「未来の世界的有名デザイナーの独り占めはどんな気分？」

　私が織を呼び止めるのとほぼ同時に、ハンナさんに嫌味を投げかけられる。

「私は……織を束縛しているわけではないです」

「同じよ。現に今、彼はあなたのせいでレディースラインをまったく手がけないんだからね」

　鼻で笑われ、さすがにカチンときて織の腕から離れてハンナさんの前に立った。

「確かに織に制限させているのかもしれない。でも私はあくまで織の意思を尊重してます。あとは、私は私のやるべき仕事をするだけ」

　誰かのためになにかをするのもいいと思う。が、まずは自分の気持ちに正直に、自分がしたかったことを全うしたい。

「これからも織の創作意欲を掻き立てる存在でいたい。私は自分の道を信じます」

　もう不必要に周りと自分を比べたりしない。

「そう。その表情が俺の原動力」

　人目もはばからず、織は私の顔を包み込んで極上の笑みを見せた。

「シキ！」

「ハンナ。きみが俺を買ってくれているのはうれしいが、俺は作りたいものしか作らない主義なんだ。きみはそんな俺を支持したから、サクラに来たんじゃないのか」

　彼女をすぐさま制止する織の反論に、内心首を傾げる。

　ハンナさんが、断固としたプライドを持つ織に同調してサクラに……？

「きみの家が代々受け継いでいた仕立屋からファストファッションの会社にシフトチェンジし、オーダーメイドにこだわりを持っていたきみは、どうしても納得ができなかった。だから俺のところへきたんだろう」

　織に言い返せないハンナさんを凝視する。

　そういう経緯があったんだ。彼女のオーダーメイドに懸ける思いを知り、ただ気が強い女性なわけではなかったのだと印象が変わった。信念や守りたいものがあって、織にぶつかっていっているんだ。

「だけど！　シキが見てる世界は、ほかの世界的トップデザイナーと比較して極端に狭すぎる！」

「ほかは関係ない。俺は誰かと競ってるわけじゃない」

　取り乱したハンナさんの言い分にも、織は厳しい声音で一蹴する。あまりに鋭い表情に、ハンナさんももうなにも返せないみたいだ。

　強張った空気の中、私は織と向き合った。

「織……。私も本心ではやっぱりもったいないなあって思ってるよ」

「もったいない？」

　織は感情の切り替えができていないようで、私に対しても眉間にしわを寄せて聞き返してきた。ハンナさんも見守る中、私はゆっくり頷く。

「現に織の服を着たいって思っている女性がたくさんいるんでしょう？　織の生み出す作品はそれだけ多くの人に求められていて、愛されてるんだよ」

　それって、すごい。たくさんの人たちが魅み入いられるわけは、織の才能。そして、それ以上の努力があるからだ。

「本当に気が進まないなら無理強いはしない。ただひとつ言わせてもらえるなら、私ひとりじゃ身体が足りないと思うな。織はこれからもたくさん服を作るんだろうから」

　織が立っている場所は、誰かが簡単に到達できるところではない。稀け有うな存在だからこそ、できれば織には織にしか成せないことをしてほしいと願ってる。

　織は睫毛を伏せ、ぽつりと答える。

「……考えておくよ」

「うん」

　私の想いを少し汲んでくれたと感じ、笑みが零れる。

　きっと、今すぐに考え方が変わらなくても、織の視野は徐々に広がっていく。だって私たちには、時間がまだまだある。

「まあ、麻結を手に入れてからこれまで以上にイマジネーションがあふれてくるし……機会があれば」

「機会はもうあるでしょ。お客さんと繋がるサクラっていう素敵なきっかけが」

　私が返すと織は眉じりを下げ、「ふ」と笑った。

　織のその笑顔が好き。

　私たちは自然とお互いに見つめ合い、微笑んでいた。すると、横から低い声が割り込んでくる。

「……によ。ワタシが毎日のように説得しても、全然聞く耳も持たなかったくせに！」

　ハンナさんは真っ赤な顔で、綺麗なネイルを施した爪を手のひらに食い込ませている。かける言葉が見つからず黙っていたら、織が穏やかな口調で語りかける。

「ごめん、ハンナ。でも一緒に仕事をしていたんだ。俺の世界がなにで回っていたか、とっくにわかっていただろ？」

　織はそう言うなり、私の肩を抱き寄せた。

「まったく、付き合ってられないわ！　なによ、バカバカしい。イチャつくなら他よ所そでやって！」

　織は投げやりに言い捨てたハンナさんの手から、ルームキーを奪う。

「じゃあ、遠慮なく」

　戸惑う私をよそに、織は私の手を引いてラウンジをあとにした。エレベーターに乗るなり、織はさらに上を目指す。

「ちょっと織、どこに……」

　もしかして、織はハンナさんが新たに取った部屋に向かってるんじゃ……。織とふたりでホテルの一室を目指すって非日常的で、やたらと心臓が騒ぐ。目的の最上階に止まる寸前、織は私に口を寄せた。

「麻結、俺が一緒にアパートで暮らすようになってベッドが狭かったんだろ？　今日は広いベッドで寝よう」

　甘い声を耳元でささやかれ、咄嗟に肩を上げて目を瞑る。次の瞬間、ポンと音がしてエレベーターの扉が開いた。ここを降りたらどうなるかなんて……もうわかる。

　私はだんだん恥ずかしくなってきて、足を動かせずにいた。

「ひゃあっ、ちょっ……」

　織にひょいと抱え上げられ、慌てふためいた。私に構わず、織は表情も変えずに歩みを進めていく。部屋にたどり着き、中に入るなりキングサイズのベッドに降ろされた。体勢を整える間も与えられず、織は足元からじりじりと迫ってくる。

「織……待っ――ンッ」

　私の言葉を遮って、織は噛みつくようなキスをした。

　心の準備ができていない。荒々しいキスについていく余裕もなくて、容易に呼吸を乱される。鼻梁を何度も交差させて唇を貪られるうち、自分の頬が紅潮していくのがわかる。ようやく距離ができたときには、すでに声もまともに出せないくらい頭の奥がボーッとしていた。

「し……き」

「やっぱり、俺は自分の作品を麻結に褒められるのがうれしい。それに俺のことを真剣に考えてくれる麻結が……最高に可愛かった」

　やさしく髪を撫でられ、愛しそうに目を細めた織が瞳に映る。

「ごめん。今はなにも気にせず、思う存分麻結を抱かせて」

　再び影を落とされたあとは、恍惚としてまっさらなシーツの波間で織の熱を感じていた。










きみに染まる




　週明けの月曜、織が無茶を言って結局一緒に出社する羽目になった。

　私としては、社内の人間に私たちの関係を知られたら大騒ぎになるかと思い、あえて目立つ行動はしたくなかったけれど。

「大丈夫だって。『途中で会いました』って言えばいい話だろ。そもそも俺たちの関係を話したっていいんだし」

「いや、さすがに新店オープン直前にそれは……」

　しどろもどろになって返しつつ、ふと新店オープン後が頭を過る。

　私たちの関係をオフィスで言うも言わないも、織は今回の仕事が終わればフランスに戻る。だったら、わざわざ説明しなくてもいい気がして。っていうか、織が行っちゃったら……当然、遠距離恋愛になるわけだよね。織が一時帰国してから毎日めまぐるしくて、そこまで考えられなかった。

　これまで離れていても頻繁に連絡は取り合っていた。しかしそれは、あくまで〝幼なじみとして〟。恋人となった今、これまで通り織とは長らく触れ合えない生活に戻って……私、不安も不満も感じないとは言い切れない。

　ジッと織を見る。私の視線に気づいた織が首を傾げて微笑んだ。

「どうかした？」

「……あのね」

「シキ！」

　オフィスに着いて玄関をくぐろうとした矢先、高い声がして振り返る。同時に、見知らぬ外国人女性が織に抱きつき、頬にキスをしているのを目の当たりにした。

「ソ、ソフィー？」

　織は多少困惑してはいるものの、取り乱すほどではないみたい。加えて、彼女の名前を口にしたのを耳にして、知り合いなんだと察した。

「どうして日本に？」

「シキがいるって聞いたです」

　私たちの間に割って入ってきたのは、百七十五センチ以上ありそうな長身のすらりとした女性。ちょっとイントネーションに違和感のある日本語を話してる。一瞬、ハンナさんかと思ったけれど、ブロンドのロングヘアで別人だとわかった。

　ソフィーと呼ばれた女性は織の腕に絡みついて、あふれんばかりの笑顔を見せる。

　距離感といい、さっきのキスといい……モヤモヤする。織が嫌がったりもせず、受け入れているからなおさらだ。まあ海外ではスキンシップは当たり前だろうし、これくらいは普通なのかも。

「俺だけが理由だとしたら、相変わらずクレイジーだな」

「Thank you」

　再会に盛り上がるふたりの横で置いてけぼりをくらっていると、織が私に手を伸ばしてきた。

「ソフィー。彼女は俺の大切な人、麻結だよ。麻結、こっちはモデルを中心として海外で活躍中のソフィア。今は二十三歳だったかな。パリコレで知り合ったんだ」

「パリコレ!?」

　織がせっかく『大切な人』と言ってくれたのに、織の発言に喜ぶ間もなく度肝を抜かれた。そう言われたら、なんとなくテレビか雑誌で見たかもしれない。そんなすごい相手に紹介され、おどおどと頭を下げる。

「は、はじめまして」

　目の前の人がパリコレモデルというのもさることながら、織ってそこまで大きな舞台でも活躍していた人間なの？　自慢してもいいレベルなのに、私にはパリコレなんてひとことも言わなかった。

「ソフィアです。Nice to meet you!　ソフィーと呼んで」

　彼女は茫然としていた私の手を両手で握り、ぶんぶんと上下に振った。

「あ……はい。えーと、日本語がお上手ですね」

「ありがとう。シキといるときはよく『違う』言われるわ。悔しいので、ここでは日本語いっぱい使う」

「いや。だいぶ上達してるよ」

「Really?」

　横から織がぽつりとつぶやくなり、彼女は天てん真しん爛らん漫まんに笑って織に飛びついた。

　ブロンドの髪に朝陽が当たり、ソフィアさんの輝きがいっそう増している。同性である私がときめくくらいだ。

　天使のようなソフィアさんの魅力にうっかり引き込まれ、再び織に抱きついている状況に、遅れて胸が痛んだ。すぐに織は容赦なく彼女を引き剥がす。

「ソフィー、あまり抱きついたりするな。ここは日本だ。それに今、英語話してたぞ」

「Oh,sorry.シキは細かいね。ま、そこはソフィーのお気に入り。シキ、いつフランスに戻るの？」

　ソフィアさんの質問に心臓が嫌な音を立てた。ちょうどさっき考えていた。織の返答はどうなのか。聞きたいけど、知りたくない気もする。

　覚悟が決まらず、織を視界から外した。そのとき、また別の声が飛んできた。

「ソフィア!?」

　現れたのはハンナさん。彼女は目を見開いてソフィアさんの前に立った。

「Hi,Hanna. アナタも日本に？」

　ふたりの様子から、ハンナさんも元々知り合いみたい。モデルだったのなら、仕事でかかわってたのかもしれない。クール系のハンナさんと、大人可愛い系のソフィアさんは並んでいてとても絵になる。いつものオフィスの景観なのに、まるで別世界みたい。

「まあね。それより、そっちはなんで……まさか」

　ソフィアさんをジロジロと見ていたハンナさんが、はっとなにかに気づく。ハンナさんの反応に、ソフィアさんがニコッと笑ってハンナさんの腕に絡みついた。ソフィアさんが織に背を向けた拍子に、ふたりは私のほうに顔が向く。私はつい気になって彼女たちを見た。

「ソフィー、シキとウエディングドレス着るため日本まで来たよ。先に話しちゃったら驚かないと思って」

　ソフィアさんがハンナさんにささやいた声は私には聞こえてきたが、どうやら織には届いていない。無邪気な笑みを浮かべるソフィアさんを唖然として見る。ハンナさんも目を丸くしていて、すぐに言葉が出ないようだった。

「なにをこそこそ話してるんだよ」

　織が呆れ顔で言った直後、私はハンナさんと視線がぶつかった。彼女はふいっとそっぽを向き、淡々と答える。

「この間、メッセージの中にレディースのオーダーもあったって言ったでしょ。あれ、ソフィアからのオーダーだったの」

　ハンナさんの言葉に、いっそう不安感を煽られる。

「え？　ソフィーが？」

「Yes!　シキ、ウエディングドレス作る」

「はっ？」

「だってソフィー約束した！　『ウエディングドレス作って』って。会う前にサクラへはメッセージしておいたよ」

　織はソフィアさんの言葉が予想外だったみたい。本当にびっくりしたって顔をしている。

　約束……。ソフィアさんは『シキとウエディングドレスを着る』って言ってた。わざわざ日本まで追いかけてくるほどの感情があるってことだ。

　立っている感覚が変になっていく。手は冷たいのに、異常に汗をかいている。織の横にいるソフィアさんを目に映す度、彼女の魅力に次々と気づかされる。

　艶やかな髪、小さな頭、魅惑的な唇。透き通るほど白い肌に、均整がとれた四肢。姿勢も美しく、なにより有名な人なのに威圧感や壁を感じさせない性格。こんなにも完璧な女性に対抗できるはずない。

　勝手に完かん膚ぷなきまで打ちのめされていたら、織が素っ気なく返した。

「約束なんてしてないだろ。あれはソフィーが一方的に……」

「イヤよ！　ソフィー、シキがいいって言った。ずっと心に決めてたんだもん」

　大人っぽい表情もするかと思えば、今度は子どもっぽく振る舞う。くるくる変わるソフィアさんを茫然と見つめていた。

「マユ。強力なライバルが登場して焦ってるんじゃない？」

「えっ」

「あのふたりはパリで特別な関係だったの。私もずいぶんと悔しい思いをしたわ」

　ハンナさんがぼそっと漏らした言葉に驚く。彼女がここまで言うって……ふたりはかなり親密な関係だったんだ。織にとって過去でも、ソフィアさんは日本まで織を追いかけてくるほど織を好きなんだ。

　目の前が真っ暗になる。仮に織が私を選んでくれたとしても、ソフィアさんの存在が私の中に残りそう。まして彼女は有名モデル。今後、見聞きする機会も多くあるはずだ。

「無理だ。俺は描けない」

　得も言われぬ焦燥感に襲われていたら、織の声が聞こえてはっと我に返った。きっぱりと言い放つ織の表情は、罪悪感や迷いなど一切ない。

「ウソ。シキは描けないんじゃなく描かないだけでしょ」

　しかし、ソフィアさんも負けていない。怯みもせずに織へ返す。そのうちヒートアップしてきたせいか、ふたりは英語で言い合いを始めた。私にはまったく理解できず、おろおろと様子を窺うしかない。

「ねえ。あれ、佐久良さんと話してるのってモデルのソフィアじゃない？」

　気づけば出社してきた社員がこちらに注目している。オフィスの玄関先で目立つ三人が集まって騒いでいるんだもの。私だって外野だったなら気になるに決まってる。

　これ以上は見世物になっちゃう。私は策を講じもせず、勢い任せに織とソフィアさんの間に飛び込んだ。

「あのっ……ここは人が多いので……」

　解決方法がわからない私は、もごもごと言い淀む。次の瞬間、細い両腕が私の首に巻き付いた。鼻先にソフィアさんの絹糸みたいな髪が触れる。華やかな香りに包まれているのが自分自身だと理解するのに数秒かかった。

「ＯＫ！　じゃあシキがダメなら、この子にお願いするわ」

　私を抱き寄せるソフィアさんは、高らかにそう宣言する。

「ここのオフィス、アパレルメーカーね？　アナタ、シキと一緒に仕事してるデザイナー。だってその本知ってる。みんな絵を描くの」

「は……？」

　ソフィアさんは人形のような小さな顔に、にっこりと笑みを作って私のバッグを指さした。

　絵を描く……？　あっ！

　肩にかけたバッグの中に視線を落とすと、スケッチブックの表紙がちらりと見えた。心の中で、なんで！と慌てふためき、咄嗟にバッグの口を脇で挟んだ。

　そうか。あの日、織と話をしていたときに出しっぱなしにしていて、知らないうちに資料に紛れちゃってたんだ。

「シキが『特別』言うくらい、カノジョなにか魅力ある。そうでしょ」

「ソフィー、なにを」

「この子がシキよりいいウエディングドレス作ったならソフィー着る。それはソフィーが納得したとなるし、シキはドレスを作らなくていい。Good idea!」

　ソフィアさんの提案を聞き、呆気にとられる。

　私が彼女のウエディングドレスをデザイン？　できるはずがない。百歩譲って私が考えたウエディングドレスを気に入ったとして、それを着て並ぶ相手に織を求めてるだなんて……。考えただけで理性が飛びそうだ。

「勘違いだ！　麻結は」

「面白そうね」

「おい、ハンナ！」

　緊迫する私たちに向かって、くすっと笑い声交じりに発したのはハンナさん。私は目を剥くだけで、状況に頭がついていかない。

「マユがデザインを描くって？　ワタシも興味あるわ。大体シキは口出ししないほうがいいんじゃない？　どうせ自分は描くつもりないんでしょう？　だったら可愛い彼女に任せてみたら？」

　ハンナさんがソフィアさんに加勢し始めると、織も動揺を隠せなくなったらしい。一瞬言葉を失い、瞬きも忘れて固まっている。それでも織はすぐに態勢を立て直し、口を開いた。

「麻結を巻き込むなよ。第一それじゃ麻結の負担が大きいし、勝ったところで彼女にはなんの得もない」

「だったらこうしましょー！　カノジョが勝ったらソフィー、そのドレス着て商品モデルします。ソフィー有名。いい宣伝になる。ね？　マユ」

　織が意見した直後、ソフィアさんはさらに提案してきた。

　ここは私が『できない』って即答するべきだ。なのに、ソフィアさんの笑顔に圧倒されて口が動かない。私が立ち尽くしていたら、いつの間にか近くまで寄ってきていた社員たちがぽつぽつとつぶやき始める。

「ソフィアがうちの商品モデル？」

「それが実現したら、やばくない？」

　色めき立つ人たちの声が耳に入り、ますます本心を言い出しづらくなる。ソフィアさんは、すかさず周りの社員たちに向かって公言した。

「リミットすぐだから、手伝ってもらうＯＫ。デザインはちゃんとマユがする。皆さん、いいです？」

　ソフィアさんはやっぱり人を惹き込む力を持っている。あっという間に人だかりになっていて、彼女が生み出すエンターテインメントにみんな夢中だ。

「ソフィー！」

「どうする？　やる？　やらない？　カノジョ勝負しないならソフィー、シキを追いかけ続けるよ」

　ソフィアさんは気づけば多くの社員を味方につけていて、さすがの織も出方に迷っている。私はひとつ息をして、一歩前に出た。

「わかりました」

　刹那、取り囲む人たちがわっと沸いた。

「麻結！」

「無謀だってわかってるよ。でも時間稼ぎくらいにはなるでしょ？　その間に織はちゃんとソフィアさんを納得させられるように考えて」

　とりあえず場をおさめるのが先決。私の実力はないに等しいから、結果はボロボロなのは容易に想像できる。そうしたら、ここにいるみんなは私にがっかりした眼差しを向けてくるに違いない。……けど、もうなるようになれだ。

「じゃあ、リミットは五日ね。ソフィー仕事してまたここに来るから。どう？　シキ」

「五日間だって……？」

　織が険しい面持ちでつぶやくと、すかさずハンナさんが便乗する。

「あら。問題ないんじゃない？　マユは素人だし、いくら時間があったってプロと同じレベルのデザイン画は期待できないでしょ。シキがフランスに戻るのが少し遅れても、こっちで仕事するなら構わないし。こんな楽しそうなイベントそうそうないもの」

　こちらに一瞥をくれるハンナさんは、完全に面白がっている。ぎゅっと下唇を噛んでいる私に、ソフィアさんの華きゃ奢しゃな手が伸びてきた。

「楽しみです。マユ」

　彼女は白い歯を見せて、屈託なく笑う。私は戸惑いながらも、おずおずと握手を交わした。ソフィアさんが小気味のいいヒールの音を鳴らし、ロビーからいなくなるなり、近くで見ていたらしい上司が弾んだ声で話しかけてくる。

「瀬越さん！　今の女性は世界でトップレベルのモデルじゃないか？　まさかそんな素晴らしい人のほうから、うちの広告モデルになってもいいと言ってくれるとは！」

　よりによってウーマンクラッシュの部長が、この場に居合わせていたらしい。

「あ、あの、あくまでウエディングドレスのデザインを気に入ってもらえたら、の話で……」

　勝算は一パーセントもない。負け試合だと周りの誰もがわかっているはず。しかし、部長は嬉き々きとして言った。

「ウエディングドレスだろ？　だったらうちのデザイン課には経験者がいるじゃないか。佐さ渡わたりに任せたらいい」

「いえ。止めたほうがいい。デザイン画を見せたときに、ソフィーがなにかしら質問してきた場合、そこで答えられなければ嘘を見抜かれる。彼女は仕事となれば、がらりと雰囲気が変わるので、なにかあったとき言い逃れはできない」

　名案だとばかり、鼻息荒く語る部長に釘を刺したのは織だ。

「えっ。じゃあ、どうすれば」

「彼女がやるしかない」

　そう言って、織が私に視線を向けた。さっきとは違うざわつきを周りから感じる。私は思わず肩を窄め、俯いた。

「ところで、そもそもなぜ有名モデルが瀬越さんに？」

　部長に訝し気に尋ねられ、慌てて取り繕う。

「さ、佐久良さんをお見かけして挨拶をしたらソフィアさんがやってきて……。たまたまと言いますか……」

「ふうん。まあ、じゃあとりあえず瀬越さんに懸けるしかないのか。死に物狂いで頑張ってくれよ！　奇跡が起きるかもしれないしね」

　部長は陽気に笑って私の肩をぽんぽんと叩き、意気揚々と続ける。

「そうだ。彼女もさっき、手伝うのはいいって言っていたし、デザイン課のスタッフに協力してもらえるようお願いしておくよ」

「デ、デザイン課に……？」

　ソフィアさんに承諾した時点で、あとには引けないとはわかりきっていた。だからと言って、ほかの人たちを巻き込むつもりはなかった。勢いで踏み切っただけなのに、ここまで大ごとになるなんて。織が言った通り、あくまで私がメインでやるとなれば勝負はかなり厳しい。そのぶん、手伝ってくれる人の時間と労力を無駄にしてしまう。

「休日返上になりそうなら、ちゃんと代休あげるから。なっ？」

「は、はあ……」

　私は不安な心地でどうにか立っていた。すでに部長は済んだ話と言わんばかりに私に背を背け、織に話しかけている。

「佐久良さん、エムクラッシュのフロアに行くんですよね？　僕も用事があって。一緒に行きましょう」

「あ……はい」

　織は一瞬私を気にして目を向けたが、部長やほかの社員の手前のせいか、そのまま部長とハンナさんとともに去っていった。




　定時を過ぎ、午後六時半。私はなんとかスケジュール通り仕事をこなし、オフィスで事務処理をしていた。

　今朝の出来事を思い出しては手が止まる。実は今日一日、ずっとこんな調子だった。

　通常業務も抱えてウエディングドレスのデザインって……。しかも、猶予はたった五日間。自ら飛び込んだ結果だとはわかっていても、ため息が漏れる。

「瀬越。すごい噂うわさを小耳に挟んだ……って、その様子だと事実なんだ？」

「井野さん！」

　ばっと振り返ったら、コーヒーを持った井野さんが立っていた。彼は私にひとつコーヒーをくれて、空いていた隣の椅子を持ってきて座る。

「あ、ありがとうございます」

　井野さんはコーヒーをひと口含み、カップを戻して言った。

「うちの広告モデルを賭けて、デザイン勝負だって？」

　井野さんの言葉に、また深い息が自分の足元に落ちていく。

「ちょっとした話から一気に膨らんじゃって、大ごとに……」

「ま、ウーマンクラッシュのデザイン課スタッフも一緒にやるって聞いたし、大丈夫だろ」

　私を励まそうと明るく振る舞う井野さんを前に、私は力なく笑いを零した。

「それが……メインはあくまで私じゃなきゃだめだって知ったせいか……あんまり協力していただけない雰囲気で」

　そりゃあそうだ。みんなそれぞれ仕事が忙しい。望みが薄いとわかっていて、貴重な時間を費やしたくないに決まってる。

　気まずい空気の中、井野さんが目を丸くした。

「え。マジ？　じゃあ……どうするの？」

「やりますよ。恥を晒したって、私は一度引き受けたものはちゃんと真剣に向き合います」

　一日散々悩んだ。今も正直気は重い。しかし、後ろ向きになるのはやめた。『どうせ私なんか』って気持ちを押し込めて前を向き、やるだけやろうと決めた。

「それを聞いて安心した。私、嫌々やる人に手は貸したくなかったから」

　突然、私たちの後方から聞き慣れない声が割り込んでくる。驚いて顔を向けると、入り口付近に細身の女性が立っていた。

「さ、佐渡さん……！」

　彼女は佐渡茜あかねさん。ウーマンクラッシュのデザイン課のエースで、過去に別の会社でウエディングドレスのデザインを手がけていた人。私が佐渡さんと直接話をしたのは数えるほどで、これまで密にかかわったことはない。

「期日が五日後だって？　だったら今日から毎日残業だね」

　佐渡さんの発言に目を剥いた。みんな口をそろえて断ったくらいの案件だ。まさか、佐渡さんは私に付き合ってくれるの？

「えっ……。ですが、佐渡さんもお忙しいのでは……」

「忙しいからできないだなんて、私から言わせれば子どもの言いわけ。やろうと思えばどうにかなる。無理そうでもあきらめなければ可能性が見えてくる。そういう人間しか掴めないチャンスがある」

　佐渡さんは腕を組み、奥二重のきりっとした瞳で私を見据える。

「あなたはあきらめてるわけじゃないんだよね？」

　試されるような視線を受け、私はきゅっと唇を引きしめて一度頷いた。

「はい……！」

　ソフィアさんの求めているものが織と一緒に着るためのウエディングドレスってわかっていても、一朝一夕でソフィアさんを納得させるものを作れる可能性がなくても、端はなから手を抜くのは違う。

　きっかけは、彼女を説得するための時間稼ぎで咄嗟に引き受けたけれど、今では現状を受け入れたつもり。半端なことはしたくない。

「ＯＫ。前向きな気持ちだけわかれば十分。聞いた話だと、条件はあなたがデザインしたものなんでしょ？　だったらイメージを私に教えて。細部まで全部。私が絵に起こす。そっちのが早いから」

「なるほど」

　佐渡さんのテキパキとした説明に、私ではなく井野さんが先に反応を示した。私も井野さん同様、納得する。つまり、私が脳となり、佐渡さんが手になるって話だ。

　佐渡さんは近くの椅子を持ってきて座り、ニッと口角を上げた。

「んじゃ、とりあえず今日はどんなイメージにするか。方向性を定めようか」




　それから数時間後。佐渡さんと別れてオフィスを出ると、織が待っていた。

「お疲れ」

「織！　なにしてるの？」

　今は十一時になる頃。いつもなら、さすがに織もアパートに着いている時間。

　織は愕然とする私に歩み寄り、優しく微笑んだ。

「麻結が終わるの待ってた」

　私を一番に想っているって感じる笑顔に、胸がきゅっと鳴った。

　織の笑い顔はこれまでと変わらない。織はずっと前から私を大事にしていてくれたのだと思う。一時帰国してから彼の気持ちをはっきりと聞き、受け入れた途端、これまでずっと深い愛情を向けられていたと気づくなんて……。

「なんで。合い鍵あるでしょ。先に帰っててもよかったのに」

　急に恥ずかしくなって視線を落とし、ぼそっとつぶやく。次の瞬間、大きく温かな手のひらを頬に添えられた。

「帰れるわけないだろう。今朝の件もそのままなのに」

　織は至極真剣な表情で、少し心苦しそうに瞳を揺らしていた。あまりに物憂げで、こっちまでなんだかつらくなる。

　織がこんな顔をするのは、単に私がウエディングドレスをデザインする羽目になった状況に対してではなく、ソフィアさんの存在が大きいのかもしれない。彼女がやっぱり特別で、私に負い目を抱いている……とか。

　嫌な方向にしか考えられなくて、織をまともに見られない。

「仕事が終わる頃に連絡しようとしたら、井野さんとばったり会って麻結はデザイナーと打ち合わせ中って聞いたから。邪魔しないように待つしかないなと思って」

「そうだったんだ」

　懸命に明るく振る舞っても織はシリアスな雰囲気のままで、だんだん息苦しくなっていく。どうにか微妙な空気を打開しないと……。

　私が内心焦っている一方で、神妙な面持ちの織が口を開いた。

「麻結、ごめ……」

「ついさっきまで、アイデアを練ってたの！　一緒だったデザイナーっていうのが、ウエディングドレスデザイン経験のある人でね！」

　織の言葉を遮り、無理やりテンションを上げて饒じょう舌ぜつに続ける。

「すごいんだよ～。次々イメージ膨らませてくれるの」

「麻結……？　本気でソフィーとの賭け、勝つつもり？」

　驚く織をまともに見もせず、私は軽く笑って返す。

「織もわかるでしょ？　私たちのほかに見聞きしている人もたくさんいたし……ソフィアさんと約束したから。勝ち負けっていうより誠心誠意を尽くすよ」

「……俺のせいで」

「織は織なりの理由があって、ソフィアさんの依頼を受けられないんでしょう？　だったら謝る必要ないよ。堂々としていていいと思う」

　織がレディースの服を作らないわけは、以前聞いた。小さいときの私の言葉を真に受けていたからだって。あの束縛が解けるよう、つい先日、私の気持ちは伝えた。織も『機会があれば』って前向きな反応だった。……にもかかわらず、はっきりとした理由も告げず頑なに拒絶しているのは、今回の話はソフィアさんが絡んでいるせい？

　織になにか迷いがあるなら、はっきり聞いておいたほうがいい。そう頭でわかっていても心が拒否する。織の心に私ではない誰かの影があったとしたら……。

　織がフランスに戻ったら、またしばらく会えない。距離が遠くなって、私は本当に大丈夫なの？　向こうに戻っても、ソフィアさんとは頻繁に会ったりするの？　知りたい。……けど、全部怖くて聞けない。

　織が私をわかっているほど、私は織を知らない。

　モヤモヤを払しょくするように、ただ表情筋に『笑え』と指示するだけ。

「平気だよ。だって念願のデザインをさせてもらえるんだよ。すごくない？　しかも腕のいい先輩の力も借りて！　せっかくだし、この状況を楽しむんだ」

　そうだ。難しい状況とか全部忘れて、千載一遇のチャンスに懸けて楽しもう。

「さ。帰ろっか」

　私は自ら織の手を取って歩き出した。織と手を繋いで、夕飯はなににしようかって話をしながらアパートに一緒に帰る。織も、それ以降ソフィアさんの話には触れなかった。

　――『悠長に恋人ごっこを楽しんでる』

　前にハンナさんが織にそう言っていた。

　今の私たちはハンナさんの言う通り、束の間の恋人ごっこをしているだけなのかもしれない。




　あれから四日経って金曜日。とっくに定時を過ぎてもなお、私はオフィスのデスクにいた。

　今日まで私は事情を知る上司や店舗スタッフの計らいで、通常業務を軽減させてもらい、佐渡さんとデザインの最終段階に入っていた。ソフィアさんとの約束の日は明日。土曜日とはいえ、当然休みとか言っていられる状況じゃない。むしろ明日はいつも以上に早く出社して準備しなくちゃ。

　佐渡さんはやっぱりすごい。たった五日しかない状況で私ひとりだったなら、なにもできなかったと思う。彼女のおかげで、明日には間に合いそう。

　ある程度目め処どがついた段階で、佐渡さんと私は明日の朝、最終チェックをする約束をして別れた。大切なデザイン画を私が預かり、帰り支度をする。かけ時計を見上げたら夜九時前。

　そういえば、エムクラッシュの新店オープンは来週だ。織のほうも最終調整しているだろうから、まだオフィスにいるはず。

　織が作業をしている部屋は、大体目星はつく。が、やっぱりオープン準備に関係ない私が他部署に赴いてまで会いに行くのは変だよね。

　私は手元の一点を見つめ、ひとつ息を吐いた。

　仕事中の織を直に見ておきたかったな……。

　織が私のアパートに転がり込んできたから、ふたりの時間はちゃんとある。しかし今回、織の仕事をしている姿は見ていない。どんな表情をして、どんなふうに仕事を進めているのかすごく興味があった。すごく残念だけれど……仕方ない。

　椅子から立ち、部署を出る。エレベーターホールに着いたタイミングで、ちょうどエレベーターの扉が開いた。次の瞬間。

「Hi!　マユ……だったね？　ソフィー来たよ！」

「えっ、ソフィアさん!?　どうして……」

　約束の日は明日なのに、突然現れたソフィアさんに驚愕する。驚く私に、彼女ははつらつとした笑顔で抱きついてきた。彼女のフローラルの香りに包まれ、混乱する。

「仕事早く終わらせて来たよ」

　可愛らしく言われると、同性なのにうっかりときめきそう。こういう熱烈な挨拶、彼女にとっては普通なんだ。これは男の人ならドキッとするに決まってる。

　私はやんわりと距離を取って、おずおずと答えた。

「あ、あの……織はこのフロアにはいなくて」

　自ら織の名前を口に出してしまったあとで、自分はどれだけお人好しなんだと心の中で突っ込んだ。織とふたりでいるところを想像するだけで妬やくくせに。

「あ、シキね。ソフィーこれから会いに行く。先にアナタに会いたかったから」

「私に？」

　首を捻った私に、彼女は極上の笑みを浮かべて言った。

「だって、ソフィーの着るウエディングドレス考えてる」

　ソフィアさんからは悪意のかけらも感じられず、まるで聖女みたいにも映る。

　有名人なのに高飛車な態度もなく、気さくに話しかけてくる。ちょっと強引な一面はあるけれど無邪気で、つい許せるのは彼女の特権。ある種の才能だ。誰もが彼女に魅了されるに違いない。

「マユ。ソフィーがシキのところ行くの助けて」

　ぼんやりとソフィアさんに見み惚とれていたとき、彼女の声にハッとして我に返った。

「は、はい。たぶん六階かと」

　結局、私は織の元へ行くことになり、複雑な思いを抱えてソフィアさんを案内する。斜め後ろを歩く彼女は、私にニコリと屈託ない笑顔を見せた。終始友好的な態度で、もはや敵対する気持ちも苦手意識も私の中からなくなった気がした。織との関係は引っかかっていても、彼女自身に嫌悪感はないのだ。

「あのね。ソフィー、絶対にシキがいいの。でも、マユのドレスも楽しみだよ」

　ふいにソフィアさんが口にした言葉に驚いた。『絶対に』と強調した彼女からは、織を心から求めているって感じられる。私はなにも言えず、彼女をただ見つめた。

　ソフィアさんは眉じりを下げ、艶やかな唇を開く。

「ワガママ言ってごめんなさい。マユも仕事あったよね」

　本当に申し訳なさそうにしゅんとする様は、妹のようにいじらしくて手を差し出したくなる。私は少し間を置いて、ぽつりと答えた。

「大丈夫です。誰かのために考えるのって楽しいって感じるので」

　これは強がりじゃない。本音だ。今回、特定の誰かのためにイメージを膨らませる作業は、とても新鮮で夢中になれた。

　昔はずっと自分のためにデザインしていた。子どもの真似事だからデザインだなんて立派なものじゃなかったけれど、気持ちは本物だった。大人になった今、こういう機会をもらえてとても貴重な経験ができたと思う。

　私の言葉を受け、ソフィアさんは大きな目をさらに見開き、何度か瞬きをしたあと、くしゃっと笑みを零した。

「ソフィーのため？　すごくうれしいです」

　純真さがわかる彼女の表情に、すべての事情を忘れて単純にうれしくなった。気づけば、私のデザインを彼女に気に入ってもらいたい、と純粋に願っていた。

　織がいるであろう会議室の前に着くと、ソフィアさんはノックしてすぐ返答も待たずにドアを開けた。

「シキ！」

「ソフィー!?」

　室内には織と井野さん、ほかのスタッフが数名いた。私は慌てて頭を下げる。

「あ……すみません、作業中に。ソフィアさんがし……佐久良さんを訪ねて来られたのでお連れしました」

　エムクラッシュのスタッフは私の説明よりも、ソフィアさんに注目している。そりゃあそうだ。その辺のモデルなんて太刀打ちできないほど綺麗な人だもの。

　至って普段通りなのが、織と井野さん。

「瀬越、お疲れ様。どう？　あっちのほうは」

「あ、おかげさまで。佐渡さんがいて本当に助かりました！」

　井野さんに声をかけられ、私はなんとなく場に留まった。井野さんと壁際に並んで話をしながら、部屋の中央にいる織をさりげなく見る。そこへ駆け寄って堂々と話しかけるのはソフィアさん。

「シキ、今回はどんな服を作ってるの？」

　ふたりの距離は相変わらず近い。さりげなく織の服を掴んだりして、ソフィアさんの振る舞いはまるで恋人だ。前回同様ボディタッチが多く、目のやり場に困る。一瞬、織がこっちを見た気がして、いっそう居た堪れなくなった。ふたりを直視できずにいたら、織がぴしゃりと言い放つ。

「ソフィー。ここは俺のアトリエじゃない。依頼を受けて仕事をしているんだ。部外者がうろうろとするな」

「えー。ソフィー日本ではどんな服が人気か知りたい。ダメ？」

　しかしソフィアさんは動じず、ほかのスタッフに向けて甘えた声をかけた。当然、美人にお願いされると男性陣はつい受け入れてしまうのか、誰も彼女を邪険にしなかった。

「迷惑をかけるな。これ以上勝手な真似するなら、今マネージャーに連絡するぞ」

「シキ、いじわる」

　織に再度注意を受けたソフィアさんは、頬を膨らませ口を尖らせた。

「例の約束は明日だったろ。今日はおとなしく帰れ」

「...Yeah, I got it（わかったわよ）」

　ソフィアさんはふてくされるように返事をして、バタバタと去っていった。

「あ………じゃあ、私も失礼します」

「え？　瀬越は見て行ったら？　発案者じゃん。遠慮しなくていいよ」

　私もソフィアさんを追って帰ろうとしたら、井野さんに呼び止められる。

「はい。でもやらなきゃならない仕事が残ってて。それにこの前、少し見せてもらったので十分です。お気遣いありがとうございます」

　もっと織の仕事を近くで見たい気持ちもあるけれど、ほかのスタッフもいるし、あまりでしゃばるのはよくない。第一、今言ったように私には差し迫ってやらなきゃならない件がある。

「あー、そうか。そうだよな。わかった。頑張ってな」

　井野さんは一瞬で状況を察し、笑顔で私を送り出してくれた。私は織の視線を感じつつ、会議室をあとにする。

　ソフィアさんは大丈夫だろうかと追いかけてみたけれど、すでにエレベーターに乗っていったようだった。




　自宅に帰ってお風呂と食事を済ませ、急いでデスクに向かった。デザイン画を眺め、ソフィアさんを思い浮かべる。

　彼女は純粋な子どものよう。自分の気持ちにいつも正直でいる。わがままと捉える人もいたとしても、私的には欲しいものを『欲しい』と、他人にもはっきり言える彼女がとても羨ましい。織に対しても、好きだから真っ向からぶつかっていく姿を目の当たりにした。

　華やかな世界に身を置いているはずなのに、どこか無垢。それが彼女の最大の魅力なのかもしれない。

　佐渡さんのデザイン画を目に映し、おもむろにペンを取る。散らかったデスクの隅から、いつ使ったか忘れたくらいのトレーシングペーパーを引っ張り出して、デザイン画の上に重ねた。

　佐渡さんが私の代わりに描いてくれたデザイン画。私のイメージを見事に表している。これで完成だって思っていたけれど……。

　私はトレーシングペーパーにペン先を置き、一心不乱に流麗な線を生み出していく。トレースできる質の紙を使った理由は、私の思いつきで佐渡さんのデザイン画を汚せないからだ。

　私は夢中で線を引き、描き終えたところに玄関が開く音がした。

「ただいま」

「織、おかえり」

　椅子から立って織の元に向かう。こうして帰りを迎え入れられるのは、あと何回だろうか。寂しい気持ちになったが、すぐに払しょくして笑顔を作った。私はキッチンに向かい、ご飯の準備に取りかかる。

「さっきソフィアさんを連れて織がいる会議室に行ったじゃない？　織がうちのオフィスにいるってやっぱり違和感あった……な」

　ふと織が床に落ちていたトレーシングペーパーを拾い上げていたのを見て、慌てて織の手からそれを奪う。

「こっ、これはなんでもないよ！」

　薄い紙だから、立った拍子に風で舞って落ちたんだ。

　素人の思いつきで描いたもの。幼なじみとはいえ、プロのデザイナーである織に見られるのはやっぱり恥ずかしい。

　次に織は、私をジッと見つめてくる。

「な、なに？」

　おずおずと後ずさる私に、織はじりじり詰め寄ってくる。キッチンまで追い詰められ、織の顔がいっそう近づいてきた。鼻先が今にも触れそうになって無意識に瞼を閉じる。織はその隙に、私の手からひょいとトレーシングペーパーを奪い取って、スタスタとデスクへ戻っていった。さらに、デスク上のデザイン画にトレーシングペーパーを重ねて置く。

「これは麻結が自分で着てみたいって思って描いたデザイン？」

　織が私のデザイン画をまじまじと見て尋ねる。

「……違う。それはソフィアさんのためのドレス」

　私には絶対に似合わない。ソフィアさんだけが着こなせるウエディングドレス。そして、このドレスを纏まとい、より美しく変貌した彼女が隣に求めるのは織なんだろう。

「ふうん。ソフィーのためのドレス……か。じゃあ麻結は、自分が着るならどんなドレスがいいとかイメージある？」

　複雑な思いに駆られていると、織がさらに質問を重ねてきた。突然の問いかけに、しばしぽかんとする。

「えー？　自分のものってよくわかんないな。普段の服とは全然違うから、どんなデザインが似合うかもわからないし」

　あとは苦笑してごまかし……『着る機会が来るかどうかも自信ないし』と、心の中でつぶやいた。織の気持ちを聞いていても、ソフィアさんみたいな素敵な女性が直球で想いをぶつけてくるのを見たら……思い描いていた未来が揺らぐ。

　落とした視線をなかなか元に戻せない。そんなとき、突然髪をさらっと撫でられた。びっくりして顔を上げるや否や、柔らかな唇が首筋に落ちてきた。

「しっ、き……!?」

　次々に落とされるキスで、体温が一気に上昇する。触れられた箇所が火傷した錯覚に陥るほど熱い。織は硬直する私に構わず、ちゅっと音を立てて鎖骨へとキスを重ねていく。堪らず再び瞼を閉じた瞬間、織の繊細な指先が私の部屋着の中に滑り込んできた。

「織……待っ……ん！」

　私は頬を染め、涙声で訴える。

「麻結は背中がすごく綺麗だから、ホルターネックのドレス。背が低いのを気にしているから、オーソドックスなＡラインかマーメイドラインあたりかな。ウエストマークを高めにして」

　織は手を止めず、徐々に腰から胸下あたりを触り始める。心地のいい温度とほどよい大きさの手のひらが私の身体に触れる度、理性が蕩けていって甘い予感で頭がいっぱいになる。足に力が入らなくなってきたところで、織は私を抱き上げてベッドへ移動した。横たわった私を跨ぐようにして、彼は私の胸元に口づける。

「んっ……や、あ」

「……綺麗」

　直後、軽く歯を立てられた刺激に身を反らす。織の柔らかな髪に指を潜り込ませ、零れ落ちそうになる声を必死に堪えた。

　織は言葉じゃなく、手で唇で瞳で、深い想いを伝えてくる。私も織の想いに応えたくて、いつの間にかいろいろと抱えていた悩みをすべて忘れ、彼の優しい腕の中で素直に甘えていた。




「あ。メール」

　織がシャワーを浴び終わってリビングに戻ってきたのと同時に、私はスマホの着信に気づいてつぶやいた。ベッドの中で文字を目で追い、織をちらっと見る。

「部長から。明日、九時にウーマンクラッシュの制作室に集まるって。それで、ソフィアさんに連絡しておいてほしいって頼まれたんだけど……」

　私はソフィアさんの連絡先を知らない。まあ、そんな事情なんか部長は知らないから私に連絡してきたんだろう。

「わかった。ソフィーには俺が連絡するよ」

　織はさらりと言うなり、ベッド脇に座ってすぐにメッセージを作成し連絡を済ませたみたい。私は連絡をしてもらって助かったと思う反面、ソフィアさんの連絡先を知っていて、メッセージを送るのも当たり前なのだと複雑な心境になる。

　なんとなく織へ両腕を伸ばし、きゅっと抱きしめた。

「麻結……？」

「……もう寝なきゃね」

「ああ。俺も明日は昼からスピンに行って少し仕事するから、一緒に帰れたら帰ろう」

　織は私の頭にぽん、と手を置き、優しい笑みを浮かべる。

　私はそのまま織に抱きしめられて眠りに就いた。




　数十分後。間接照明の灯あかりがついている気がして、ふと目を開ける。すると、隣にいたはずの織がテーブルでなにやら仕事をしていた。織の後ろ姿を静かに見つめ、唇を引き結ぶ。

　わかってる。織がずっとここにいられないというのは。織にだって仕事がある。必要としている人が、日本だけでなく世界中にたくさんいる。

　いつの間にか本当にすごい人になった。そうなれたのは、紛れもなく織の努力の賜たま物ものだ。私が私情を挟んで織の生活を壊したり奪うわけにはいかない。

　これ以上、織の背中を見ていたら涙が出そうで、私はゆっくり睫毛を伏せた。




　翌日。約束の時間になる少し前から、制作室には部長と佐渡さん、ウーマンクラッシュの宣伝部員のふたりと私はすでに集まっていた。

　腕時計をちらっと確認していたら、部長が口を開いた。

「手応えはどうだい？　佐渡さん」

「それは瀬越さんにお聞きになったほうが。私はあくまで瀬越さんの補佐でしたので」

　佐渡さんが粛々と答えた瞬間、全員の目が私に向く。

　手応えを聞かれても……正直まったくわからない。なぜなら私は元々、まったくデザインとは関係のない部署にいるからだ。単に個人的な趣味で絵を描いているに過ぎない。

「デザイン候補はいくつあるんですか？　どれかひとつでも気に入ってもらえたらいいですよね」

　宣伝部員のひとりが放った言葉に、私は無意識に手にしていたスケッチブックを握りしめる。肩を窄め、弱々しい声でぽつりと返した。

「あ……ひとつだけで……」

「え！　ひとつ？　点数増やしたほうが必然的に選ばれる確率上がるのに」

　悪気があって放った言葉じゃないって理解はできる。でも、今さらそんなふうに言わなくても……。いろんな感情がわいてきて苦しくなる。

「時間が足りません。それに駄作をいくつ集めたって意味ないですよ。相手はプロの世界的モデルなんですから」

　そこにバッサリと言い返したのは佐渡さんだった。彼女は私と目が合うなり、わずかに頷いて見せた。

　気に入ってもらえる可能性は、ほぼゼロだってわかってて受けた話だ。だけど、ひとりだった私に佐渡さんが力を貸してくれた。

〝ほぼゼロ〟は〝ゼロではない〟。ぐっと手に力を込め、顔を上げたときにドアがノックされた。ドアに近かった宣伝部の人が返事をしてドアを開ける。

「Hello!」

　つばの広い帽子とサングラス姿の彼女は、まずサングラスを外して笑顔を見せた。今日も美しい出で立ちだ。ソフィアさんの来訪に、全員から緊張を感じる。

「約束の日ね。あれ？　シキはいないの？」

　部屋をきょろきょろして放った一声に、私は思わず俯く。やっぱり彼女の第一の目的は織なのだ。

「本来、今日は休日なので……」

　部長の回答に、ソフィアさんは明らかにがっかりした様子で小さな息を吐く。本当は織もそろそろオフィスに来ている頃だと知っていたけど、今は緊張でそれどころではない。

「ＯＫ！　じゃあ、ソフィーにデザイン見せて」

　生唾を飲んで喉を鳴らす。いよいよだ。私のイメージを佐渡さんが忠実に描いたもの。これがどうか欠片でもいいから彼女の心を惹きますように。

「こちらです」

　私はソフィアさんにスケッチブックを開いて渡した。ソフィアさんは、これまでにないほど真剣な眼差しでデザインを見ている。彼女の反応を待つ間、心臓がバクバク騒ぎすぎて、どうにかなりそう。

　不安でいっぱいになっているところに、佐渡さんがスッと横切っていった。そして、ソフィアさんの元で足を止め、なにかをスケッチブックに重ねる。私はそれを凝視した。

「申し訳ありません。忘れていました。これをもって、デザイン完成形です」

　佐渡さんが淡々と補足し、開いたページに重ねたものは、昨夜私がトレーシングペーパーに書き足した〝羽〟の部分。

　ソフィアさんを頭に思い浮かべたとき、彼女は本当に綺麗な容姿で、無垢な笑顔をするから天使みたいに思えて……デザインをひそかにプラスした。背中のちょうど肩甲骨のあたりから羽が生えたように錯覚する、ドレスの裾が長いロングトレーンとなじむようにあしらった、透明感のあるフリルのデザインを。

　金色の髪とともに、ふわりとした羽も軽やかに揺れるようなドレス。後ろ姿も美しく神々しく見える、ソフィアさんだけのウエディングドレス。

「さ、佐渡さん……！　なんでそれを……」

　だけどこれは今朝、確かに自宅のデスクに置いてきたはずなのに。

　ソフィアさんは、真剣な顔つきで新たなデザイン画を見ている。私は動揺を隠せずおろおろしていると、隣の佐渡さんがこそっと答えてくれた。

「さっき、私がちょっと制作室を離れたときに、廊下で偶然アスピラスィオンの佐久良さんに会って受け取ったんだ」

「えっ」

「瀬越さんが、今朝あれを採用するか迷っていたみたいだったって。挙句、慌てていたのか気づかず廊下に落としていったって言ってた」

　私、落としてなんかない。織があえてこれを佐渡さんに届けた……？　だって織は今日、昼からオフィスにくればいいって言ってたもの。

「受け取ってすぐあれを見て、直感的に『いい』って思った。勝手に出してごめん」

「佐渡さ……」

「It's amazing !（素敵！）」

　刹那、ソフィアさんが興奮気味に声を上げた。私はびっくりして彼女を見る。

　彼女は私の両腕を掴み、ぺらぺらと英語を並べ続ける。なにを言っているかさっぱりだけど、ソフィアさんが私に向ける瞳はキラキラしていて彼女の気持ちは伝わってくる。彼女ははっとして、再び日本語を口にした。

「これ、シキに手伝ってもらったの？」

　突然投げかけられた質問内容に目を点にする。もしかして、なにか疑われているのかと思ってあたふたした。

「え？　い、いえ！　佐久良さんはまったく……」

「私が証人です。瀬越は私とふたりでそのデザインを描きました。佐久良さんは一切かかわってません」

　即座に佐渡さんが出てきてくれて、ほっとする。

「Hmmm（ふーん）」

　それでもソフィアさんは曖昧な相槌をつぶやくだけで、また長い睫毛を伏せてデザイン画を見ている。そして数秒後。しんと静まり返る中、ソフィアさんがふいに顔を上げた。

「マユ、パターンはすぐできる？　このドレス仮仕立てしてほしい。ソフィーサンプル見てみたい！　三日あればいい？」

　ソフィアさんの発言に、私だけでなく全員が絶句した。

　うれしさのあまり言葉に詰まっているのは部長や宣伝部の人たち。しかし、私と佐渡さんは違った。

「三日って……さすがに厳しいですよ。シンプルな洋服ならまだしも、ウエディングドレスを……」

　さすがの佐渡さんも、戸惑いを隠せなかったみたいだ。

　普通のジャケットでも型紙であるパターンを起こし、縫製するまで丸一日はかかるはず。今回はよりにもよってウエディングドレス。かなり厳しいのは素人の私にだって容易にわかる。

「じゃあ四日！」

　指で四を示すソフィアさんに唖然とする私たちだったが、彼女だけは終始穏やかな表情だ。

「ソフィーはサンプルって言った。それなら時間かからない。ちゃんとした縫製はソフィーのボディに合わせてから。どういうかたちなのかをまずは見てみたいの」

「しかし、生地が揃うかどうか……」

　佐渡さんが目を泳がせ、ぼそっと漏らした。私もてっきりデザインを描いて終わりだと思っていた。もしもそれをソフィアさんに気に入ってもらえたなら、最高の終わり方を迎えられる、と。でも違う。服は紙の上に描かれたものを見て満足するのではない。それに実際に触れ、袖を通して初めて満たされるのだ。

　私はソフィアさんに手を差し出した。至極真剣にソフィアさんと向き合うと、彼女もまた凛とした顔つきでスケッチブックを返してきた。

「私、材料部にかけ合ってみます」

　そう言って一歩踏み出した際、佐渡さんが不安げな表情を浮かべる。

「すみません、佐渡さん。五日間迷惑をおかけしておいて、こんなお願いをするのは常識外れだと承知ですが、どうか力を貸していただけませんか」

　私は服を作れない。誰かに手伝ってもらわなければ成し遂げられないものなんか、さっさとあきらめるべきなのかもしれない。……だけど。

　私は周りの目も気にせず、佐渡さんに深く頭を下げた。

「私にできることならなんでもやります。私もこのドレスを見てみたい。できるなら、ソフィアさんが身に纏う瞬間まで」

　こんな機会は私の人生のうち、最初で最後。もしも、うまくいけば……小さい頃の私の夢は叶えられる。

　そして、織がいつも見てる景色を一瞬でも見られるかもしれない。

「部長。今抱えてる仕事、少し遅らせてもいいですか？」

　佐渡さんが部長に尋ねた言葉に希望の光がひと筋見える。

「あ、ああ」

　部長がおどおどと頷いたのを確認して、佐渡さんは再び私に向き合った。

「乗りかかった舟だ。やるよ」

　佐渡さんの強い意思が表れた瞳に、胸の奥が熱くなる。

「あ、ありがとうございます……！」

　私は深々とお辞儀をし、急いで材料部へ走った。




　運よく休日出社していた材料部の社員がいて、話を通して一度自分の部署へ戻る。

　途中、吹き抜けから見上げた先に、たまたま織を見つけた。思わず足を止めて織を目で追う。

『ウエディングドレスのデザインが、予想外にもソフィアさんに気に入ってもらえたみたいなの！』と今すぐ叫びたい。が、土曜で社員が少ないとはいえ、場所がオフィスだと考え思いとどまる。本当は直接会って伝えたいところ……。とりあえず、あとでメッセージを入れておこう。

　そう考えていたら、織の元にソフィアさんが現れた。どうやら私が駆け回っている間にウーマンクラッシュの制作室をあとにしていたらしい。

　彼女は織に腕を絡め、ごく自然に隣に寄り添っている。彼女は織の隣だと、なんて楽しそうなんだろう。離れていても、全身からそれが伝わってくる気がする。

　特別な感情云うん々ぬんは置いておいて、あんなに可愛い人が自分を慕ってきたら……織だってまんざらじゃないんじゃ？　織が私を好きって言ってくれても、ソフィアさんが素敵な人っていうのは変わらない事実だ。むしろ、なんで織はソフィアさんより私を選ぶのか、不思議に思えてきちゃう。

　無意識に変な方向へ考えが及んでいっているのに気づき、軽く頭を横に振った。

　織に背を向けるように踵きびすを返し、私は佐渡さんが待つデザイン課に足を向けた。




　あれから、佐渡さんの手伝いをできる範囲でしているうち、夕方になった。

　佐渡さんが残りは自宅で進めてくると言ってくれたので、恐縮しながらもお願いして解散となった。

　私はオフィスを出て少し歩いたところで織を見つけ、駆け寄る。織とはさっきメッセージで連絡を取り合っていたのだ。

「織！　お疲れ様」

　織は私の顔を見るなり褒め称たたえる。

「麻結！　今日ソフィーに会って聞いた。デザイン気に入られたんだろ？　すごいことだよ」

「うん。私もびっくりしてる。それで四日で仮仕立てをしなきゃならなくて」

　喜びも束の間、次の難題があるため苦渋を滲ませて返事をした。

「それも聞いた。ソフィーは相変わらず無茶ばっかり言って……迷惑かけてごめん」

　すると、織がソフィアさんの代わりに謝った感じになって複雑な気持ちになる。

　しかし、暗い顔を見せたくない。私はつとめて冷静を装って口を開く。

「ううん。むしろ大変なのは佐渡さんで……あっ！」

　佐渡さんといえば、今日はデザイン画の一部を織が持ってきてくれたんだった。すごく驚いたけど、結果的にはうまくいったしお礼を言うべきだよね。

「ソフィーが気に入ったデザインって、昨日麻結が上書きしたほう？」

　私が切り出す前に、察しのいい織は先回りして話題を出してきた。

「そ、そうなの。直前で佐渡さんがそれを提案してくれて……。織のおかげ。ありがとう」

「俺はなにも。それを選択した佐渡さんと、なにより描いた麻結の功績だろ」

　織は微笑んで、私の頭に手をぽんぽんと置いた。その後、ぽつりとつぶやく。

「羽……か」

「え？」

　織がなにか考え込むように手を顎に添えたものだから、私はなんだか気になって顔を覗き込む。

「ああ、いや。なんでもない。それで麻結は明日明後日、仕事は？　今日も本当は休みだったろ」

「残りの二日間は休みなの。佐渡さんが、自宅で作業進めておくから気にしなくていいって。そうは言っても、気が気じゃないなあ。織は？」

　今週は祝日もあって、三連休の週だ。服を作る手伝いができない私は、佐渡さんにすごく申し訳ない気持ちでいっぱいだ。

「俺は佳境に入ってるから明日も行くよ。朝早いから、麻結は気にせず寝てて」

　織はそう言うと、私の手を握って駅へ歩き始めた。




　連休明けの火曜、日常の仕事を急ぎで終わらせたのが夜の八時近く。

　私はコーヒーと軽食を持って、佐渡さんのいる制作室へ向かう。休みの間は佐渡さんが一生懸命仮仕立てをしているにもかかわらず、私にはなにもできなくてもどかしかった。せめて雑用だけでもと、今日はできる限り佐渡さんのそばにいようと決めていた。

「お疲れ様です。よければ、サンドイッチとコーヒーを持ってきましたので召し上がってください」

　一昨日にはパターンを作成し終え、以降ずっと針を持ちっぱなしだと言う佐渡さんは、私の声にすぐ反応しないほど集中していた。私は邪魔をしないよう、そっと後方のテーブルに差し入れを置いた。

「だめだ」

　そのとき、佐渡さんがぼそりとつぶやいた。彼女の声は到底明るいものじゃなくて、恐る恐る聞き返す。

「だめ……って？」

　佐渡さんはくるりと椅子を回転させ、ドレスを手にして言った。

「どうしても、ここがうまくいかない」

　佐渡さんの視線の先に目を落とす。天使みたいなソフィアさんをイメージした、バッグデザインの要の部分だ。肩甲骨から本物の羽が生えているように見せるのが理想だが、現実にするにはやはり難しいらしい。

「背中から裾まで、ふわりと波打って広がっていくイメージ画通りにうまくかたどれない。使える生地の種類も限られてる。それなりに仕上げられたとしても、あの人が納得するとは思えないんだ」

「そ、そうなんですか……」

　佐渡さんは全力を尽くしてくれた。素人が考えたデザインを時間がない中、できる限り忠実に再現しようと試みてくれたって、ひしひしと伝わっている。

　佐渡さんからやるせない思いが漂っているのを目の当たりにすると、私も簡単に『仕方ないですよ』とか『十分素晴らしいですよ』とか口にするのははばかられた。少しの間、しんと水を打ったように静まり返る。

「――麻結」

　刹那、背後から呼ばれて肩を上げた。

「し、織……！　いつからいたの？」

　気づかぬうちに、織がいたみたい。私は人前で名前を呼ばれたのにも気づかず、織の突然の登場にただ驚いていた。そのせいで、私までつい『織』って呼んでしまった。びっくりしたのは佐渡さんも同様のようで、織が現れて目を白黒させている。

　織は私の隣までやってきて、佐渡さんと向き合う。

「土曜日はどうも。改めまして、僕はフランスのサクラから来ました佐久良織です。今回は僕たちの問題にもかかわらず、お力を貸していただき本当に感謝しています」

「あ、いえ。私は佐渡です。スピンではウーマンクラッシュのデザイナーを担当していますが、佐久良さんと比べたら私は全然……。今も壁にぶち当たって、これ以上は……」

　佐渡さんは力なく零し、手元のドレスを見た。すると、織がドレスを一瞥したあと私を見る。

「ありがとう。ここからは俺がやる」

「えっ。でも、し……佐久良さんは作れないって……」

「いいんだ。麻結や彼女が頑張ったものを無駄にするわけにはいかない」

　織からは迷いは一切感じられなくて、澄んだ瞳だった。私は佐渡さんがいるのも忘れ、織に意識を奪われる。

「それに麻結がイメージしたものは、俺なら違わず表現できる。信じて」

　信じられないわけがない。織はこれまでずっと、私のお願いや約束を守ってきた。

「佐久良さんと瀬越さんって……？」

　佐渡さんの不思議そうな声が割って入る。佐渡さんは、ぽかんとして私たちを見やっていた。

　ついうっかり場所も立場も忘れて、普通に織と話をしていた。そりゃ、佐渡さんも不審に思うよ。

　狼狽える私をよそに、織は堂々と佐渡さんに答える。

「僕たちは元々知り合いなんです。今回の件も、僕を助けるために彼女が手を上げてくれたようなもので」

「へえ。そうだったんですか」

　佐渡さんの反応は想像以上にあっさりしたもので、拍子抜けした。これがほかの女子社員だったら同じ結果にはならない。私はひそかに、ほっと胸を撫で下ろす。

「佐渡さん。もしよければ、あとは僕に任せてもらえませんか？　横取りみたいで失礼なのは重々承知していますが、状況が状況なので」

「佐久良さんはサクラのデザイナーですし、むしろありがたい申し出ではありますが……ただ使える生地はそこにあるものしかなくて」

　佐渡さんの視線の先は、私が土曜と今日とでどうにか用意した生地。

「ですよね。でも急な話だったのに、これだけ用意できるほうがすごいんじゃないですか？」

　織はそっと生地に手を伸ばし、そう言った。

「これは瀬越さんが材料部や繊維会社に頭を下げて持ってきてくれて……」

　ふたりの目線が一斉に私に向く。織が柔和な面持ちで口を開いた。

「じゃあその努力、なおさら無駄にしないように頑張らないと」

　不思議。織ならなんとかしてくれるって思える。

「麻結のデザイン画は、改めて見なくても頭に鮮明に入っていた。だから一昨日、直接知り合いにかけ合って生地をもらってきてたんだ」

「もらってって……？」

　一昨日はエムクラッシュでの仕事があるって、朝早くに出て行った日……。もしかして、朝早く出て行ったのはそのためだったり……？

　織は入り口へ踵を返すと、いつの間にか立てかけてあった細長い箱に手を伸ばした。中身はロール状の真っ白な生地。それを見て真っ先に反応を示したのは佐渡さんだ。

「それってミカドシルクじゃ……!?」

「正解。ミカドシルクって福ふく島しまで作られたんだよね。うちのアヴェク・トワも福島の繊維会社から仕入れたりするから。今回ずるいの承知でアスピラスィオンの名前を出して特別に対応してもらった」

　佐渡さんがひどく動揺している様子に私は戸惑う。きっとそれだけ価値のある生地なのだろう。

「ミカドシルクって、ウエディングドレスの素材で使われるシルクの中でも高級なものなんだ。そういう由来から『皇みかど』って言うらしい」

　佐渡さんの説明に、織も頷いた。

「ハリがあって、ほかの生地には出せない光沢感もある。あの部分にぴったりだ」

〝あの部分〟というワードにピンとくる。

　バックのデザイン――羽だ。

　織は私と目を合わせ、微笑む。そして瞬く間に凛とした表情に変わったかと思えば、すぐにミシンの前に座った。




　約三時間後。

　織はまだ製作中。私は織を見守るようにそばにいたが、結局なにもできない。

　佐渡さんも初めは少し手伝いをしていたけれど、今ではもう私と一緒でただ織を見守っていた。

　そのうち織が佐渡さんに、『もうひとりで大丈夫ですから』と言って帰宅を促し、佐渡さんは申し訳なさげに会釈をした。さすがに私まで織を置いて帰るのはできないから、たとえ織に言われても、最後までついているつもりだ。

　私は佐渡さんを途中まで見送るため、一緒に廊下を歩く。

「それにしても、瀬越さんと佐久良さんが幼なじみだったとはね。びっくりしたな。じゃあこの間のデザイン画も、おそらく偶然じゃなく彼の意思で私に渡したのかもね」

「きちんと説明もせずにいてすみません……。いろいろと騒がれそうで」

「そりゃあ、社内はすごい反応だろうね。ま、私には佐久良さんの詳しい事情はわからないけれど、彼がいれば今回の件は百人力じゃない。メンズオンリーのサクラデザイナーがウエディングドレスを手がけるなんて。ちょっとした記事になりそうだよ」

　本当に。いざ織がレディースものを作るとなった今、動揺している自分がいる。

　つい最近まで、私自身が思っていた。純粋に、もっと織の魅力を多くの人に知ってもらいたい、レディースも作ったらいいのに、と。

　しかし今、なぜか素直に喜べない気持ちがある。

　認めたくなかった。だって、自分の汚い部分を認めることに繋がるから。今回はソフィアさんのドレスだから例外なのかもしれない。そう思うと、嫉妬と寂しさが胸の中でどうしてもちらつく。

「そう……ですね」

　自分本位な感情を悟られたくなくて、懸命に笑顔を作った。佐渡さんはジッと私を見つめて言う。

「ああ、やっぱり瀬越さんは彼が特別なんだ」

「えっ。そ、そんな……」

「隠してもわかる」

　即答されて、思わず黙った。私ってわかりやすいんだろうか。こうも容易たやすく見破られるなんて……。

　大きく動揺して押し黙っていると、急に佐渡さんが「ふっ」と笑った。

「彼からも同じ想いが伝わってきたよ」

「はい……？」

「レディースものは引き受けないと世間で知られている彼が、今回ドレスを作ると決めたのは、瀬越さんのデザインをかたちにしたいから。そのためにミシンに手を伸ばしたんだと思う」

　佐渡さんはエレベーターのボタンを押して振り返り、続けた。

「じゃなきゃ、あんなふうに迷いのない目で作れないよ。あれは恋してる瞳だ」

「こ、恋？」

「そう。あのドレスのデザイン画に。それを描いたあなたに」

　衝撃の発言に頭の中が混乱する。織もまた、第三者に気持ちを悟られるほど私への想いが強いと証明されたみたいで気恥ずかしい。

「明日、私も楽しみにしてる。じゃ、佐久良さんによろしく伝えておいて」

「は、はい」

　佐渡さんは軽く手を上げ、エレベーターに乗って帰っていった。私はどうにか平常心を取り戻してから、織がいる制作室へ戻る。

　もう十一時になりそうだ。終電は間に合わないかな。織と一緒にタクシーで帰ればいいか。

　電車の時間を気にしなくていいと決めたら、私は織に声をかける。

「織……？　少し休まない？」

「ああ」

　私は織を連れて、近くのリフレッシュルームへ移動した。自動販売機で飲み物を買って、テーブルに向かい合って座る。

　織は佐渡さんと作業を交代してから、一切喋らなかった。それが織の仕事のスタイルなのだと思って私もずっと黙っていたせいで、妙に緊張する。

　私は両手を添えたアイスココアを見つめ、切り出した。

「ソフィアさんって情熱的な人だよね！　織を追ってウエディングドレス着たいだなんて。あんなにまっすぐぶつかってこられたら、織もソフィアさんの気持ち無視できないよね」

　会話に困って、つい微妙な話題を出してしまった。織はコーヒーを、こくっとひと口飲むだけでなにも答えない。気まずい雰囲気に胸が重く暗くなる。

　さっき、佐渡さんは『織は私のために』っていう話をしていた。なのに、だんだんと自信がなくなっていく。そして、ついに私はぽつりと本音を零した。

「……織。もし私との過去に執着しているだけなら、私を気にしなくていいからね」

「は？」

　織は眉間に深いしわを刻み、怪け訝げんな声を出した。

「私に対しての感情って、きっと家族愛みたいな部分もあるでしょ。同情っていうか。だから、ちゃんと大人の織が必要だなって選んだ人と一緒になっていいよ」

　私だって明確にわからない。

　織と小さな頃からともに過ごしてきて、今は『好き』って気持ちを自覚したものの、いったいそれをいつから抱いていたか。もしかしたら、織はひな鳥が初めて見たものを親と思い込むような感覚で、私に執着しているだけっていうのもありうる。

　織の顔を見られなくて手元を見ていたら、向かい側からガタッと椅子の音がした。恐る恐る視線を上げていくと、織がものすごい形相で私を見ていて凍りつく。織はゆらりと動き、私の肩を強く掴んだ。

「ちょっと待て。どういう意味？　説明して。内容によっては俺だって怒る」

　憤慨する織に委縮して固まる。私は織の威圧から目も逸らせず、震えそうな手に力を込めた。織は変わらずピンと張り詰めた空気を纏い、私に鋭い視線を向け続ける。

「麻結。俺たちの年齢を忘れたのか？」

「え……」

「二十六だ。もう大人だろ。その俺が欲してるのは麻結だけってわかってくれたと思っていたのに。麻結の気持ちこそ、俺に対して同情なんじゃないの」

　冷たい口調で言い放たれて、咄嗟に立ち上がって声を上げた。

「違うっ！　ソ……ソフィアさんが、ウエディングドレスは織と着たいって。それにハンナさんからも、織と彼女は特別な関係だったって聞いて……だから」

　昔から、織には私がいないとだめだって勝手に思い込んでいた。

　きっと織のそばにいたかったのは私だ。ずっと自分が織の一番の理解者だ、って根拠もない自信を持っていた私は、ハンナさんが現れて居た堪れなくなった。

　ソフィアさんと織の距離感を目の当たりにして、どうしようもなく悲しくなったのも全部、私にとって織が幼なじみ以上に特別だから。

　日本に帰ってきた織があまりに素敵な男の人に変わっていて、一瞬で心を惹かれたんだと思う。長い時間抱いていた『特別』な感情は、あの瞬間に開花した。

「私は、織が男の人として好き」

　感情が昂って視界が滲んでも構わず、瞳に織を映し続ける。すると、織がふわりと私を包み込むように抱きしめた。

「俺も。この気持ちは二十年以上ずっと変わっていない。兄弟愛でも家族愛でもない。恋だ」

　織の告白に心臓が大きく脈を打った。

　――恋。そんな甘酸っぱい響きに、大人になっても心が締めつけられる。

　織の背中に手を回していたら、ぽんと軽く頭に手を置かれる。

「なんか周りから根も葉もないこと吹き込まれたみたいだけど、麻結の不安はこれを見たら吹っ飛ぶよ」

　織は言うなりポケットからスマホを出し、スイスイと操作を始める。首を傾げて待つ私の前に、写真の画面を見せてきた。

　表示されているのは、男女のふたり。女性はソフィアさんだ。もうひとりの男性も容姿が整った外国人。ふたりは頬を寄せ合い、とても親密そうに見える。

「これって……？」

「ソフィーとソフィーの婚約者。彼はフランス人でソフィーと同じモデル業をしてる。以前一緒に仕事したときに、俺は彼からソフィーを紹介されたんだ」

「こ、婚約者？」

「つまり、俺がソフィーと知り合ったときにはもう彼女には彼がいたって話」

「ええっ!?」

　それが事実なら、ソフィアさんの結婚相手ってこの男性？　彼女は確かに、『シキとウエディングドレス着るため日本まで来た』って言っていたのに。

「どういうこと……？」

「ソフィーの言葉の真意は本人に聞かないとわからないが、ふたりの関係は三年前からだし嘘じゃないよ」

「じゃあ、ハンナさんまでなんで」

　そうだよ。あの場にいたハンナさんが、織とソフィアさんの関係をはっきりと肯定していた。

「どうせ魔が差してあることないこと吹き込んだんだろ。なあ、ハンナ？」

　織が突然ハンナさんへ語りかけるような言い方をして、私は目を丸くする。バッと振り返ったら、リフレッシュルーム入り口付近にハンナさんの姿を見つけた。彼女はばつが悪そうな顔をして、こちらへやってくる。

「ああ、あれ？　ちょっとした冗談のつもりだったのに、マユったら本気にしたの？」

　偶然ハンナさんが現れただけでも驚いたのに、彼女が嘲笑交じりに言ったセリフにも唖然とした。

「ハンナ！」

「その程度の嘘で揺らぐ気持ちなんて、ワタシ絶対に認めない！」

　織のけん制にも怯まず、ハンナさんは鋭い目つきを見せた。しかし、彼女は徐々に俯き、覇気のない声でぼそぼそと言った。

「そう……思ったのよ。ソフィアの無茶なゲームも、すぐ音を上げてシキに泣きつくんだろうって。なら、徹底的に邪魔して今ふたりの仲を壊したほうがシキのためにもいいって考えたのに……まさかマユがここまでするとはね」

　ハンナさんは、やはり故意に嘘を吹き込んだんだ。それがわかっても、不思議と私の中には怒りは生まれなかった。驚くほど心は落ち着いていて、私は取り乱しもせずにハンナさんと向き合う。

「揺らぐなっていうのは無理です。だって私、織が好きだから。どれだけ長い時間過ごしてきていたって、好きな気持ちが大きいほど余裕はなくなっちゃう」

　ハンナさんは薄い色素の瞳を大きくさせて私を見る。

「揺れて、迷って、手を離したほうがいいんじゃないかって思い詰めて……やっぱり最後に残る想いはひとつだった。どんなにカッコ悪くても、織と一緒にいられるように足掻いていくって決めました」

　織に見合う優れた人間になれなくても、どれだけ距離が離れてても、私は自分のできる限り努力をしよう。

　きっと、どんな人たちも手を離せば終わってしまう。私は最後まであきらめずに、織の手を放さない。

「なので、織がフランスに戻っても私は大丈夫」

　私は織に微笑みかける。今度は織が目を剥いていた。

「マユの強がり、いつまで続くか見物だわ」

「いいですよ。ぜひずっと見ていてください。私、昔からしつこい性格ですから、簡単に意志を覆しませんので」

　私が堂々と言い返すと、ハンナさんはそっぽを向いてカツカツとヒールを鳴らし、リフレッシュルームを出て行く。それから一度足を止め、くるりと顔だけ振り返った。

「シキ。ワタシ、明日の朝、先にフランスに戻っているから。さっさと仕事終わらせて戻ってきてよね」

　ハンナさんが完全に去ったのち、しんとした空間で織と目を見合わせる。

「そろそろ戻って作業しようか」

「う、うん」

　織がグイッと残りのコーヒーを喉に流し込み、ゴミ箱にカップを捨てる。私も同じようにして織のあとをついていき、制作室に入る。すぐに作業を再開する織の背中を見つめ、ぽつりとつぶやいた。

「ごめんね。織、疲れてるのに」

「全然。麻結の服を作ってるときが一番楽しい」

　背中越しに言われても、織が優しい表情をしているのが想像できる。

　それから数十分経ち、ミシンの音が止んだ。

「できた！」

　織のひと声で私も瞬時に立ち上がる。織のそばに駆け寄ってドレスを見た。

「トルソーに着せてみないとよくわからないだろ。ちょっと待って」

　トルソーとは、ディスプレイ用の胴体だけのマネキンのこと。織はドレスを丁寧に扱い、ゆっくりとトルソーに着せていく。私は一瞬手伝おうかとも思ったけれど、織の持つドレスがとても神聖なものに見えて手を伸ばせなかった。

　織が最後にトレーンを整え、おもむろに指を離していく。ドレスが全貌を現し、私は思わず両手で口を覆った。

「……すごいね」

　本当に私の頭の中から飛び出してきたみたい。

　古代ギリシャの服装をモチーフにしたエンパイアライン。胸下で切り替えされたＡラインよりも、ボリュームが抑えられているシルエットだ。

　ワンショルダーで、左足には大胆なスリットを入れるも幾重に重ねられたシフォンが上品さを演出している。この部分は、前にハンナさんがうちの店のディスプレイにアレンジを加えたときのアイデアを活かして考えた。どの角度から見ても新鮮で楽しめるように、と。そして、背中から流れるように長めの裾――トレーンへと続く大ぶりのフリルが素晴らしい。

　フォルムは柔らかく軽やか。ソフィアさんがこれを着て歩けば、きっとふんわりと揺れて天使に変身するんだろう。イメージに差異はまったくなく、むしろ想像以上の出来栄え。素人の私のデザインを、佐渡さんと織と、ほかにも多くの人の力を借りて実現できた。こんなの……今まで体験したことのない感覚だ。

「えっ。麻結？　どうした？」

　織が動揺したわけは、私が顔を隠して肩を震わせ始めたから。

　だって、どうしても我慢できなかった。涙が止まらない。

「織……ありがとう。私、またひとつ夢を叶えてもらったよ」

　私は頬を濡らし、満面の笑みで伝える。織は仕上がったばかりのウエディングドレスの前で、黙って私を抱きしめた。




　次の日。ソフィアさんがやってきたのは、定時を過ぎた六時頃だった。

　仮仕立てのドレスのお披露目に立ち会ったのは私のほかに前回同様、佐渡さん、部長、宣伝部の二名、井野さん。そして、織。

　井野さんは直接関係ないのに、『気になって佐久良さんについてきちゃった』と言っていた。

　私は佐渡さんとアイコンタクトを取り、トルソーに被せてあった大きな布を剥いだ。純白のウエディングドレスが露わになった瞬間、全員が感嘆の息を漏らした。

　ソフィアさんはとても気に入ったようで、ドレスに抱きつく。

「Awesome!（すごい！）かわいい！　バックのフォルムが綺麗！」

　私はその光景に佐渡さんと目を見合わせて笑った。

「マユ、すごいね！」

　ソフィアさんの純粋無垢な眩しい笑みに、私はグッと唇を引き結ぶ。直後、意を決して深く頭を下げた。

「違うんです。これは、弊社の佐渡と……佐久良さんが力を貸してくださいまして……。本当は、私はデザイナーじゃなくスーパーバイザーなんです。黙っていてごめんなさい」

　しんとした中、ソフィアさんはあっけらかんと返す。

「そうなの？　んー関係ないよね。目の前にあるドレスがイイかどうか。ソフィーはそれだけ。それよりシキも作ったってホント？」

「え……は、はい。仮縫いの一部を……」

　彼女は両手を高く上げるや否や、拍子抜けする私にガバッと抱きついて歓喜の声を上げた。

「Yes!（やった！）マユの繊細な女性らしいデザインのドレス。それにシキも手伝ったなんて！　ソフィーにとって最高のドレスね！　Thank you!」

　甘い香りを漂わせるソフィアさんにしがみつかれた状態で、私は目を泳がせる。

　視線の先に、口元をほころばせる織が映った。




　それから実際にソフィアさんがドレスを着て、佐渡さんがきちんと採寸をした。

　彼女は本当に結婚式でこのドレスを着るらしい。もちろん、約束のモデルの話も承諾してくれ、部長も大喜びだった。

　今後の話をし終えたときには九時を回っていた。それぞれ解散となり、パラパラと制作室をあとにしていく。

「瀬越すごいな。俺、正直こんな結末まで想像してなかったよ」

　私は感心する井野さんに苦笑交じりに返した。

「私もですよ。佐渡さんと佐久良さんがいたからです」

「なに言ってんの。そもそもあなたがいて今回の件が始まって、うまく着地できたんでしょ」

　横にいた佐渡さんの言葉に胸を打たれ、本当に自分のデザインしたドレスを認めてもらえたのだと実感する。

「俺も身が引きしまる思いになった。明日のオープン、絶対に売上目標に達するように頑張るよ」

　井野さんはそう意気込んで、制作室を出ていった。あの様子だと、残って仕事をするに違いない。

「私も。昨日は佐久良さんと瀬越さんが頑張ったから、今度は私が頑張る番だ。今夜からやるよ」

　佐渡さんまでやる気に満ちた表情で言い残し、颯爽とウエディングドレスの元へ行ってしまった。取り残された私は、どうしようかとおろおろする。それを近くで見ていたらしい織が、私の肩に手を置いた。

「麻結。あとは彼女に任せて、今日は早く帰ったほうがいい。昨日も遅くて疲れてるだろうから」

「えっ。織は……」

「俺も今日は帰るよ。というか、もう俺のやるべき仕事は終わったから」

　そうか。エムクラッシュ新店も明日オープンだ。当然、織の仕事はとっくに終わっているよね。

「一緒に帰ろう、麻結」

「……うん」

　私は佐渡さんに挨拶をして、制作室を出た。続けて織も廊下にやってきて、ふたりで並んで歩く。エレベーターホールに着いたら、今後の打ち合わせを終えたらしいソフィアさんがエレベーターを待っていた。

「シキ、帰るの？　じゃあ、ソフィーにディナー行けるよね」

　ソフィアさんは織の顔を見るなり、ぱあっと明るい笑顔で距離を詰める。ふたりを横目に微妙な心境になっていたら、織があっさりと断った。

「ごめん。ソフィー。俺、疲れてる麻結が心配だし一緒に帰らないと。それと今の、『ソフィーと』だろう？　まったく。やっぱりソフィーに日本語は難しすぎるか」

　ソフィアさんの額を人差し指で押しつつ嫌味を言った織は、到着したエレベーターに一番乗りで足を踏み入れた。私はソフィアさんの様子を窺う。

「あーっ。シキ、今、すごく嫌な人」

　彼女は頬を膨らませ、織を追いかけるようにエレベーターに乗り込んだ。私も続いてエレベーターに乗り、扉を閉めた。一階へ向かって降下する中、ソフィアさんが口を尖らせる。

「ソフィー、ワザとじゃないもん」

「だとしても、ソフィーの言い間違いのせいで麻結に変な勘違いをさせたんだぞ。反省しろ」

　腕を組んだ織が言い返した言葉に驚き、思わずふたりを振り返る。

「麻結。こいつ、俺とウエディングドレスを着たい、じゃなく〝俺のウェディングドレスを着たい〟って話したつもりでいたらしい」

「そ、そうだったの……？」

　ソフィアさんは小さな肩を窄めて謝る。

「ごめんネ。ソフィー、今日シキに言われるまで全然わからなかった」

「あ、いえ」

　私は事実を知り、脱力した。織が大きなため息とともに、皮肉交じりに零す。

「俺は大方そういう理由だと思ったよ。まったく」

　ソフィアさんは、ばつが悪そうに口を尖らせている。そして、なにかを思い出したように私を見た。

「あのね！　ソフィーのドレス作らない理由、シキから電話できちんと聞いた」

「え？」

「初めて描くウエディングドレスはマユに決めてるから、とシキに言われ……」

「ソフィー、また余計なことを！」

　めずらしく織はちょっと慌てて会話を遮る。薄っすら耳を赤くする照れた様子の織を見て、私まで伝染して顔が熱くなった。

　織が初めて描くウエディングドレスを私に……？

「あ、それと、ふたりのデザインは似てるね」

　ソフィアさんがなにげなく口にした発言に、私は目を瞬かせる。

「私と織のデザインが？　まさか！」

「Yes. ソフィーうまく言えないけど、マユの絵を見たときにそう感じたよ。きっとシキがマユひとすじね。ふたりは似てる」

　あまりピンと来ない話だ。だけど、なんだかうれしい。もしかして、デザイン画を見せたときに『シキに手伝ってもらったの？』って聞いてきた理由はそれ……？

「Oh,sorry!　ソフィーふたりの邪魔だね。もう行くからっ。マユ、またね」

　ソフィアさんはちょうど一階に到着した途端、私の頬にキスをして颯爽とエレベーターから降りていった。彼女のカッコいい歩き方は後ろから見ていても惚れ惚れする。

「な、なんか本当、ソフィアさんってすごい人を惹き込む力あるよね」

　私がソフィアさんの背中を見送っていると、後ろからぼそっと聞こえた。

「くそ……。ソフィーのせいで台無しだ」

　織を振り返った瞬間、腕を掴まれる。閉まりかけた扉をすり抜け、ギリギリのところでエレベーターを出た。私たちは誰もいないエレベーターホールで、しばし固まる。

「し、織……？」

「呆れられるってわかってる。だけど不動の一番は麻結だから……譲れなかった」

　私は目線をゆっくり織に向ける。織のまっすぐな双眸にたちまち射られ、オフィスにいるのも忘れて彼以外見えなくなった。

「だってウエディングドレスは何度も着るものじゃないだろう。特別なドレスなら、俺が作ったものを着せたい」

　ここまで想ってくれる相手は、ほかにいない。

　あまりに純粋で、深く透き通った強い気持ち。私は織のそれらを、もう自然と受け止められる。

「ふふっ。本当、織って小さいときから見かけによらず頑固だよね。よっぽどじゃなきゃ自分の意見曲げないもん」

　思わず吹き出した直後、手を握られ、非常階段へ引き込まれる。織は死角になった壁に腕を伸ばし、私を閉じ込めた。

「え、ちょっ……し、き」

　仄暗い中そろりと織を見上げた刹那、私の戸惑いの声ごと口を覆われる。勤務時間外とはいえオフィスで……という背徳感もあり、まったく余裕がなくなる。唇を貪られるうち足の力が抜けていって、必死に織のジャケットの袖を掴んだ。唇が離れていくと、私は甘い吐息を漏らしながら潤んだ瞳に彼を映す。

　織はこれまでで一番優しい目をして、柔らかな声音を奏でる。

「ねえ。いつか俺の作ったドレスを着て、俺と誓いのキスをして――」

　そうして、再び鼻先が触れたあとは、いとも容易く心を溶かされていった。




　オフィスを出るときに織が『ご飯を食べてから帰ろう。お祝いにごちそうする』と言って、レストランで食事をした。食事中は仕事の話から昔話まで、いろいろな話題が尽きなかった。

　帰路についた私たちは池いけ袋ぶくろ駅に到着する。駅構内を並んで歩くと、ふいに織が足を止めた。

「織？　どうかした？」

　織は壁に連続して何枚も貼られている大きなポスターを見上げていた。私も立ち止まって織の目線を辿り、スタイリッシュなデザインのポスターを目に映す。

「あ、これ」

　どこか見覚えのある内容だと思えば、百貨店の共同ファッションイベントの広告だ。百貨店に入っているテナントの服と化粧品で、ファッションショーが行われるというもの。目玉はゲストで登場する人気モデルが、新作の服を着て歩くというもの。私も一度見てみたかった。

「高校生の頃、麻結これに行きたがってた」

「そうだった。いつか行きたいって思っていたんだったな」

　チケットは抽選で、三年間応募し続けてだめだった。

「俺、いつか麻結を振り向かせるような男になるって決めてた。こういうイベントにも簡単に招待できるようなデザイナーになろうって」

　このイベントは決まって夏に開催されている。織と一緒にここを歩いてポスターを眺めていたときには、織は自分の将来を心に決めていたんだ。

「もうそれ以上になってるじゃない。自慢の幼なじみだよ」

「幼なじみ……だけ？」

「あっ……えーっと」

　ふいに手を掬い取られ、ジッと見つめられる。求められている言葉を口にするのが、どうも気恥ずかしい。

　私がもじもじと渋っていると、織が真剣な面持ちで口を開く。

「麻結。もう俺は『いつか』じゃなくて、すぐにでも麻結と一緒になりたい」

　まっすぐに想いをぶつけられ、驚きつつもうれしい気持ちがわき上がる。しかし、どこか焦っている織を見て、昂る感情が抑えつけられる。

　あれだけ、恋人になるにもキスをするにも、我慢強く待っていてくれた織が焦る理由――。

「明後日、午前の便でフランスに戻る」

　私たちの距離がまた遠のくから。

　初めからわかっていた話。それにもかかわらず、やっぱり衝撃は拭えない。

「明後日……」

　あと一日半しかないの？　明後日になれば、こうして触れ合えなくなる。

　織は『すぐにでも』って表現しただけで、明後日一緒に行こうって意味で口にしたわけじゃない。そうかといって、じゃあ私はいつ頃に織の元へ行けるっていうの……？

「麻結。フランスに来る気はない？」

　至極真面目な瞳で言われ、心が揺れる。

　フランスに行けば織はいる。とはいえ、四六時中一緒なわけじゃない。英語もままならないのにフランスへ？と不安もある。今の段階では、自分がフランスで生活しているビジョンがなにも浮かばない。

　眉根を寄せて織を見つめ、繋いでいた手をするりと解き、小さく首を横に振った。

「無理だよ。そんなに早く織のとこへ行くなんて……なんの準備もできない」

　織の顔を見るのが怖くて、ついに足元に視線を落とした。自分の両手をぎゅうっと強く握りしめ、ぽつりとつぶやく。

「って言ったら、織ももうさすがに待てない……よね？」

　織と恋人同士になったのはつい最近の話。織はもうずっと前から私を好きだったって何度も伝えてくれた。これ以上待たせたら……いくら気長な織も心変わりするかもしれない。

　織を失いたくないのに、手放しで喜んでその胸に飛び込んでいけない。

「はは。今度は麻結が俺に『待ってて』って言うとはね。いつかのときと逆だ」

　織の寂しそうな笑い声に、心が鈍い痛みを覚える。

　織はきっと、これからどんどん忙しくなる。今タイミングを逃せば、『一緒になりたい』って言葉をもうもらえないかもしれない。……それでも。

「麻結の準備って？」

　ひとりで考え込んでいたところに聞き返され、ビクッと肩を上げる。自分のつま先を見つめ、震える唇を動かした。

「笑わないで聞いてくれる……？」

「うん。なに？」

　織は至極真剣な声で答えた。だから私も、勇気を出して顔を上げる。

「私、ファッションプランナーを目指そうと思うの」

　ファッションプランナーは、市場調査をしてどんな服を作ればいいかコンセプトを考えて、生地選びもして……という仕事。不器用で裁縫ができない私にとって、〝服を作る〟という昔からの夢にきっと一番近い場所。

　思えば、そう考えたのは最近のことじゃない。スピンで働いて間もない頃から――。

「私、現状に満足しかけてた。スーパーバイザーの仕事もやりがいがあって、日々充実していたから。でも、織が気づかせてくれた」

　織は黙って私の話を聞いていてくれる。私は彼をまっすぐと見つめた。

「織と再会して、ソフィアさんのドレスをデザインすることになって……再確認したの。やっぱり、私は服を作りたかったんだって」

　そして、もうひとつ新たな夢が芽生えた。

　私はひと呼吸おいて、織に伝える。

「いつも振り回してごめんね。だけど私、ただファッションプランナーになりたいだけじゃなく、今よりももっと知識を深めて……織の役に立ちたい」

「……え？　俺の役にって……」

　私は昔から自分の夢だけを追ってきた。とてもやりがいがあって、毎日夢中に生きてた。そこに大人になった織が現れた。

　私の夢を一緒に追いかけてくれていた、織が。

「有名デザイナーの織の補佐ができるなんて思ってない。でも、些細なことでもいいから手伝いになれたらいいなって……。じゃなきゃ、織が好きになってくれた私でいられないから」

　私は小さい頃に、自分の思い描いていた未来を完全にあきらめたわけじゃなかった。織と出会って、別れて、また再会して――長年温めていたものが大きく膨らんだ。

　夢はちょっとずつかたちを変えていくものなんだって、織と過ごしてわかったから。

「め、迷惑かな？　やっぱ……り」

　刹那、織は人目もはばからず私を強く抱き寄せる。

「どれだけ俺を夢中にさせたら気が済むの」

　織の声が……ほんの少し震えていた。私は放心して棒立ちだ。ただ織の熱を全身で感じ、やたらと大きく心臓が脈打つのを感じていた。

　織がそっと私の頭に手を置く。

「そうやって届かなそうな場所へさえ、道を変えても時間がかかっても突き進んでいく麻結が俺は好きだ」

　力強い瞳に私が映し出される。思えば、私はこの温かな眼差しに見守ってもらっていたから、自分の思いをあきらめずにいられたのかもしれない。無条件に肯定し、支えてくれる織の存在があったから……。

「迷惑なはずない。待たないわけがないだろ。俺の目には、昔も今も麻結しか映っていないっていうのに」

　するっと頬を撫でられ、再びぎゅっと背中に手を回された次の瞬間。

「じゃあ俺たちがお互いに準備ができたら……結婚しよう」

『結婚』の単語に頭が真っ白になる。戸惑いを隠せず、織の腕の中で顔を上げた。

「い、いいの……？　いつになるかもわからないし、お互い生活している距離だってすごく遠いのに」

　織は私の不安な心を、柔らかな微笑で包み込む。

「そういう問題を徐々にふたりで考えて解決していこう。麻結となら、絶対乗り越えていける」

　公衆の面前で抱きしめられているというのに、いつしか通り過ぎる人たちの存在も忘れていた。視界には織しかいない。

「『有名なファッションデザイナーのおよめさん』になるんだろ？」

　ふいに織が冷やかし交じりに言って笑った。

「……うん。そうだったね」

　私は織の首に両手を伸ばし、つま先立ちをする。どちらからともなく瞼を伏せ、唇を重ね合った。

「麻結、ずっと想ってる。これまでも、これからも。――好きだよ、永遠に」

　色とりどりのポスターが並ぶ前で、私たちはもう一度誓うようにキスを交わした。










きみと紡ぐ




　季節はすっかり冬に変わっていた。

　数か月前のエムクラッシュ新店オープンイベントは無事に終わった。

　サクラとのコラボ商品も、初日の在庫はほぼ全色完売。二日目以降も、ネットニュースやＳＮＳなどの口コミで話題になり、さらに売上を伸ばしたらしい。

　織は初日のイベントを見守り、その日の夜には大勢のスタッフと成功を祝ったパーティーに参加していた。私も仕事のあとに同席したが、みんな本当に盛り上がって終始笑顔が絶えない飲み会だった。

　織はその翌日、予定通りの飛行機に乗ってフランスへ発っていった。

　織との別れは空港ではなく私のアパートで。私は仕事があって見送りには行けなかった。いや、行かなかった。五年前の別れとは違って、絶対離れがたくなるってわかっていたから。

　自宅の玄関先で、織が私に回している腕が解けるのが寂しい。私を見つめる瞳が揺れているのが苦しい。すらりとした指先が、名残惜しそうに頬を掠めていくのが切ない。長く甘い口づけが終わる瞬間が悲しい――。

　どれだけ時間が経っても、あの日のすべての感情が今なお鮮明に蘇る。

　それでも私は今日まで泣かなかったし、泣かない。

　これは、私たちの未来への一歩。悲しむことなんかないって、そう胸に強く刻んでいる。




　仕事を終え、寒さのあまり背を丸めて帰宅すると、一通のエアメイルが届いていた。私は急せく気持ちでアパートの階段を上り、部屋に入るなり開封した。

【麻結。元気？……って、たぶん俺は今日もメッセ―ジ送ってるんだろうけど】

　織のちょっとクセのある字を目で追って、思わずくすっと笑いを零した。

　私たちが別れた日から、織は欠かさずメッセージを送ってくる。今日も例外ではなく、さっきも織から【ランチタイム】と他愛ない報告メッセージがきていた。

　便箋にはこう続けられている。

【この間、ソフィーが式場の下見でこっちに来たとき預かったものを送るよ】

　預かったもの？　二週間くらい前に広報の人が『ソフィアさんと撮影があった』って話をしていたのに。そのあと渡したいものが出てきたのかな。しかしソフィアさんが私に渡したいものって……なんだろう？

　織からのめずらしい手紙の理由に納得するも、ソフィアさんからの預かりものに心当たりはなく首を傾げる。便箋の下に重ねられた紙を凝視した。

「えっ……」

　それはフランス行きのｅチケットの控え。搭乗者の名前は私。一番下にもう一枚便箋があり、たったひとこと織の文字で【待ってる】と締めくくられていた。

　何度も手の中の紙を見て、ようやくこれは本当に航空券なのだと理解し、同時に脱力する。ベッドに腰を下ろし、茫然とｅチケットの控えを目に映していた。

　こんなサプライズってない。……にしても、織じゃなくソフィアさんからって。ああ、そうか。織も書いてた。結婚式をフランスでやるんだ。それで、わざわざ私を招待してくれたんだ。搭乗日の日付は来月中旬。人伝いに、ソフィアさんの式は一月って聞いた気もする。

　ゆっくりと身体を倒し、仰あお向むけになった。両腕を天井に伸ばし、織の手紙をまじまじと眺める。そっと織の書き綴った字を撫でた。次の瞬間。

「わあっ」

　スマホの着信音に驚いて声を上げた。バクバク騒ぐ胸を手で押さえ、スマホの元へ移動する。織だ。

「しっ、織？　どうしたの？　仕事中じゃ……」

『うん。でもアトリエにひとりだから。そろそろ届いてるかなあって思って』

　私は自然と瞼を閉じる。織の落ち着いた聞きやすい声は、すごく久しぶり。

「エアメイルだよね？　まさに今、見てたとこ。中身確認してびっくりした！」

『麻結の驚く反応をリアルに感じたくて電話したんだ』

　織は楽し気に笑ってそう言った。私は通話を続けながら、カレンダーで搭乗日を確認する。

「あっ。平日なんだ！　わ～仕事休めるかなあ」

　一月中旬だったら、セールも落ち着いてきている時期かな……。

『大丈夫じゃない？　ソフィーが話つけたって言ってたし』

「え？　どういう意味？」

『あのドレスが仕上がって、ソフィーは撮影も済ませたんだろ？　そのときに麻結んとこの上司に、麻結が結婚式に参加できるよう取り計らってくれってお願いしておいたらしい』

　織がさらりと答えた内容に目を剥く。

「部長からそういう話はまったく聞いてないよ？」

『あー、たぶん口止めしてるのかも。今回のチケットも麻結を驚かせたいって言ってたし。麻結の上司もソフィーがモデルしてくれた手前、ソフィーの頼みを聞き入れたんじゃない？』

　ええ！　そうだとしたらソフィアさんの力ってすごい……。

『てわけで、もう作業に戻るわ。俺も急ぎのものがあるから』

　ほんの数分の電話だと、うれしい気持ちよりも寂しい気持ちのほうが勝っているかもしれない。

「そうなの？　あまり無理しないでね」

　名残惜しい思いでいたら、耳孔に柔らかな声音が響く。

『久々に麻結の声聞いたら元気出た』

　頭の中に、織の穏やかな表情がぱっと浮かんだ。私は脳裏に浮かべた織を想うと、自然と頬が緩む。

「……私も」

　織は少しの間を空け、『じゃあ』と電話を切った。待ち受け画面に戻った手の中のスマホに目を落とし、唇をきゅっと引き結ぶ。

　数分声を聞いただけで会いたくなっちゃう。

　私は織から届いたエアメイルを、ぎゅっと抱きしめた。




　さらに一か月が経った。

　ソフィアさんの挙式を明日に控えた今日、私は成田国際空港にいた。

　フランスでの滞在は三日だけだけど、初めてのヨーロッパ旅行に胸が弾む。私は参列用のドレスが入ったスーツケースを手に、搭乗手続きに向かった。

　直行便だと移動は約十二時間。昼前のフライトで、時差があるから向こうに着くのは現地時間で大体午後六時から七時くらい。

　長旅だな、と思う反面、滅多にない経験にドキドキする。なんと言ってもファーストクラスだ。この先、絶対にこんな旅はできない。

　時間がきて、機内に乗り込み息をつく。私は心の中でソフィアさんに感謝して、小さな窓越しに半日後の想像をして口元を緩ませた。




　シャルル・ド・ゴール空港に到着した。荷物を受け取って出口を通過し、織の姿を見つける。瞬間、張り詰めていた緊張が一気に緩んだ。

「麻結」

「織っ」

　織の笑顔を見つけた途端、私は無意識に駆け寄っていた。

　手を伸ばせば触れられる距離に織がいる。すぐそこに、優しい瞳に私を映し出す織が……。

「疲れただろ？　荷物貸して」

　織はさりげなく私のスーツケースを取って歩き出す。

「ううん。ファーストクラスだったから思ったより平気だったよ。ソフィアさんにお礼言わなきゃ」

「そっか。よかったな。じゃ、まずは移動して食事しようか。そのあとはアパルトマンに帰る感じでいい？」

「織に任せる。私、実は織をあてにしてほとんどプラン考えてなくて」

　どちらかといえば方向音痴な私。日本国内ならまだしも、フランスとなれば交通機関や観光場所までの距離感とか全然わからないし。ゆっくりできる旅行なら、自分で計画してみようかなって思えたかもしれない。しかし、今回はタイトなスケジュール。だったら、詳しい織に委ねるのが一番と思った。

「もちろんいいよ。と言っても二泊三日だし、ソフィーの式もあるからゆっくり観光とまではいかなそうだな」

「仕方ないよ。今回の目的はソフィアさんの結婚式！　楽しみだなあ」

　以前、うちで撮影したときの写真は見せてもらったけれど、実際見たらもっと素敵に違いない。わくわくした気持ちで、明日の式に思いを馳せる。

「にしても、ホテルじゃなくてよかったのか？　俺のアパルトマンは今や第二のアトリエ化しててあんまり綺麗じゃないし」

「いいの！　織がどんなところで生活しているか見たかったから」

　私は織の暮らしを感じてみたくて、ソフィアさんがホテルの手配もしてくれていたのを丁重に断っていた。

「それにホテルにしちゃったら織といる時間がさらに減っちゃう」

　私の言葉に織が急に、ぴたっと足を止める。

「織？」

「再会早々、あまり可愛いこと言うなよ。ここで押し倒したくなるだろ」

「え、えっ……」

　照れるのを隠すためなのか、眉間にしわを寄せる織をおろおろとして見上げる。織はすぐに態勢を立て直し、さらに距離を詰めて私の耳に口を寄せてきた。

「俺も一緒にホテルをとって泊まるって手もある。ダブルベッドはうちにあるベッドより広いと思うけど？」

「なっ……に、を」

「まあ狭いほうが麻結とくっついていられるからいいか」

　かあっと顔が熱くなり、うまく言葉も出せない。潤んだ瞳で織を睨みつける。織はまったく動じずに、意地悪な笑みを浮かべていた。

「この時間帯、車だと渋滞するから電車で来たんだ。ごめん。電車で移動しよう」

「うん。絶対ひとりなら海外で電車なんて乗れないから楽しみ」

「ああ。場所によって治安の良し悪しあるから、絶対ひとりはだめ。俺が一緒にいるときだけな」

　織は注意するなり、私の腰を引き寄せた。単に危険から守ろうとしただけなんだろうけれど、すごくドキドキする。

　電車で移動すること約四十分。ようやくパリ市街に到着した。東京も夜になればいろんな灯りでいっぱいで綺麗だけど、やっぱり外国の景色は新鮮で魅力的に感じる。

　幻想的な夜の街を眺めながら、おしゃれなレストランで食事をしたあと、少し市街を散策する。それから地下鉄で移動して、織の住む住宅街へ移動した。

　重厚な石壁の建物がひしめき合う光景はあまり見慣れず、私はひたすらきょろきょろと辺りを見回していた。一棟のアパルトマンの前で織が「ここだよ」とひとこと言った。私は六階建ての建物を仰ぎ見て、しみじみと返す。

「へえ～。ここが織の家なんだあ。本当にパリに住んでるんだね」

　アパルトマン内の螺ら旋せん階段を上っていく。最上階ともなると、運動不足がたたって結構きつい。ちらりと織を見れば、当然まったく疲れてなんかいない。

　ようやく部屋にたどり着き、織に促されて中へ足を踏み入れる。間取りは１ＬＤＫというところだろうか。壁紙は真っ白で明るく、バルコニーにはテーブルと椅子が置いてあって、おしゃれな部屋だった。

「もうちょっと広いとこ探したらってハンナによく言われつつ、引っ越し面倒で大学の頃からずっとここ。この辺りは治安も悪くないし、気に入ってる」

「ふうん。そうなんだ。わあ……っ！」

　なにげなく格子の窓から外を見た瞬間、思わず感嘆の声が漏れる。

「織！　部屋からエッフェル塔が見え……」

　振り返るのと同時に、後ろから抱きしめられる。突然の出来事に、窓の向こうのエッフェル塔の存在さえ忘れ去った。織の腕には力が込められていて、密着した背中から熱を帯びていく。硬直していたら、耳元でささやかれた。

「……会いたかった」

　織のちょっとつらそうな声に、胸の奥がきゅうっと切ない音を立てる。

「私、も――」

　そうして私たちは、何度も唇を重ね合う。織の熱い吐息を感じる度、この瞬間を長い間待ち望んでいたのは私だけじゃなかったのがわかり、うれしくなった。




　翌日。

　九時頃に起床し、『時間まで少し余裕があるから』と織がアパルトマンの近くの散策に連れていってくれた。カフェで軽くランチを済ませ、昼前には織の車で大聖堂カテドラルへ向かう。

　私は招待されただけなのに、これから行われる式にドキドキしていた。友人の式には一度参列したことはある。しかし、ここはフランス。さらに新婦はトップモデルのソフィアさんだ。興奮せずにはいられない。

　大聖堂の中に入り、私と織は並んで静かに式が始まるのを待つ。

　荘厳な雰囲気。高い天井と、神聖な気持ちにさせられるステンドグラスから、色とりどりの光が射し込んでいる。まるで異空間に立っているような心境でいたら、神父と新郎がやってきた。

　数分後、後方の重厚感のある扉が開き、純白のドレスに包まれたソフィアさんが姿を現す。彼女はお父さんとともに、ゆっくりとバージンロードを歩いてきた。約四十メートルあるバージンロードに、ソフィアさんが纏うウエディングドレスのトレーンが広がってとても美しい。

　ソフィアさんのウエディングドレス姿は、仕立てから撮影までの間に何度か見てきた。けれども、大聖堂の中でしなやかに歩みを進める彼女は、これまでとは比べものにならないほど輝いていた。




「綺麗だったし感動したし、もう私、感無量です」

　滞りなくソフィアさんの式が終わったあと、私は大聖堂の中で余韻に浸っていた。織以外、唯一言葉が通じるハンナさんへ、さらに話しかける。彼女も織同様、サクラのスタッフとして招待されていたのだ。

「ふたりとも有名モデルだからゲストが多いかと思ったら全然で、アットホームな雰囲気だったのがまた良かったです！」

　そんな素敵な式に招かれたなんて、一生の思い出になりそう。

「人の結婚式で泣くなんて信じられない」

　そこでハンナさんは水を差すように辟易した顔で返してきた。

　私がハンナさんと再会したのは、式が始まるほんの少し前。以前日本で別れたときは微妙な空気のままだったから、実はちょっとだけ構えていた。が、ソフィアさんの式を見たら気持ちが和らいだ。

「そうですか？　結構そういう人いると思います。もう、こんなに素晴らしい式を見ちゃったら、自分のときの理想が高くなっちゃいそうだなあ」

　ハンナさんは私の返答に相槌を打ちもせず、出口へと歩いていく。ひとり取り残されるのは不安な私は、ハンナさんのあとを追った。

　どうしよう。やっぱりハンナさんは今でも私の存在が面白くないのかも。織と一緒に働いている人だし、私はできれば険悪にはなりたくないなあ……。っていうか、織はいったいどこへ行ったの？　ソフィアさんの式が終わったあと、『ちょっと待ってて』と言い残してからもう十数分経ったけれど。

　廊下に出て窓から外を眺める。もうすでに来賓もいなくなって、辺りは閑散としていた。きょろきょろと織を探していたら、突然ハンナさんに腕を掴まれる。

「マユ。ちょっと付き合って」

「えっ？」

　ハンナさんは戸惑う私を強引に連れ、大聖堂の離れに繋がる細い廊下を進んでいく。そして、何室か並ぶ中の一室に引き込まれた。

「ハ、ハンナさん、急になにを……」

　ハンナさんを問いただしかけたとき、彼女の奥にあるものに目を奪われる。

「あれは……」

「ほら。おとなしくこっちへ来て。さっさと服を脱いで」

　カーテンを引きながら言われるも、驚きのあまり足が動かない。ハンナさんは痺しびれを切らしたのか、半ば無理やり手を引いて私の背中のファスナーを下ろした。

「ちょっ……！」

「詳しくはあとでシキに聞いて。ほら、動かないで。時間がないの」

　織に聞いてって言われても、肝心の織がさっきからずっと見当たらなくて困っているのだ。

　そして、ハンナさんにされるがまま数分後。

「驚きね。本当にジャストサイズ」

　ハンナさんに素直に従っていたら、あっという間に別のドレスに変えられた。

　女性らしいマーメイドラインに、複雑に織られたウエストマーク。ホルターネックの胸元は透けるレース素材で、背中は大胆に開いている。とても肌触りのいい生地の色は真っ白――ウエディングドレスだ。

　部屋の隅に用意されていた姿見に目をやる。間違いない。これは前に、織が私に似合うウエディングドレスは……と口にしていたデザインそのもの。私は織が作ったウエディングドレスだと確信する。

　だけど、こんな場所で……。これじゃあ、まるで――。

「あのときは悪かったわ」

　突如、鏡越しにハンナさんからぶっきらぼうに謝られ、私はきょとんとした。

「すぐには認められなかったのよ。でももうとっくに気持ちの整理はついたわ。日に日に仕上がっていく、このウエディングドレスを見せられたらね」

　ハンナさんは苦笑いを浮かべ、私が着ているドレスを眺める。

「結局、シキの才能を生かすも殺すもマユ次第なのよ。だから、これからあなたには役目を果たしてもらわなきゃ。それがワタシの本来望んでいたことだわ」

「役目？」

　私はハンナさんに言われた意味がまったく理解できず、首を傾げた。

「さ。早く戻りなさいよ。探してる人はもう大聖堂にいるはずよ」

　ハンナさんに見送られ、再び大聖堂ホールへひとりで移動する。長い裾をたくし上げ、小走りで先を急いだ。入り口のドアを開けた瞬間、ステンドグラス越しに射し込んでいた陽の光に目を細める。

「麻結」

　まともに見えない状態で織の声だけが聞こえてくる。私は数秒間止まり、ようやく慣れてきたあたりで瞼を押し上げる。

「織……」

　目の前に立つ織に意識を奪われる。真っ白なスーツに白いバラのブートニア。長めの髪は後ろに流して整えられていた。

「これは麻結のね」

　織に渡されたものは、彼のブートニアとおそろいのバラのブーケ。私は反射でそれを受け取った。

「ちょっ、織！　これはいったい……」

「はは。驚いた？　まずは、どうぞ」

　織は言いながら左腕を差し出してきた。おずおずと手を伸ばし、腕を組む。織はニコリと笑って前を向き、一歩ずつ歩き始めた。

　ハンナさんにウエディングドレスを着せられたときから、なんとなく予想はしていた。いざ今日ソフィアさんが歩いたバージンロードに立つと、さっきまでいたはずの大聖堂なのに景色が違って見える。

　ホール内にはほかに誰もいない。それにもかかわらず私は緊張し、とにかく転ばないように、織の歩調に合わせることに専念する。

「麻結、聞いて」

「えっ？」

「強引なやり方で戸惑わせただろ。ごめん。でも、こんな機会そうそうないと思ったから」

　織は進行方向をまっすぐ見て言った。つい織を向いてしまった私も前に向き直る。

　さらに一歩、歩みを進めたとき。

「俺たちの将来を約束する意味で……このプレウエディングに付き合って」

　織のやや緊張気味な低い声が聞こえてきた。我慢ができず、私はもう一度織の横顔を窺う。

　再会してからいつも余裕な顔を見せていた織が、ちょっと硬い面持ちで頬を赤らめている。そんな表情……初めて見た。

　織の真剣な想いがじわじわと伝わってきて、胸の奥がしめつけられる。私は祭壇に到着する直前に、ぽつりと返す。

「……バカ。ここまで来たら断る選択肢なんかないじゃない」

「ふ。確かに。そのドレス、よく似合ってる」

　織が私を見つめ、うれしそうに顔をほころばせるものだから、私の心臓はさらに早鐘を打った。

　そうこうしている間に祭壇にたどり着く。ふたりで足を揃え、神父がいない祭壇上のステンドグラスの窓を仰ぎ見た。

　美しい景色に目の前がキラキラする。織はゆっくり私のほうを向き、粛々と告げた。

「私、佐久良織は、今もこれからも来世も、瀬越麻結を愛し続けると誓います」

「……来世って」

　照れ隠しもあり思わず突っ込みを入れるも、織は至って真剣だ。私も気持ちを引きしめ、端正な顔立ちの織を見上げる。

「私、瀬越麻結は佐久良織を……世界で一番、愛してます」

　言い終わるや否や、ブーケも気にせず織に抱きついた。誰もいない神聖なる場所で、神様だけが見守る中、そっと誓いのキスを交わす。

「俺も麻結だけをずっと愛してる。この先も俺のそばで笑ってて」

　眩まばゆい光の祝福を浴びながら、私たちは心から笑い合った。




「ねえ！　着替えもせずに帰るなんて、いくらなんでも目立つでしょ！」

　私はウエディングドレス姿で車に揺られていた。ハンドルを握る織もまた、スーツ姿だ。

　さっきの場所は、織がソフィアさんの式のあと、少しの時間貸してもらえるように以前から交渉していたらしい。昔は行動的なタイプではなかったくせに……と驚きつつ、幸福を感じていた。

　ただ、問題なのは着替えさせてもくれず、そのまま車に押し込められたこと。

　織は満足げにハンドルを握りつつ、答える。

「だって、急いで脱がすのはもったいないだろう？」

「そりゃあ、織は作るのが大変だったんだろうけれど……」

「いや、そういう意味よりは、念願叶って麻結が俺のウエディングドレスを着ている姿を、もっとゆっくり見たい」

　流し目で言われた言葉に、ドキッとしてなにも言い返せない。どうにか動揺をごまかしたくて、咄嗟にバッグからスマホを手に取った。ちょうど新着メールがきていて、そちらに集中するふりをする。転送されてきたメールの送信主は部長だ。

「えっ」

　内容を確認して思わず声を上げ、絶句する。

「どうした？」

　私は運転している織の横顔にスマホをずいと近づけた。

「これ！　織はとっくに知ってたんじゃないの!?」

　織はちょうど信号で車を停めたタイミングでスマホの画面を見る。

【瀬越さんに内示が出ました。異動先はウーマンクラッシュ・ウエディング部門、ファッションプランナー】

「いや？　それは俺の知らない内容だよ」

「嘘だあ！」

　しらを切る織に、じとっとした視線を向ける。

　私のスマホには、さらにこう記されていた。

【業務内容はマーケティングやプランニング。同部署デザイナー及び、アスピラスィオン・サクラのデザイナーのフォローなど。短期間のフランス出向有（日程未定）】

　驚くべき内容が満載。どこから突っ込んでいいのかわからないほどだ。

「まずウエディング部門の件、全然知らなかった！」

「あれ、やっぱりソフィーがモデルしたのが反響すごかったみたいだよな。それで急いで起たち上げたらしい。で、俺にまた依頼がきたってわけ」

「え！　じゃあ、織がウエディングドレス作るの？」

　織が仕事でレディースのものを手がけるならうれしい。

「まあ、デザイン提供ってところかなあ。麻結の会社には悪いけど、こっちも忙しいから。俺が作らなくても佐渡さんがいるから心配してないし」

「そっか」

「麻結のための〝初めてのウエディングドレス〟は一応作れたし、協力するくらいならってね」

　織は笑って言うと、再びアクセルを踏んだ。

　正直、織と一緒に仕事ができるなんてうれしすぎて飛び上がりたい。前回のエムクラッシュ監修の件だって、私の発案だったのに直接かかわれなかったから。

「それにしても私がファッションプランナーって。しかもサクラも一緒に……。こんな都合のいい辞令、織が一枚噛んでるとしか……」

　もしも、今回の話が偶然ではなく故意に謀られたものなら素直に喜べない。やっぱりこういうのは、自分の力で切り拓ひらいて行きたい。

　私が複雑な心境でいたら、織が真面目に答える。

「本当に違うって。あ、ひとつ条件は出したか」

「条件？」

　私は訝しい顔をして聞き返す。返答次第では、いろいろと考え直さなければならないかも……と思っていたら織が答えた。

「市場調査ができるファッションプランナーを補佐としてほしいって言ったんだ。俺は麻結の名前を一切出したりなんかしてない。ただ、『呼吸が合いそうで、やる気のある人で』ってお願いしただけ」

　織が嘘を言っているようには思えない。

「だったら、なんで私……？」

『ファッションプランナーを』と依頼されたなら、真っ先に候補に挙がるのはうちのオフィスにいるファッションプランナーの人たちだろう。

　織はさらりと口にする。

「これは俺の勝手な推測だけど、佐渡さんあたりが推薦したんじゃないかなって踏んでる。彼女がウエディング部門のリーダーだから」

「え？　佐渡さんがリーダー？」

「うん。それは確定のはず」

　そんな話をしている間に、もう織のアパルトマンに到着した。私たちは車を降りて、螺旋階段に向かう。私はあまりに目立つ装いのため、一刻も早く部屋にたどり着きたかった。が、急いで階段を上ろうとするも、ウエディングドレス姿ではうまく歩けない。瞬間、身体がふわっと浮いた。

「きゃっ……えっ、し、織!?　いいよ！　重いから！」

「平気だよ」

「や、平気じゃないでしょ！」

「螺旋階段でウエディングドレスで抱っこって、映画のワンシーンみたいじゃない？」

　こんな体勢でそういうセリフ言われたら、ますます意識しちゃうじゃない！

　私は恥ずかしさのあまり、織にしがみついておとなしく部屋まで運ばれた。織は中に入ってから私をそっと地に降ろし、微笑みかけてくる。

「ま、とにかくそういうことで。俺もまたちょくちょく日本へは行けるよ。麻結も今度から仕事でこっちに来る機会あるだろうし」

「なんかまだ……実感わかない」

　フランスへはなかなか来られないから、次に織に会えるのはいつだろうって不安になっていた。確かに、一緒に仕事するなら会える時間も今よりは増えるはずだ。

「また織に力を借りちゃったね」

　小さい頃から私の憧れをたくさん叶えてくれる織に、感謝の気持ちがあふれる。

「力は麻結のものだよ。俺はきっかけを作っただけ」

　織は私の頬を包み込み、柔らかく目を細めた。

「数年は離れて暮らしていても、ときどきこうして会えるはず。ゆくゆくは一緒に暮らそう。場所はどこだって構わない。麻結がいれば、俺はそこで頑張れるから」

「し、織……」

　鼻先を寄せてくる彼に、鼓動が高鳴る。

「ウエディングドレス……イメージ通りだ」

　織は至極甘い声でささやくと、私をベッドに押し倒した。レースの波間で私たちは指を絡ませ合い、キスをする。

「可愛くて脱がすのがもったいない――けど」

「あ……っ」

　ふいに織が首元のスナップを外した。瞬時にドレスの胸元が緩み、心こころ許もとなくなる。直後、はだけた素肌に熱い唇を落とされた。

「麻結に着せる服は、いつか全部俺が作る。そして、こうして脱がせるのも俺だけ」

　熱のこもった眼差しに当てられ、私の身体も上気する。

「好きだよ、麻結」

「私も……」

　そして、織の首に両手を回し、自ら口づけた。

　私たちが昔から紡いできた糸は、これからも途切れないよう一緒に長く、長く。いろんな色をふたりで集め、結って、編んで。

　かけがえのない一本の糸みちを、この先ずっとふたりで作っていきたい。

　心から大切なあなたと。
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ふたりで織りなす




「きゃ！　Pardon!（すみません！）」

　両手にたくさんの荷物を持って急いでいたら、すれ違った人とぶつかった。私は慣れないフランス語でどうにか謝ってから、無意識に日本語をつぶやく。

「はー。よそ見しないように気をつけなきゃ……」

　ここフランスはパリ。私は趣ある街並みを、再び歩き始める。

　あれから約一年三か月が経った。スピンでウーマンクラッシュ・ウエディング部門に異動して、毎日必死で仕事をしてきた。

　市場を回り、佐渡さんをはじめとするデザイナーと密に話し合い、データを見てはコストなどの数字とシビアに向き合う。めまぐるしい日々に弱音を吐かずに頑張れたのは、周りのスタッフのおかげ。

　特にソフィアさんの存在は大きかった。彼女という広告塔がいたから、私が新しい部署で慣れない間でも売上が大きく落ち込まずにいられたんだと思う。

　なによりも、公私ともに支えられたのはやっぱり織の存在だ。

　織は自分も忙しいのに、私が出張でパリに来れば毎回丁寧に仕事をサポートしてくれた。本来、私が織の補佐をすべきだったのに、助けられてばかりだった気がする。

　そんな私は今年の春に思い切ってスピンを退職し、パリへやってきていた。

　織のそばにいたい。最終的にその想いが強くなって決心したわけだが、運よく背中を押される出来事もあった。

　それは、織が勤めるアスピラスィオン社の女性向けブランド『laラ confiserieコンフィズリ』で働いてみないかという誘いを受けたこと。

　スピンに在籍中、出張でサクラを訪れた際にアスピラスィオン社も訪問させてもらってから、ラ・コンフィズリのスタッフと交流が始まった。そして、商品の企画から販売まで取り仕切るマーチャンダイザーの見習いとして、アルバイトをさせてもらえる話にまでなったのだ。

　七階建ての石造りのオフィスに到着し、中に入って階段を駆け上る。目的階に着くと、ラ・コンフィズリの部署に勢いよく足を踏み入れ、たどたどしいフランス語を口にした。

「戻りました」

「遅い！　早く持ってきたもの並べて」

　フランス語を早口で言われると、やっぱりまだ言葉を聞き取れない。しかし、表情や仕草のニュアンスでなんとなく内容が伝わってくる。

　私は手に持っていた紙袋から服を取り出し、手早くデスクの上に広げていった。




　毎日くたくたになってオフィスを出る。慣れない土地と言語の中での仕事だから当然だ。今週もどうにか終えた、とほっと息をついて外に出ようとしたところで名前を呼ばれた。

「麻結。お疲れ様」

「織！」

　耳馴染みのある日本語に気が緩む。織の顔を見ればなおさらだ。私は入り口ドアの横に立つ織の元へ駆け寄った。

「毎日迎え、ありがとう。ごめんね」

「いや、帰り道だし全然平気」

　織はいつも私の帰宅時間に合わせて来る。

　織の言葉に嘘はないってわかってる。しかし、いくら完璧な織だって疲労が溜まらないわけじゃない。私を迎えに来る時間は、織が貴重な時間を割いてくれているのだ。そのぶん、仕事にしわ寄せも行くだろうし、疲れもする。けれども織は、私に笑顔と優しい言葉をくれる。

「それに麻結はまだこっちに慣れてないし、なにかあったらって心配で。俺が来たくてそうしてるんだ」

　オフィスを出てごく自然に手を繋ぎ、駅に向かう。私は前方を見ながら、ぼそっと言った。

「でも……織も環境が変わって大変なのに」

　織は多忙を極めている。

　これまでは九割サクラのアトリエにいて、一割はショップに顔を出す程度だったらしいが、今では本社へしょっちゅう足を向けている。

　なぜなら、サクラがひとつの企業になったから。

　約半年前、スピンとの仕事が好調だった影響で、サクラのラインナップにウエディングドレスが加わり、それに伴いスタッフ増員。売上の数字は右肩上がりで、織は経営から現場の責任などすべての指揮を任されていた。いわゆる社内起業みたいなものらしい。よって今は、デザイナー兼ＣＥＯになる。

「最近、ほとんど寝る時間もないでしょう」

「まあ今は仕方ない。この環境に慣れればもう少しうまく時間を調整できる」

　織は業務が増えたからって、手を抜くタイプじゃない。そういう人だからアスピラスィオン本社の社長や、ノエル・フルニエ氏をはじめとするデザイナーたちに信頼を得ているんだ。とはいえ……やっぱり身体が心配だな。

　軽く笑って返した織を、不安な心境で見つめる。すると、織が握っていた手にきゅっと力を込め、頬を緩ませた。

「明日は久々に丸一日休みにしたんだ。ふたりで出かけよう」

「えっ」

「麻結もこっちに来てから、ゆっくり観光もしてないだろ。俺も息抜きになるから気にしなくていい。めいっぱいオフを楽しもう」

　ニコリと眉じりを下げる織を見たら、抱きつきたい衝動に駆られる。それを抑えて、どうにか普通に反応する。

「ありがとう」

　どうしよう。私、フランスに来てから前よりもっと、織が好きになってる気がする。

　私は左手から伝わる彼の熱にいっそうドキドキし、並んで歩いて同じ家へ帰れる幸せを噛みしめた。

　私がフランスに来ると決まった段階で、織は絶対に私と一緒に暮らすって決めていたらしい。実は私もそのほうが、安全面などの心配事が少なくなって助かった。

　ふたりで住むには決して広くはない部屋だけれど、どこにいても織が視界に入るから、今まで離れていた時間を埋めるにはちょうどいい。

　織のセミダブルのベッドに寄り添って眠るのも好きだ。私は今朝も心地よさから抜け出せなくて、深い眠りに就いていた。しかし、窓から射し込む朝陽が私の意識を呼び起こす。

「おはよう、麻結。まだ眠い？」

　織の声を聞き、瞼が完全に開かない状態でゆっくり起き上がった。片目をこすり、ぼやける視界で織を見る。織はベッドの脇に腰を下ろした。

　かけ時計の短針は七をちょっと過ぎたところ。織の身なりを見れば、起床してしばらく経っているのがわかる。すっかり目が覚めている顔つきと、ジーンズにシャツ。奥に視線をやれば、作りかけだった服の作業が進んでいた。

「ううん。もう起きる……。織ってば、休みなのに結局早起きしたの？」

「うん。今日が楽しみ過ぎて」

　せっかくの休日なのにと思って言えば、無邪気な笑顔で即答されてどぎまぎする。

「バ、バカね。そんな子どもみたいに……」

　ストレートな返しにしどろもどろになっていたら、首に腕を回された。グッと引き寄せられた直後、ちゅっと額にキスされる。私はその一瞬の出来事で、あっという間に目が覚めた。触れられた箇所に手を添え、頬を染めて織を凝視する。

「さあ、姫。本日のお召し物はいかがなさいましょうか」

「なっ……」

　態勢を立て直す間も与えられず、次は手を掬い取られ、今度は手の甲に唇を落とされた。織の言動に大きな衝撃を受け、口をパクパクさせる。織はくすくすと楽しそうに目を細めていた。

「も……やめて。恥ずかしくて死んじゃう」

　私は両手で顔を覆い、寝起きからギブアップ宣言をするほかない。下を向いている私は、おそらく顔が真っ赤だろう。

「麻結、ちょっと来て」

　織に手を引かれ、やってきたのはクローゼットの前。

「好きなの選んで」

　次の瞬間、クローゼットの扉が開く。ステンレスのパイプに、レディース服が数十着悠々とかけられていた。

　これって、まるで……。

「このクローゼットは麻結用。一緒に暮らせるようになったら、クローゼットごと麻結へあげたかったんだ」

『私専用みたい』と心の中で思っていた通りの回答に、驚きと喜びが入り混じって言葉に詰まる。織がひと針ずつ心を込めて作ってくれた服を見つめ、小さな声でつぶやいた。

「……贅ぜい沢たくなクローゼット」

　自らショップに足を運びもせず、私に似合うおしゃれな服がどんどん増えていくんだもの。季節が変わる度に扉を開くのが楽しみになって、絶対にわくわくする。

　織はハンガーにかけられた服を一着ずつ、そっと触れていく。

「今の季節に良さそうな服を手前にしておいた。どれも自信作だよ」

「迷っちゃう。どれにしよう……」

　腕を組んで悩んでいる私を見て、隣で織がくすっと笑った。

「決めるのは朝食後でもいいよ。それまでいろいろ悩んで」

　織があまりにも幸せそうに微笑むから、私もなんだか胸がじわりと温かくなった。

　織と一緒に朝食を用意し、食べ終えたのが九時前。片付け終えたあと、私はついに一着を決めて着替えた。

　選んだのは、シンプルな黒のロング丈ワンピース。裾がストンと落ちたシルエットが綺麗。フロントにはクリーム色の生地で隠れプリーツがデザインされている。

　日本にいるときから、私はあまり黒を選ばなかった。どうも大人っぽい印象が強くて、見た目が子どもっぽい自分には似合わない気がして。

　しかし、パリではシンプルなコーディネートの女性が多く目につく。街の景観もそうだ。看板などもシックなデザインがほとんど。カッコよく着こなしている人を見れば、やっぱり羨ましい。私も黒色やシンプルなデザインが嫌いなわけじゃないし、できるなら着こなしたい。

　そう考え、勇気を出して選んだのが今着ているワンピース。

　自分がどんな姿になっているか、ドキドキしながらスタンドミラーの前へ移動する。

「ああ、待って。あと袖をちょっと捲るといい」

　織が途中で呼び止めて、私の腕をふわりと掴む。袖部分はリブ素材でできていて、腕捲りをしても柔軟にかたちを変えてフィットする。

「うん。可愛い。どう？」

　ニコニコ顔の織が、私の両肩に手を置いて鏡越しに私の顔を覗き込む。

「もっと服に着られている感が出ちゃうと思ったけど、全然心配なかった。すごいね」

　全体的なフォルムが縦長で、低身長の私が細長く見える。一見真っ黒な服に、チラ見えする対照的な色のプリーツがいいアクセント。

「麻結が黒い服に抵抗感を持ってるのは薄々わかってた。でも、いろんな可能性があるって気づいてほしくて。気に入ったならよかった」

　無意識に避けてたものも、ひとつのきっかけで次から手を伸ばすかもしれない。私も、ひとりでも多くコーディネートの幅を広げられるチャンスと出会える手助けをしていきたい。

　改めて鏡に映る自分を見て胸が高鳴る。私は織を振り返って言った。

「ありがとう！　私、早く出かけたくなってきちゃった」

　やっぱり服はすごい。着るだけで人を笑顔にさせられる。




　それから、すぐに支度をしてアパルトマンを出た。

　今日のヘアスタイルは、ワンピースに合わせて、髪を低い位置でまとめるシックなギブソンタック。サイドをねじってひと手間かけた髪型もまた、うきうきした気分になる。

　天気のいい休日に、好きな人と出かけられるって幸せだ。

　歩みを進める度に揺れるプリーツは、歩きやすいだけじゃなく、街中のウインドウに映る姿もすごく可愛い。私は終始ご機嫌で、織と観光地巡りや、ときどきショッピングをしたりしてデートを満喫していた。そうこうしているうちに昼も過ぎ、あっという間に陽が落ちてきた。

「わあ。パリの街並みが夕陽に照らされているのって、何度見ても本当に綺麗」

　パリに来て間もないせいかもしれないが、私はこの石造りの重厚感のある古き良き景観に目を奪われる。仕事が大変で周りが見えなくなっても、ふと顔を上げれば自然が生み出す芸術作品があって心が落ち着く。

「麻結がこの街を気に入ってくれて俺もうれしいよ」

　織は端正な顔に微笑を浮かべた。

　きっと、織にとっては第二の故郷のようなもの。二十歳のときにひとりでここへ来て、たくさん頑張ってきたのだろうから。

　感慨深い思いで歩いていくと、数十分後に織がぴたっと足を止めた。

「着いた。今夜はここでディナーにしよう」

　織に言われて店構えを確認する。三階建てのモダンな建物からは歴史を感じる。店名がプリントされたペナントが等間隔で垂れ下がっていた。私はその英字を見て、ぽつりと零す。

「ここって……確か、予約がなかなか取れないっていうレストランじゃ」

　セーヌ川を挟んだ向こう側にエッフェル塔が見える位置にある、フランス最高峰のレストラン。フランス出張の度、いろいろと検索していたときの記憶が残っていた。

「そうらしいな」

　織は涼しい顔でさらっと返し、店のドアを開ける。織がエスコートしてくれているのを見て我に返り、慌てて店内に入った。

　ウエイターに案内されたのは二階の窓際の席。横幅のあるアーチ窓からは絶景を拝める。

「織、すごいよ！　点灯したエッフェル塔がすぐそこにある！」

「夜とは思えないほど明るいな」

　観光客丸出しの反応にも、織は優しく笑ってくれる。

　日本では高級レストランとは無縁だった。マナーも自信がなく、そわそわする。けれども、織が終始落ち着いているのを見て、自然と私も緊張がほぐれてきた。

　オーダーしたワインが運ばれてきて、グラスを軽くぶつけ合う。織が見守る中、ワインをひと口含んだ。

「飲みやすくて美味しい」

「そう。よかった。ここは料理も美味しいと思うから楽しみにしてて」

　そして、順に運ばれてくる料理はどれも素晴らしかった。

　ピンクや深紅の花びらで飾った前菜は、色合いが美しくてまさにアート。味だけでなく視覚や嗅覚で楽しませる料理は、素人の私にも一流なのがうかがえた。




　レストランをあとにして、私たちは夜景を映し出すセーヌ川沿いをゆっくり歩く。

「織はどのくらい経ってからフランス語を普通に話せるようになったの？」

　織はさっきのレストランでもスマートに対応していたし、本当に尊敬する。もう六年以上こっちで生活してるんだから、二か月そこそこの私とは差があって当たり前とわかっていても、ちょっと焦る。

「普通って言われても、感じ方は人それぞれだしなあ。いつと聞かれれば、去年、日本に帰った頃あたりかな。デザインのイメージがうまく伝わるようになって、長いトンネルを抜けた感じがしたかも」

「私たちの仕事は、多くの人と細かく意見を交わさなきゃならないもんね。自分の気持ちをより正確に伝えられたら、そりゃあうれしいと思う」

　それがわかっているだけに、自分のフランス語はどのくらいで上達するのか気持ちばかりが急く。

「はあ。難しいなあ」

　私がうっかり弱音を吐くと、織は柔らかな声音で答える。

「焦る気持ちはすごくわかる。でもひとつずつ段階を踏めばいいよ。フランス語はこれからも俺が家で相手になるし」

　昔からいつも私を上手にコントロールする。織がいればどんな問題にぶつかっても乗り越えられる気がして、私は心強さを感じていた。

「うん。ありがとう」

　織を見上げてお礼を言った直後、ふるっと身体が震えた。六月に入ったとはいえ、さすがに夜は、ほんのちょっと肌寒い。すると、おもむろに織が繋いでいた手を離し、着ていたジャケットを私の肩にかけてくれた。織の温もりと香りにドキッとする。

「織が寒いんじゃない？」

「大丈夫。麻結が着てて」

　織のジャケットを借り、さらに足を進める。数分後には、セーヌ川に架かる三十以上の橋のひとつ、ポンデザール橋を渡り始めた。

　ルーヴル美術館を背に、全長約百五十メートル、幅が十メートルほどある広い橋をゆっくり歩く。橋の折り返し地点あたりに来たところで、どちらからともなく立ち止まった。美しいパリの夜景に惹かれるように、私は橋の欄干に両腕を乗せた。

「あー。休みが終わっちゃったね。なんか、大人になってから一日が早いなあ」

　しみじみとしていたら、織も隣に並んでつぶやいた。

「明日からまた頑張るか」

「そうだね。私も明日からまた、ひとつでも多く言葉を覚えなきゃ」

　幻想的な風景に、ぼんやりしてばかりじゃいけない。私は自分に活を入れ、きゅっと唇を引き結ぶ。

「そういう話なら、今からフランス語タイムにする？」

「えー。そうしたら私、途端に口数減るからね！」

「気持ちはわかるけど、とにかく喋らないと。それも仕事だと思って」

　普段から織にフランス語を教わっていたけれど、まさか気が緩んだこのタイミングで？と思わず頬を膨らませた。直後、ふいに笑い声を漏らしてしまう。

「……ふふっ」

「なに？」

　きょとんとする織から、私は再び視線を街並みに向けた。

「就職したばかりの頃は、こんな綺麗な景色を眺めて、明日の仕事の話をするとは思ってなかったなあって。それも、織と一緒に」

　本当、人生って何十年先どころか、明日のことさえわからない。だって、まさか織と恋人になって、自分がフランスで働くとは思い描きもしなかった。

　織がセーヌ川を見つめながら口を開く。

「ここの橋の言い伝え知ってる？　恋人同士の名前を書いた南京錠を欄干につけて、カギをセーヌ川に放れば永遠の愛が続くんだって」

「そうなの？　知らなかった！　あれ？　そのわりに南京錠が……」

　手を置いている欄干の下をきょろきょろと見回すも、それらしきものはひとつもない。

「数年前、南京錠の重さに耐えられなくなってフェンスの一部が倒壊したんだ。今は直してこうなったらしい」

「重さで？　そんなに！」

　現在、フェンスだった部分はアクリル板で覆われていて想像がつかない。私はまた欄干に寄りかかり、街灯を映し出している光の水面に視線を落とした。

「へえ。じゃあ、川底には恋人たちが願いを込めたカギがたくさんあるんだろうね。私も当時に来てたら、南京錠用意してきたか……も」

　織に向き直ったとき、目に飛び込んできたものにきょとんとする。織の右手にある銀色の輪のようなもの。

「え？　南京錠……？」

「バカ。違うだろ」

　素でそう思って言ったら即答された。街灯はあっても夜だとやっぱり薄暗いし、そういう話をしていたから先入観で南京錠に見えてしまった。

　改めて、織が指でつまんだ輪の正体を探ろうとした矢先。

「え……っ」

　左手を取られ、グイッと引っ張られた。バランスを崩して織の胸に軽くぶつかった拍子に目を閉じる。刹那、掴まれていた手に違和感を抱き、自分の指を確認した。

　私の左手の薬指には、ロイヤルアッシャーカットのリング。

「南京錠の代わりに、それに俺の願いを込めるよ。麻結とずっと一緒にいたい」

　真剣な面持ちで言われた織の言葉に、心臓が跳ね回る。同時に目頭が熱くなり、穏やかな夜風に髪を揺らす織が滲んだ。

「私たちの愛が永遠に変わらないための指カ輪ギ？　……なんちゃって」

　面映ゆい気持ちが落ち着かなくて、冗談交じりに返す。織は笑いも怒りもしなくて、ただまっすぐ私を見ている。辺りはこんなに素敵な景色であふれているのに、どれも目に入らないみたいに私だけを。

「まあ、カッコつけて言えば……」

　織がおもむろに腕を動かしただけで、鼓動が速くなる。彼は長い睫毛を伏せ、私の左手を掬い上げて薬指に口づけた。

　まるでフランス映画の中にいるみたい。

「大おお袈げ裟さじゃなく、この瞬間を何年も待ち望んでた――俺と結婚してください」

　小さくて俯きがちでおとなしかった織が、頼もしいほど凛々しい顔でしっかりと私の手を握る。

　彼の純粋で澄んだ瞳に見守られて生きていけたら幸せだ。もちろん、私も織を大切にする。ふたりで支え合っていきたい。

「はい。よろしくお願いします」

　私はかしこまってお辞儀をしたのち、照れくさくてまともに織を見られなかった。ロマンティックなひとときに胸は高鳴るばかり。不慣れな動悸にそわそわし、結局いつもの雰囲気に戻し、はにかんで言った。

「指輪もなにもなくても、私と織は昔も今も、ずっと一緒だって思ってるよ。けど……やっぱりこういうの、すごくうれしいね」

　左手のエンゲージリングに微笑みかけると、織がさらに一歩近づいてきた。

「麻結」

「ん？」

　織を見上げるや否や、彼が私の耳に直接ささやく。

「Embrasse-moi」

　低くしっとりとした声音はとても色っぽくて、咄嗟に首を窄めた。ぞくぞくする感覚をどうにか抑え、涙目を織に向ける。

「……織ってば。フランス語タイムって本気だったの？　もう。今のはなんて言っ……」

　すると、織は私が話しているのも構わず鼻先を寄せてくる。反射で目を閉じ、その先を想像した瞬間、彼の蜜を含む声が聞こえた。

「――キスして」

　甘い言葉にいざなわれ、私はつま先立ちをする。彼は呼応するように、私の腰に手を回して強く引き寄せた。

　唇を重ねる私たちを、街の柔らかな灯りが祝福する。

　薄っすらと瞼を開いたら、幸福そうに笑みをたたえた織の奥で、薬指の指輪が煌めいた。




Fin.










あとがき




　この度は、本作をお手に取っていただきまして、ありがとうございます。幼なじみと夢のような恋物語、いかがでしたでしょうか。




　こちらの作品は、『めちゃくちゃ不器用なヒロインって可愛いんじゃないか』とふと思って書き始めたものでした。不器用なことに嘆いて終わるのではなく、じゃあどうしたら自分の思いを実現できるのか、と手段を選ばずに追いかけようとする図太い……もとい、粘り強いヒロインを！とイメージを膨らませたのです。

　麻結は良くも悪くも素直で頑張り屋で、きっとこれからも前に向かって歩いていくのだと思います。

　ヒーロー織も麻結と同じくらいお気に入りです。彼は活躍の場が世界中と広いくせに、実は小さな頃から一緒にいた女の子中心で回ってるっていう、狭い世界のお話でもありましたね（笑）。しかし、今回ふたりの話を紡いでいくうち、そういうふたりだけの物語も悪くないなあと。なので、この『極愛恋情～敏腕ＣＥＯに愛し尽くされています～』は作者のお気に入りです。




　それにしても、そんなふたりの表紙イラスト！　めちゃくちゃカッコいい＆可愛いですよね!?　実はヒーローの髪型でいろいろと迷っていたため、ふた通りのラフをいただいていたのですが、どちらも捨てがたいものでした！　茉莉花様、とっても素敵なイラストをありがとうございます！

　そして、本著の製作に携わってくださいました関係者の方々、担当様。この作品を支えてくださり、長年お世話になりました前担当様。大変お世話になりました。本当に感謝しております。




　最後に、いつも私の作品にお付き合いくださっている読者様。心よりお礼申し上げます。これまでも、今もこれからも、私の原動力はいつでも皆様です。

　どうぞ、今後ともよろしくお願いいたします。




宇う佐さ木ぎ
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。








[image: ]










極愛恋情～敏腕ＣＥＯに愛し尽くされています～





発　行　２０２０年７月10日　初版第１刷発行

著　者　宇佐木

発行者　菊地修一

発行所　スターツ出版株式会社




〒１０４―００３１

東京都中央区京橋１―３―１　八重洲口大栄ビル７Ｆ

URL……https://starts-pub.jp/




制　作　大日本印刷株式会社






© Usagi 2020




item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		極愛恋情～敏腕ＣＥＯに愛し尽くされています～



		きみを手繰る



		きみと結ぶ



		きみと絡まる



		きみに染まる



		きみと紡ぐ



		特別書き下ろし番外編



		ふたりで織りなす



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次













item/image/cover.jpg





item/image/voicejisyakou.jpg
B b — iy
A 2 oA E D

\
5

i
B
=}
=

2
ol
=
S

i 74’-5@5#?5 HWEZERDITAJ4 (BRI BZHESR
by HHAE EHOTEET! oy eaps by BEF 77
2018528 LD LHIBRYY — 2! B 515 8 13

Google Play

)

RY—28F
| (2BBAKR)
HRIRAREFZ

RY=ZH7 T THHIBETALT7 79— 1)~






